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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　激げき震しんする大地を黄金の光が染め上げていく。

　そこは空が岩で覆おおわれた世界だった。

　地上には巨きよ大だいな岩からそのまま削けずり出し精せい緻ちな彫ちよう刻こくを施ほどこした家々が並ぶ。その様は伝え聞く神界アースガルズの姿をも彷ほう彿ふつとさせる。

　岩がん盤ばんの空の下に広がる石造りの巨大な街を金こん色じきの光が照らす。

　一人の男がいた。

　並ぶ建物に匹ひつ敵てきする巨きよ軀くは人間のものではない。

　巨きよ人じんと見まごう男の髪かみは燃える炎ほのおのように赤く、髭ひげもまた同じ色をしている。

　屈くつ強きような筋肉が盛り上がった肉体には、いくつもの傷きず痕あとが残る。刻まれた古傷に混じる、まだ真新しい傷からは血が滴したたっていた。

　世界を照らし出す黄金の光を放つのはその男だった。正確には男の周囲にうねり、まとわりつく金の雷らい光こう、それが全すべてを埋うめ尽つくさんばかりの輝かがやきを放っている。

　男の手には巨大な打だ撃げき部位を持つ鉄てつ槌ついがあった。無骨な鉄の籠こ手てを着けた手で、彼は稲いな妻ずまをまとう戦せん槌ついを握にぎりしめている。

　壮そう年ねんの男の顔、燃え盛るような赤い瞳ひとみには楽しげな感情が宿る。それは玩具おもちやを与あたえられた子供のようでもあった。白い歯を剝むき出し、男は心より笑う。

「さあ、始めようじゃねえか！　月喰くらいの魔ま狼ろうマーナガルム!!　互たがいの命をぶつけ合い、砕くだき合う……殺し合いを!!　心躍おどる死し闘とうを!!」

　男は黄金の輝きを弾はじけさせる鉄槌を振ふり上げた。

「雷らい神じんトール……。神界最強の神」

　その男と対たい峙じする少年が呟つぶやいた。彼の声がわずかだがかすれる。

　少年は赤一色をまとう。つばの広い帽ぼう子しと、長い外がい套とう。その全てが赤い色で染め上げられていた。腰こしや服、外套の内側にいくつもの鞄かばんやポケットがあり、それらに様々なものが詰つめ込まれているのがパッと見てもわかる。

　腰には刀を帯びているが、彼はそこに手をかけてもいなかった。

　赤い帽子の下、少年は唇くちびるの端はしを上げ余よ裕ゆうを見せる。だが、頰ほおを伝う汗あせが彼が押し殺そうとしている本来の感情を表していた。

「やるぞ。クラウス」

　赤い少年──クラウスの傍かたわら、一人の少女がいた。

　銀色の髪の少女だ。長いその髪は彼女の腰のあたりまで流れ落ちていた。雷神が放つ黄金の雷光の中でも、銀の輝きは消えない。

　切れ長の赤い双そう眸ぼうが雷神トールを、続けてクラウスを見る。

　彼女は身体からだに密着した薄うすい胸当てと、それとは対照的な無骨極きわまりない籠手、鉄てつ靴かを除けば防具らしい防具をまとってはいない。

　剝き出しの肌はだは白い。身体つきは細く、だがしなやかに脈動する様は野生の獣けものの美しさすら感じさせる。

　金属の籠手で護まもられた両手に一本ずつ、彼女は長大な曲刀を握っていた。だが、曲刀の刃やいばは通常のものとは違ちがう。鋸のこぎりに似た異形の刃を持つ剣けんだ。

　ギャリギャリと異質な音が鳴る。その鋸のこぎり刃ばは立ち並ぶ獣の牙きばに似ていた。奇き妙みようなことにそれら全てが蠢うごめき、擦こすれ、音を立てている。

「ああ。わかっている。マーナガルム……マナ」

　クラウスが赤い外套を払はらい、その左ひだり腕うでをマナの前へとさらした。

　それに対して、マナは両手の剣を振り上げる。また刃の牙が大きく蠢いた。

　クラウスは深く息を吸い、そして、口を開く。

「月喰らいの魔狼マーナガルムよ！　その牙で俺を喰らえ！　この血肉を糧かてとして、お前を戒いましめる呪じゆ詛そを、封ふう印いんを破れ!!」

　マナは迷うことなく双剣を振り下ろした。

　その鋸刃がクラウスの左腕、肩かた口ぐちに食い込み、一気に切断する。

　断たたれた腕うでに二本の刃が喰らいつき、蠢く牙が腕へ食い込んでいく。

　数瞬しゆんを待たず、クラウスの腕は刻まれ、抉えぐられ、血も肉も骨も残らず失われた。

　二本の牙が剣けんが喰くい尽くしたのだ。

　マナが牙を剝き出し、岩盤の空を仰あおぎ、獣そのものの咆ほう哮こうを上げる。

　瞳に血の色と同じ輝きを宿らせ、銀色の髪が冷たく青白い煌きらめきを[image: 迸]ほとばしらせる。

　黄金の雷光に染まらぬ青い光をまとい、マナは大地を蹴けった。

　ただ疾しつ駆くするだけで、大地が抉れ、後ろに爆はぜる。

　咆哮が雷神の巻き起こす雷らい鳴めいと共に世界を揺ゆるがす。

　マナが手にした双剣を構え、それに対して、トールは全力をもって戦槌を投じた。

　一いつ瞬しゆんのあと、一ひと際きわ強い黄金の光が世界を埋め尽くした。

「う……」

　同時に生じた爆ばく風ふうに吹ふき飛ばされ、地面に叩たたきつけられたクラウスはゆっくりと身を起こす。

　彼は目を見開く。

　その眼前の地面が大きく抉れていた。小さな村であれば崩ほう壊かいしかねないほどの傷痕が大地に刻まれている。

　そして、破は壊かいされ、大きく抉れた大地の底に銀の髪の少女が横たわっていた。

「マナ……？」

　彼女は反応しない。それどころか、呼吸すらしていないように見える。

「マナ!!」

　クラウスは戦せん慄りつする。

　神界の神々の一柱、戦神テュールを相手に互ご角かくの戦いを繰くり広げた銀の魔狼が倒たおされた。

　トールはただ一いち撃げき、戦槌を放ったに過ぎない。

　マナが倒れ伏ふす大地の傷痕の向こうに、雷神トールがいる。

　魔狼の牙剣はトールに触ふれることすらできなかった。

　振り上げたトールの手に、マナを打ち倒した戦槌が自ら舞まい戻もどっていく。

　クラウスはもはや声もなく、その光景を見つめることしかできない。







[image: ]




　降りしきる雪に白く煙けむる世界。

　そこには氷に覆われた海があった。鉛なまり色いろの雲の下、割れ砕けた氷と氷がぶつかり合い、重々しい音を立てる。

　氷の海の果てにかすむのは、世界の中心にそびえ九つの世界を結ぶ世界樹ユグドラシル。雲に覆われた空を横切って伸のび、大地に影かげを落とすものはその枝のひとつだ。

　そんな氷の海を眼下に望む崖がけの上で、赤い外套をまとう少年、クラウスは担かつぎ上げられ、その身を海へと突つき出されていた。

　つば広の帽子がずり落ちそうになり、中身がない外套の右袖そでが海から吹きつける強風に煽あおられて派手に揺れる。

「やめろ、よせ。やめるんだ。お前は知らないかもしれないけど、だいたいのことは話せばわかるようにできてるし、こんなことしてもいいことなんてないんだ」

「うるさいぞ、人間。アタシはもう我が慢まんならんと言っているんだ」

　怒いかりの声を上げたのは、クラウスを担ぎ上げる銀色の髪の少女、マナだった。

　切れ長の目と通った鼻筋、湧わき上がる怒りの中にあってさえも彼女は美しかった。

　怒いかれる獣にも似た表情を浮うかべた彼女は、そのしなやかな腕で、クラウスを情け容よう赦しやなく、また軽々と頭上に掲かかげている。

「あの氷の中にぶち込まれて、貴様がどれほど楽しく泳げるのか。そいつが見ものだな。ちゃんと見届けてやる」

　マナはクラウスの身体を棒切れでも扱あつかうように頭上でグルグルと回す。

「や、やめ……やっ」

「やめるか、バカが。さあ、凍こごえる海が貴様を待ちわびているぞ」

「話せばわかる。俺はそう信じている」

「黙だまれ！　貴様の言い訳は聞き飽あきた。そもそも、貴様をどうにかする最も確実な方法は貴様と言葉を交かわさないことだ」

「よくわかってるじゃないか」

　抱かかえ上げられ、グルグルと回され、もがいてももがいても脱だつ出しゆつできないまま、クラウスはニヤリと笑った。

「そう。まさにそのとおり。俺は……ベルトールの子、クラウスは虚きよ幻げん師。虚幻とは虚うつろなる言の葉。つまりは真実の虚うろ。それを、人は噓うそという言葉で語る」

「色々並べ立てているが、つまるところ、ただの噓つきだろうが」

「失礼な奴やつだ。噓と幻げん術じゆつの使い手。それこそが、虚幻師たるゆえんだ」

「噓つきな上に、小細工の手品がうまいだけだ」

「それはどうかな？　ならば、お前は試ためすべきだ。そう……俺の虚幻が月喰らいの魔狼であるお前にどれほどの効果を見せるのか。つまりは話そう。話せばわかる。そうだろ？」

「わかった。試してやる。氷の海の中から話せ。制限時間は貴様が喋しやべれなくなるまでだ」

「よせ！　一分ともたない自信ならある」

　マナは抱えたクラウスを無造作に振りかぶろうとした。

「……っ!!」

　そこへ一人の少女が飛びついた。

　崖の上に立つマナの腰に少女がしがみつく。左右でまとめた桃もも色いろの髪が特とく徴ちよう的だった。彼女は緑の瞳を涙なみだで潤うるませ、マナを見上げる。

　彼女は子供のように小こ柄がらだった。女性としては長身のマナに密着すれば、その背は辛かろうじてマナの胸に届く程度で、その小ささが強調される。

　小さな身体をモコモコとした防寒用の分厚い外套で包んだ彼女は、どこか子羊を彷彿とさせた。

「こら。こんなところに来たら、危ないぞ。落ちるぞ。おい、よせ」

　マナが困こん惑わくの表情で言うものの、リンデはやめない。

　一いつ生しよう懸けん命めい、クラウスに手を伸ばすが届かない。

　しかたなく、その場でピョコピョコと飛び跳はね始めた。それでもなお届かない。

「やめてくれ、リンデお姉ちゃん！　いくらなんでもかわいらし過ぎる！　それに、こいつはバカだから、刺し激げきすると突とつ然ぜん興奮して嚙かみついてくるかもしれない」

「嚙みつくか!?」

「だって、犬って、突然動くと反射的に嚙んでくることあるだろ。その理り屈くつだ。魔狼マーナガルム」

「誰だれが動物だ!?　魔狼と犬を同じにするな！　アタシはどちらかと言えば霜の巨人ヨトウンの血筋だ！」

　舌打ちしつつも、マナは目の前で飛び跳ねているリンデを睨にらもうとした。

　よくよく見れば、リンデは口をつぐみ、目もとじている。全力でマナを怖こわがっているようだった。それでもなお、弟であるクラウスを救おうと、その状態でピョコンピョコンと跳ねていた。

　クラウスを頭上に振ふり上げたまま、マナはそんなリンデをじっと見つめた。

　ゴクリと唾つばを飲み込んだマナの頰ほおにかすかに朱しゆの色が落ち、表情が緩ゆるむ。

「かわい過ぎる……」

「てめえ！　マナ！　かわいいって、お姉ちゃんを味見か!?」

「どうしてそうなる!?　貴様、一応、言葉を使うとか、そういう奴だろ!?　ちゃんと聴きけ！」

　言っていると、リンデは目め尻じりに涙を浮かべたままで、マナを見る。

　リンデは小さな手で涙を拭ぬぐう。

　そして、マナのもとを離はなれて、崖の縁ふちに立った。

「おい……。人間。貴様、何を」

　リンデは首を横に振る。それから、背後に広がる氷の海を指差す。何かを決意したように、その唇くちびるを横一文字に引き締しめた。

　そして、モコモコした外がい套とうの前をはだけた。小さく愛らしい唇が声のない声を漏もらす。

「やめろ！　やめるんだ、お姉ちゃん！」

　クラウスが声を上げる。

「なんだ？　あの娘むすめ、何をしようとしている？　まさかまた脱ぬごうとするのか!?」

「うるさい。お前の寝ね言ごとはいいんだ！　お姉ちゃんの裸はだかを見たい変態め！」

「人聞きの悪いことを言うな!?　誤解されるだろ!?」

　クラウスはかぶりを振る。

「やめるんだ。お姉ちゃん。『大だい丈じよう夫ぶよ。お姉ちゃんが助けてあげるから。マナさんの苛いら立だちはわたしが抱だき締める。マナさんは本当はイイ人だから……誰かがこの海に飛び込めばきっと許してくれるわ……』違ちがう！　俺はそんなこと望んでいない。マナはただの凶きよう暴ぼうな狼おおかみだ！　氷の海を見ると、人を投げ込みたくなる変態なんだ！」

「盛り上がっているところ悪いが、貴様の物もの真似まねは相変わらず完成度の高さが気持ち悪いな。変態は貴様だ」

　マナは真顔で言った。

「喋れないお姉ちゃんの心の叫さけびを世界に届けるのが俺の使命だと思っている」

「本当にいい加減なことばかりを……」

　マナは大きく息をつく。

「まあいい。やめる。こいつを氷の海に投げ込むふりして、崖に叩きつけるのはやめるから」

　マナがそう言うと、リンデは目を瞬またたかせた。愛らしい顔にパッと微笑ほほえみが浮かぶ。

　クラウスを下ろさないまま、マナは肩かたをすくめた。

「お姉ちゃんが『ありがとう。マナさん！』って、お前にはもったいないお礼を言ってくれてるよ」

「貴様の声真似だと嬉うれしくもなんともないな」

「そう言うなよ。何をピリピリとしているんだ。こんなに短気なのは実にお前らしいと思う。そのうち禿はげる」

　クラウスは何かに気づいたように一人で頷うなずいた。

「そうか……。魔ま狼ろうといえども。その身が人間に封ふうじられていたとしても、獣けものは獣。つまりはそういう周期があるのか？　そういうことか」

「どういう周期だ？」

　きょとんとした顔でマナが問う。

「女の子がイライラすることがあるだろ。あるいは獣ゆえの発情……」

　マナは無言のまま、クラウスの脚あしをつかむと、そのまま崖から逆さまに吊つるした。

「おいよせ。お姉ちゃんがまた命がけで止めようとするだろ。あれ？　お姉ちゃん？　お姉ちゃん、どうしてあっち向いてるの？　こっちを、こっち見てよ、お姉ちゃん大好き」

「自じ慢まんの声真似をしてみたらどうだ？」

「……『お姉ちゃん、クラウスのこと大好き。好き過ぎて、血が繫つながっている、その事実を呪のろわない日はないわ。神よ……おぉ、神よ……殺す』」

　リンデは思いきり首を横に振っていた。

　マナは怒りではなく、もはや憐あわれみの表情で、逆さまに吊るしたクラウスを見下ろす。

「憐れだから、アタシが何故なぜ怒っているのか。それをもう一度教えてやる」

「憐れまれる覚えはないけど、聞いてやってもいい」
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　崖がけからぶら下げたクラウスをブラブラと揺ゆらしつつ、マナは言葉を続ける。

「アタシは死の国ヘルヘイムの戦いでテュールを……あの神々どもの一柱を殺した」

「『アタシたち』だな。俺とお前と……何よりもお姉ちゃんの可か憐れんさが奴を討うち、お前が再度封ふう印いんされることを防いだわけだ。感謝してもし足りないとお前は言ってもいい」

「黙れ。ともかく、神を殺した。ならば、神界アースガルズの奴らは動くだろう。貴様はそう言ったし、アタシもそう考えている。だからこそ、すぐさま死の国をあとにした。奴らへの反はん攻こうの手を打つために」

「すぐと言っても、俺が寝ねていたせいで、動くまでに一週間を費ついやしてしまったけどな」

「そのとおりだ。貴様のせいで、貴重な時間を一週間も費やした」

「いや、正確に言えば、俺じゃなくて、お前のせいだ」

　そういうと、クラウスはふわふわと揺れている外套の右袖そでを顎あごで指した。そこには中身であるはずの彼の右みぎ腕うではない。

「封印されたお前の力を解放する。そのために、俺は右腕をお前に捧ささげた。つまりは、お前のために負傷して、お前のために倒たおれたわけだ。しかも、解放できた時間が十五分だけとか、ふざけてるのか？」

「十五分でも、アタシの力があったから、テュールを討てたんだろうが」

　マナは忌いま々いましげに顔を歪ゆがめた。

「まあ、そこまではいい。そこからだ。アタシたちは、この封印を真の意味で解くため、ついでに、貴様に義ぎ腕わんでも作るために旅を始めたはずだ。貴様は言ったな。黒妖精ドヴエルグの知人がいると」

「確かに言ったよ。黒妖精……日の光を嫌きらい、黒妖精界──地下スヴアルト世界アルフヘイムに住む奴ら。太陽に近い空にあるという妖精界アルフヘイムの妖精アールヴとは真逆の存在。九つの世界で唯ゆい一いつ、魔ま法ほうの道具を作る技術と力を持つ者たち。そいつらのところになら、封印を解ける道具があるかもしれないし、テュールの着けていた義腕を作ったのもあいつらなのだから、目的としては妥だ当とうな選せん択たくじゃないか」

「確かにな。だから、アタシもおとなしくついてきてやった。だが……」

　マナがよりいっそう眉まゆを吊り上げる。

「黒妖精とかいうのは、どこにいる？　もう一ヶ月だ！　貴様の負傷のせいで、そもそも、旅もまともに進まなかっただろうが！　足が遅おそい。熱を出す。倒れる。姉に甘える……ひ弱か！　あと、甘え方が本当に気持ち悪い！」

「お前と同じにするなよ。俺やお姉ちゃんは繊せん細さいな人間なんだ」

「黙だまれ。旅は遅おくれているのに、貴様はいつもいつもくだらないことばかりを……」

「くだらないことなんて、虚きよ幻げん師の誇ほこりにかけて、言った覚えはないんだが。いや……他人の声に耳を傾かたむけるのも、より成長するために必要なことか。教えてくれ。俺のどんな言葉に怒おこっているんだ？　何がまずかったのか……そうか。直近で言えば、発情……」

　マナはつかんでいたクラウスの脚から手を離した。

「うわぁぁぁぁぁっ!?」

　落下しそうになったところ、足首をつかんで、ギリギリで止める。

「まだ何か言いたいか？　ちゃんと選べよ。お前の言う虚幻師の言葉ってやつを」

「率そつ直ちよくに言えば、申し訳ない」

　ため息をつきながらマナが視線を巡めぐらせれば、リンデは雪の上に尻しり餅もちをついていた。

　それを見て眉を下げたマナはクラウスを崖から引き摺ずり上げて、地面に放ほうり出す。

「……あぁ。さすがに恐おそろしかった。死ぬかと思った」

　クラウスはリンデと顔を合わせる。

「『それはこっちの台詞せりふよ！　お姉ちゃん、心配で心配で……。心臓がすごくドキドキしちゃって……』恋こいかと思ったの？　ゴメンね。お姉ちゃん」

　リンデはまた首を横に振ると、涙なみだで潤うるんだ目でクラウスをじっと見つめる。

「おい。貴様のお姉ちゃんが何か言いたそうにしているぞ」

「……お姉ちゃん。それを、俺に伝えろって言うの？　だって……」

　マナのほうを見ると、クラウスは大げさに吐と息いきした。

「人の顔を見て、ため息をつくな。突つき落とすぞ」

「だってなぁ……。わかったよ。お姉ちゃん。ちゃんと言うよ」

　クラウスは立ち上がり、姿勢を正すと、マナの目をじっと見つめる。

「『過か酷こくな氷の国ニヴルヘイムを、傷を負ったクラウスと一いつ緒しよに旅してこられたのは、マナさんのおかげ。わたしだけじゃどうにもならなかった。マナさんがクラウスを助けてくれていたことは、わかってる。本当にありがとう。お礼を言うことしかできないけど……』だってさ」

　その言葉にマナは目を丸くする。

「ふん。違う。違うぞ」

　露ろ骨こつに目を逸そらしてマナは言った。その頰がかすかに赤い。

「アタシが貴様らを助けたとしたら、それはクラウスこいつに死なれると困るからだ。貴様の血と肉はアタシと契けい約やくを交かわした生いけ贄にえ。現状では、貴様の肉体を使わなければ、この忌々しい軛くびきから逃のがれることもできない」

「腕ひとつで十五分だけな」

「後こう悔かいしていると言ってるだろ！　お前の腕一本にはアタシの封印を十五分解くだけの価値しかないということだぞ！　無価値で脆ぜい弱じやくな人間が！」

「迂う闊かつだったな。そんな無価値で脆弱なものと契約してしまって。俺が死ぬまで破は棄きはできないんだろ？」

「今すぐ殺して、そのへんの巨きよ人じんを半殺しにして契約を結び直してもいいんだぞ？　きっと、まだましだ」

　むきになるマナを、クラウスがせせら笑う。小さく息が漏もれる音がした。

　二人がそちらを見れば、リンデが苦く笑しようしている。ただ、その笑えみは快いものでもあった。

　彼女はクラウスとマナの姿を見て、目を細める。

「なんだ？　おい、人間。貴様のお姉ちゃんは何を言いたい？　得意の声真似まねをしろ」

「残念だけど、俺は人にやれと言われるとやりたくなくなるほうなんだ」

　クラウスがそっぽを向く。

　リンデが彼に歩み寄ると、赤い外がい套とうを引っ張って、何かを訴うつたえていた。

「……いや、お姉ちゃんがそう言っても……。ちょっとそれは……」

　二人の様子を見て、首を傾かしげていたマナは何かに気づいた顔で小さく手を打った。

「ははぁ。なるほどなぁ」

　彼女の唇くちびるの端はしがいやらしく上がる。

「今回はアタシにもわかったぞ」

「何がだ？　お姉ちゃんの繊細で愛らしい気持ちがわかるとか、ケダモノ如ごときが思い上がりも甚はなはだしい」

「どうかな？　例えば、そうだな……『マナさん。本当はね。クラウスもマナさんに感謝してるの。この旅でずっと助けてくれていたことに。ただ、素す直なおになれないだけなの』とか、どうだ？　どうした？　素直になれないのか？　アタシへの感謝を口にしてもいいんだぞ？」

「おいこら、気持ち悪い声を出すな。なんだ、さっきのクニャッとした仕草は。女の子みたいな真似をするな」

　マナは無言で歩み寄るとクラウスの胸むなぐらをつかみ、有う無むを言わさず、崖のほうへと振ふりかぶった。そこにまたリンデがしがみつく。

　クラウスをつかみ上げたまま、マナは深く息をついた。

　そんな彼女を見上げて、遠えん慮りよがちに、少し怯おびえた様子を見せながらも、リンデは何度も何度も頷うなずいてみせる。

「……さっきの、アタシの言葉が合ってる？　そういうことか」

　リンデが微笑ほほえむ。

　マナがしてやったりという顔で、クラウスを見れば、彼は胸ぐらをつかまれたままで、帽ぼう子しを深く下ろして表情を隠かくした。

「どうした、人間？　なあ、どうした？　アタシに感謝を……」

「や、やめるっすよ!!」

　崖とは逆の方向、雪原から声がした。

　マナがそちらを見れば、数人の武装した男たちがいた。

　手に手に武器を構えた彼らの先頭には茶色の髪かみの少年が立つ。

「クラウスさんから離はなれるっす……！　その汚きたない手を離せっす!!」

　そう言った少年の歳はクラウスと同じぐらいに見えた。

　茶色の長ちよう髪はつを後ろでくくった彼は両手で長ちよう剣けんを握にぎり、マナを睨にらみつけていた。

　だが、緊きん張ちようを帯びたその表情が崩くずれる。

「はっ!?　驚おどろくほどの美人……！　全然汚くない！　綺き麗れいだ！　いや、だけど、クラウスさんを助けないと、男がすたるっす！」

　顔を赤くし、緊張で身を強こわ張ばらせながらも彼は構えを解かない。

　その姿を一いち瞥べつし、マナはあっさりとクラウスを放り出した。

　雪の上に転がった彼には目もくれず、尖とがった犬歯を見せる。

「貴様、誰だれに刃やいばを向けているのか理解しているのか？」

　問いかけ、一歩を踏ふみ出した。

「ひっ!?」と戦士たちの一人が声を上げ、茶色の髪の少年もまた気け圧おされ、後ろに下がる。雪の上に転げた者もいた。

　少年は必死に踏みとどまり、かすかに震ふるえる切っ先をマナへと向ける。

「お前。フリッツじゃないか」

　唐とう突とつにクラウスが言った。

「クラウスさん……いや、クラウス兄貴！　リンデ姐ねえさん、お久しぶりっす！」

　フリッツと呼ばれた少年がクラウスに対して手を上げた。それからもう一度、マナに対して剣けんを構える。

「なんだ……知り合いなのか」

「だが、フリッツ。言ったはずだ。お姉ちゃんのことをお姉ちゃんと呼んでいいのは俺だけだと。姐さんでも不可だ」

「だから、知り合いなのかと訊きいているだろ」

「うわぁっ！　久しぶりっすね！　兄貴のほんと気持ち悪い、お姉ちゃん好き過ぎ発言！」

「そうか。知り合いなんだな。貴様の気持ち悪さを知っているということは」

　マナは呆あきれた顔で一人納なつ得とくする。

「お前と出会う前、この氷の国で、俺と一緒に戦乙女ヴアルキユリアと戦った戦士たちだ」

　クラウスは思い出す。

　リンデを追う神々から逃れる旅の中で、クラウスは彼ら姉弟きようだいと同じく、神に対して深い恨うらみを抱いだき、敵対する一団と出会い、共に神の走そう狗くである戦乙女に挑いどんだ。

　策に策を重ね、戦乙女を手玉に取った戦いだった。

　だが、人の身で挑むにはあまりにも強力な彼女たちの力に結局は敗れ、多くの犠ぎ牲せいを払はらいながら、散り散りに逃れることになった。

「あの時は逃にげるしかなくて言えなかったな。本当に……すまなかった」

　クラウスは言った。

「俺の虚幻、火か砲ほう、雪崩なだれの策で仕留められると思っていた。戦乙女の……神の力を、俺はまだ甘く見ていたんだ。多くの者が命を落とす結果になってしまった。その中にはお前の父親のブルーノも……」

　クラウスは顔を歪ゆがめた。その脳のう裏りをよぎるのは壮そう年ねんの戦士の姿だった。

　ブルーノ。戦士たちを率いていた百ひやく戦せん錬れん磨まの男。

　彼は戦乙女との戦いで命を落とした。クラウスは死者が訪おとずれる地、死の国で魂たましいが肉と化した者としてその地に存在する彼と出会った。

　そして……。

「詫わびる必要なんてないっすよ」

　フリッツの言葉にクラウスは意識を引き戻もどされる。

「あの時、俺たちは決めていたはずっす。神の使いを相手に勝てる保証なんてない。負けたとしたら、さっさと逃げて、生きている奴やつはまた別の手を考える。親父おやじもそう言ってたっすよ。どうせ、神と敵対した時点で戦士としての名めい誉よの死なんて、もうないんすから」

　フリッツの言葉に他ほかの戦士たちも頷く。

「それに……兄貴に会った時、俺らは絶望していたんすよ。奴らに抗あらがう術なんてないんだって。それが虚きよ幻げんって奴で、一ひと泡あわ吹ふかせることができるんじゃないかって、希望をもらったんす。初めて会った時も、あいつらを煙けむに巻いて助けてもらったっすからね」

　クラウスは言葉もなく、帽子のつばに触ふれる。

　後ろにいたリンデが彼の外套の裾すそをそっと握った。

「いや、それよりもっすよ！」

　フリッツが突とつ然ぜん、声を上げた。

「兄貴はやったじゃねえすか！　神の一柱を……テュールを殺したんすよね!?」

「知ってたのか」

「知ってるも何も……！　俺らの仲間じゃもう大おお騒さわぎっすよ！　あ、そうだ！　そいつら……他の奴らも近くまで来てるんす！」

　駆かけ寄り、フリッツはクラウスの手を取ろうとする。

　その時になってクラウスの右みぎ腕うでがないことに気づいたのか、フリッツは驚いた顔をした。

「兄貴、それ……」

「ちょっとした怪け我がだよ。それよりも、他のみんなもいるのか」

「そうっす！　兄貴！　一緒に来てください！」

　そう言って、フリッツはクラウスの手を引いた。

「みんな喜ぶっすよ！　テュールとやり合った時の話聞かせてください！　おなしゃーっす!!」

　クラウスは困こん惑わくの表情を隠せないまま、リンデたちのほうを見る。

　リンデは慌あわてた顔をしていた。

「行ってやれよ。神を殺した英えい雄ゆうさん」

　マナはニタニタといやらしい笑みを見せる。




　　　　◆　◆　◆




　その野営地は巨きよ大だいな石積みの建物の陰かげにあった。

「放ほう棄きされた霜の巨人ヨトウンの集落か」

　クラウスは明らかに人の造ったものとは違ちがう巨大な石造りの建物を見上げた。粗そ雑ざつに積み上げられた岩はその大半が崩れているものの、辛かろうじて原形は止とどめている。

　それらを風よけ、あるいは屋根として、いくつもの天幕が張られていた。

　フリッツと再会した場所から、雪の中をしばらく歩き、クラウスたちが辿たどり着いたのがこの場所だった。

　夜の帳とばりが降り、雲に覆おおわれた空の下には闇やみが満ちている。焚たかれた火が、廃はい墟きよとなった巨きよ人じんの集落を照らし出していた。

　そんな焚たき火びの傍そばで、クラウスたちはフリッツとその仲間に囲まれていた。

「マジすげえっすわ！　クラウス兄貴！　戦乙女相手でも、俺ら、どうにもならなかったのに、神殺しとかマジパネェっすわ！　おい、お前はマナ姐さんに肉だ、肉！　肉持って行け！」

「うっす！」と応こたえた戦士の一人が焼けた肉をマナに差し出す。

「こいつら気が利きくなぁ。人間。貴様と違って」

　マナは肉に喰らいつくと、肉にく汁じるを滴したたらせるそれを一息にほおばる。

　骨すらもバリバリと嚙かみ砕くだき、満足げな表情を浮うかべた。

　クラウスは応えない。いつもより言葉少なく、困惑を隠しきることもできずにいる。

　そんなクラウスのすぐ傍に座ったリンデは彼の外套の裾をギュッと握りしめていた。

「兄貴。酒はどうっすか？　肉ももっといかがっすか？」

「いや、酒は……まだ怪我が治りきってないから」

　言いつつ、クラウスは周囲を見回す。

　彼のすぐ傍に来ているのは、若い戦士たちが多かった。

　だが、この一団にいるのは彼らだけではなく、ブルーノのように歳を重ねた熟練の戦士たちも多い。遠巻きにしながらも、彼らもまたクラウスに賞賛の声をかける。

「しかし……。テュールが死んだことはそんなに知れ渡わたってたのか。てっきり、神々奴らが隠そうとするものかと思っていた」

「少なくとも氷の国ニヴルヘイムにいる数少ない人間は知ってるっすよ。多分、巨人にも伝わってるんじゃないっすかね」

　言いつつ、フリッツは背後を指す。

　焚火から少し離れた石いし壁かべの下に壮年の戦士が一人いた。

　新しい外がい套とうと武具で身を固めた彼は、その装備とは裏腹に、戦士として習熟した雰ふん囲い気きを感じさせる。しかし、その戦士の周囲には異質な空気が漂ただよっていた。

　炎ほのおの灯あかりに浮かぶ顔色は極きよく端たんに悪く、その目は濁にごっている。

　ただ、クラウスは彼の顔に見覚えがあった。戦乙女が反はん撃げきに降らせた矢の雨の中で、その身を弾はじけさせた戦士の一人だったはずだ。

　クラウスの視線に気づき、戦士はクラウスに無言のまま一礼した。

「死者……なのか。テュールが死んで、死の国が開かれたから……」

「そうっす。死の国から、死者たちが出てきてるんすよ。その人たちが教えてくれたんす。クラウス兄貴とマナ姐さんがテュールを殺したって。多分、氷の国の外にも広がっていくっすよ。今、死者がぞろぞろ出てきてるっすから」

「そうだったのか……。それなら、お前、もしかして、ブルーノのことを……」

　一いつ瞬しゆん、フリッツは黙だまり込む。それは肯こう定ていに他ならなかった。

　彼は苦く笑しようした。その笑えみは感情を殺して作り出したものだと、クラウスは感じた。

「聞いてるっす。黒こく竜りゆうニーズホッグだっけ？　そいつに魂を喰くわれたって」

「俺はその場にいたんだ」

　死の国で出会ったブルーノの姿を思い出す。彼は生きていた頃ころには考えられないほどにひどく情けなく顔を歪め、涙なみださえ流していた。

　死してなお、テュールの法によって幾いく度ども誅ちゆう殺さつされて、心を打ち砕かれ、そのあげくに、死者を喰らう黒竜ニーズホッグによって魂もろとも喰らわれて消しよう滅めつした。

「いやでも、ほんと気にすることないっすよ！　兄貴は、親父の仇かたき、テュールを殺してくれたんすから！　神に勝てるって証明してくれたんすから！」

　フリッツはクラウスの手を取ると上下にブンブン振ふり、顔をぐっと近づける。

「マジパネェっすよ、クラウス兄貴！　俺、兄貴に一生ついていくっすよ！」

「いや、どこについてくるんだよ」

「兄貴とマナ姐さんにちなんで、俺ら、この集まりに名前をつけたんすよ！　名づけて《銀ぎん狼ろう騎き士し団》！　どうっすか！　俺ら、若い面子メンツはマジパネェって思ってるっす！」

「お前ら、騎士でもなんでもないだろ」

「親父は昔、騎士だったっすよ。オーディンの加護を受けた連中に、国を滅ほろぼされるまでは。だから、俺らも騎士でいいんすよ！　あと、人に雇やとわれる時には、まず名前が大事っす」

「そこまで計算してたのか……」

「今、旗も作ってるとこっす。狼おおかみの絵え柄がらにしようと思ってたっすけど、マナ姐さん美人だから、半はん裸らのマナ姐さんとかでも……」

「あいつの裸はだかを描えがくつもりなら、自分で頼たのめよ」

　機き嫌げんよく肉を食べている美人の銀狼を横目に見る。

「もうちょっと肉与あたえたら、平気で脱ぬいでくれるんじゃないか？……ん？」

　別のほうに視線をやって、クラウスは気づいた。

　自分たちを取り巻く自じ称しよう《銀狼騎士団》とは別に、人だかりができた焚火がある。

「あ！　忘れてたっす」

　クラウスの視線に気づき、フリッツは言った。

「そうそう。クラウス兄貴の知り合いだって人が来てるんすよ。その人に会わせようとも思ってたんすけど、再会が嬉うれしくて嬉しくて、今の今まで忘れてました。さーせん！」

「俺の知り合い？　旅の中で会った人間はもちろんいるけど……。誰だれだ？」

　クラウスは眉まゆ根ねに皺しわを寄せる。リンデもまた首を傾かしげていた。

　マナは気にせず、何か食べている。

「そうっす。女の人で、色々珍めずらしい武器を扱あつかってる商人っすよ。あ！　そうだ！　あの火砲を手配してくれた人っすよ……」

「いや、もうわかった」

　立ち上がると、クラウスは無言のまま人だかりのほうへと歩き出した。

　近づけばよく響ひびく声が聞こえてくる。

　おっとりとして、どこか柔やわらかさを覚える、そんな言葉と声だった。

　落ち着いてはいるが、その声はやけによく響く。

「はい、注目注目よー。お買い得よー」

　バンバンと台らしいものを叩たたく音がする。その声の印象と裏腹に俗ぞく過ぎる音と言葉だった。

「戦神を討うった虚幻の騎士、クラウス。彼が振るいしは炎の国ムスペルヘイムの名刀！　真なる炎に鍛きたえられ、神の鎧よろいをも断たち切る刃やいば！……なんと！　なんと！　ここにあるものこそが、それと同じ刀！　言わば兄弟！」

　人だかりの中心にいる人物がクラウスの目に入る。

　やけに長い黒くろ髪かみが印象的な女性だった。その黒髪は夜の闇よりもなお暗い。焚火の光の中でも、一いつ切さいの光こう沢たくが見えない。ただの黒髪とは違う、闇色の髪とでも言うべきものだった。

　細い銀の縁ふちの眼鏡をかけた顔には、声と同じ印象の柔らかな笑みが浮かぶ。穏おだやかな顔立ちをした彼女の黒い瞳ひとみは、優やさしく細められている。

　黒い髪とは対照的に彼女の肌はだは白い。死者や病人の青白い肌とは違う。夜中のうちに降り積もり、まだ踏ふみ荒あらされていない新雪の色に近い。どこか神秘性すら覚える、一切の混じり気を感じさせない白だった。

　闇の色をした黒髪が、純じゆん粋すいな白の肌に流れ落ちる。

　背は高く、ひょろ長いクラウスと比べても、遜そん色しよくない。

　彼女は肌をさらさない。白く分厚い外套をまとい、そこから覗のぞく手は手て袋ぶくろに覆われ、長いスカートの裾からわずかに覗く脚あしすらも分厚い布地に覆われていた。

　それでもなお、めりはりの効いた身体からだの線は隠かくれない。むしろ、服で覆われていることで、豊満な胸と、くびれた腰こし、丸みを帯びた身体つきが強調されているようにすら見える。

「わたしは黒妖精スズリ」

　柔らかな声で彼女は言った。

「かの最強の呪アわンれドしヴ黄ア金リ《雷らい槌ついミョルニル》を鍛えし黒妖精ブロックとシンドリの末まつ裔えい。そして、虚きよ幻げん騎き士しを知っている一人の女の子……え？　どんな関係って？　や、やだわ、もう……そんなの訊きかれたら、わたし、恥はずかしい……」

　心に染しみわたる神秘的ともいえる声で言いながら、その黒妖精の女性──スズリは一人で頰ほおを赤らめると、身をよじり、刀を握にぎったままの手をヒラヒラして照れる。

　恥ずかしげな彼女の背後にある馬車の荷台には武器らしいものが大量に載のっていた。

「え、えっとね。クラウスくんとはね。以前、色々あったの。そうね。言ってみれば、それはただならぬ関係。その日、二つの命が運命的に交差した……そう言ってもいいかも。きゃっ！　行きずりの関係って思われちゃったらどうしよ！」

　自分の前にある刀を何本も積んだ台を、手にした刀でバンバンと叩く。

「で、でもね。それって、つまり、わたしと皆みなさんの運命も、クラウスくんとわたしのように交差しているということ。だから、わたしが売っちゃうこの刀！　それを記念して、なんと今なら、フェルデン金貨二十枚でご奉ほう仕ししちゃいます！　あの日、わたしがクラウスくんにご奉仕したみたいに……。や、やだ！　違ちがうのよ。変な意味じゃなくて」

「そうだな。奉仕してもらったな。神の鎧であっさり折れたこの刀を、フェルデン金貨五枚で」

　腰に帯びていた刀を引き抜ぬき、クラウスは歩み出た。

　その刀身は途と中ちゆうで見事にへし折れている。辛かろうじて残る部分も刃は毀こぼれと罅ひびが目立っていた。

　彼の姿を見て、黒妖精の女性、スズリは目を瞬またたかせる。

「クラウス……くん？　まさか、そんな！　こんな運命が……運命のいたずらが！」

「『まさか、そんな！』じゃない。どう考えても、お前、俺に気づいてただろ。さっき、チラッと見て、目を逸そらしたし、そもそも、騒さわぎで気づいてるはずだ」

　クラウスは自分がさっきまでいた焚火のほうを指差す。

　それほど離はなれているわけではない。そもそも、こちらにいる戦士たちもフリッツたちの一団なのだ。

「俺との関係がどうとか言いながら、なんで俺の名前使って商売してるんだ。そんなに親密なら、まず俺のところに声をかけに来るものだろ」

「え……そんな」

　スズリはうつむくと、上うわ目め遣づかいにクラウスを見る。

「すぐに来ないと怒おこるなんて……。クラウスくん、独どく占せん欲よくすごいのね。キュンってさせられちゃう」

「ある意味で独どく占せんしたい。この刀のこととかで」

「わたしね。久しぶりに会うのがちょっと恥ずかしかったの。何を話せばいいかなって、そう思って……だから、刀を売ってただけなの。そうするしかない乙おと女め心ごころだったのよ！」

「よくわからない。あと、虚幻騎士ってなんだ？　誰か、俺を騎士にしてくれる王がいるのか？　領地を頂けて、一いつ緒しよに神々とやり合ってくれるなら、いくらでも仕えたいから、案内してくれてもいい」

　クラウスは険しい顔で言いつつ、折れた刀を突つき出す。

「で、お前が今、フェルデン金貨二十枚で売ろうとしている数打ちの刀の件だけど……」

「クラウスくん！　クラウスくんーっ!!」

　唐とう突とつにスズリがクラウスへ突とつ進しんする。そのまま有う無むを言わさずクラウスをギュッと抱だき締しめた。

「……っ!?」

　突とつ然ぜんのことにクラウスの手から折れた刀が転がり落ちた。

　スズリはクラウスの背中に手を回し、身体を密着させる。分厚い服越ごしであるにもかかわらず、クラウスは彼女の豊かな身体の柔らかさを感じた。

「クラウスくん……」

　囁ささやくような声が耳に染み、その吐と息いきがクラウスの首筋をくすぐる。

　ゾクリとするほど心地ここちよい感かん触しよくに、クラウスは思わず声を上げそうになった。

「会いたかったわ。クラウスくん。朝も、昼も、夜も……あなたのことを思わない日はなかったわ」

「くっ……」

　小さく吐息し、クラウスは歯を食い縛しばった。

「いい加減なことを！　お前、どう考えても商売第一だろ」

　そして、スズリを突き飛ばす。

「きゃっ」

　悲鳴を上げて後ずさった彼女は自分の胸を抱いだくようにして隠した。

　白い頰を朱しゆの色で染めたスズリは眼鏡の奥の黒い瞳で咎とがめるようにクラウスを見る。

「クラウスくん……そんな触さわり方しなくても」

「言いがかりはやめろ」

　言いつつも、突き飛ばした時に触ふれてしまった一ひと際きわ柔らかな感触はクラウスの手から消えない。

「そうだわ。みんなに紹しよう介かいしないと。もう知ってるかしら？」

　スズリはいいことを思いついたという顔で手を打つ。

「皆さん、この人がクラウスくん。わたしの大切な人。人と黒妖精の垣かき根ねを越こえて生まれた運命の……あ、違うの。そういうのを言いたかったんじゃないの」

　首を振ふると、改めてクラウスを指す。

「法と戦いくさの神テュールを討った神殺しの虚幻騎士。彼こそが、わたしたちの希望。ベルトールの子、クラウス！　大きな拍はく手しゆをしてあげて」

　スズリが煽あおるのに乗って、戦士たちが歓かん声せいと共に手を叩く。

「いや、さっき会った奴やつもいるし、今さらじゃないか。俺がフリッツに連れてこられたの、知ってるだろ、自称《銀狼騎士団》」

「そんなクラウスくんが使ったこの刀！」

　スズリはクラウスが取り落とした折れた刀を振り上げる。

「なんとなんと！　神と戦っても原形を止とどめてるの！　それも戦の神と打ち合ってなお、刀身が残っているこの刀！　いったいどんな強度なの!?　今なら、クラウスくんが来てくれたことを記念して……嗚呼ああ、わたし、金貨十五枚で売っちゃう！　売っちゃうわ！」

「いや、だから流れるように商売に……」

「クラウスくん……」

　売り物の刀を戦士たちに差し出し、金を受け取りながら、スズリはクラウスを流し見た。

　クラウスは言葉を止めた。

　眼鏡の下、光を吸い込むような黒い瞳がかすかに潤うるんでいる。細められた瞳と、綻ほころんだ頰は、本当に嬉しそうだった。

「本当に無事でよかったわ。行方ゆくえ不明になったって聞いて……わたし、胸が張り裂さけそうだったの」

　スズリの表情は本当に彼のことを心配してくれているようだった。

　何と言っていいものかと、クラウスは迷う。

「だが、商売の片手間に言うな」

　とりあえず、正直に言った。

　その時、唐突に大地が揺れ、強きよう烈れつな衝しよう撃げきが巻き起こった。

「……っ!?」

　声もなく人々が吹ふっ飛ぶ。

　クラウスも巻き込まれて地面を転がった。

　スズリを含ふくめた人々がことごとく倒たおれ伏ふした真っただ中にただ一人立つ者がいた。

　それはリンデを抱かかえた銀色の髪の少女、マナだった。口には骨を咥くわえている。

　彼女が立つ周りの地面は踏み砕くだかれ、罅割れ、抉えぐれていた。

「おい、黒妖精。商売はもういいか？　ちょっと話が長引いているようだったのでな」

　不ふ機き嫌げんさを隠そうともしない重々しい声で彼女は言った。

　赤い瞳が周囲を睥へい睨げいする。

　それだけで戦士たちの中に失神する者が出た。

　マナの腕うでの中でリンデがバタバタと暴れ、そこから逃のがれる。

　彼女は怯おびえた目でマナを見たあと、クラウスのもとへ駆かけ寄った。

　マナはそれを少し傷ついた顔で見て、直後、もう一度地面を踏み砕いた。

　再び大地が揺れ、廃はい墟きよと化した巨きよ人じんの住居の一部が崩くずれ落ちた。

　赤い瞳が凶きよう暴ぼうな輝かがやきと共にスズリを睨にらみつけると、黒妖精がビクッと震ふるえた。

「スズリといったか、黒妖精。アタシは魔ま狼ろうマーナガルムだ。そこのクラウスとかいう人間に少し力を貸してやって神をぶっ殺したり、もっと昔はちょっと月を喰くったりしたこともある。そんなアタシが貴様に話があるんだが」

　マナが牙きばを剝むき出す。

　その両の掌てのひらから銀の光があふれた。それは彼女の手の中で凝ぎよう縮しゆくし、ひとつの形を作り上げていく。

　現れたのは長大な曲刀だった。両手に一本ずつ、二本の曲刀を彼女は握りしめる。

　立ち並ぶ狼おおかみの牙に似た奇き怪かいな鋸のこぎり刃ばを持つ双そう剣けん《双そう牙がハティ》を、彼女は地面に突き立てる。牙の刃やいばが蠢うごめきガチガチと音を立てた。

「もう商売とかは必要ないな」

「終わりましたので、なんでもおっしゃってください」

　スズリは間かん髪はついれず膝ひざを突き、そのまま流れるように土下座した。

　戦士たちは潔いさぎよく武器を捨てた。

「スズリ……お前」

　クラウスは地に伏した黒妖精をなんともいえない顔で見下ろしていた。




　　　　◆　◆　◆




　雷らい鳴めいが空に鳴り響ひびく。

　その音を聞きながら、一人の少女が森の中を行く。

　肩かたあたりまで伸のばした金色の髪かみを揺ゆらし、暗い森の中を歩く彼女は武装していた。

　腰こしには剣を下げ、手には槍やりを握にぎる。さらには弓までを持った彼女は戦乙女だ。

　その名をユーディットという戦乙女は、凛り々りしい瞳ひとみで、森の木々の隙すき間まを注意深く見み据すえながら先へ進む。彼女が行く森は明らかに奇怪な場所だった。

　並ぶ木々は普ふ通つうのものよりもやけに太く高い。それらと比べるとユーディットの姿が小人のように見えてしまう。さらに木々の枝は奇き妙みように捻ねじれ、ぶら下がる果実は毒々しい色を帯び、醜しゆう悪あくに歪ゆがんだ代しろ物ものばかりだった。

　ユーディットが眉まゆ根ねに皺しわを寄せる。

　彼女が感じる森の臭においは心地いい緑の匂においではなく、腐くされた死し骸がいにも似た甘く苦い悪あく臭しゆうだった。

　いまだ雷鳴はやまない。空を覆おおう木々の葉のわずかな隙間から時折、稲いな妻ずまの輝きが森の闇やみを裂いて、地面へと届く。ふと、ユーディットが足を止めた。

　黄金の稲いな光びかりが森の中を照らす。だが、彼女の周囲だけは薄うす闇やみに覆われたままだった。

　何かが落とす影かげの中にいる。

　気づいた彼女は振り向いた。雷鳴が激しく響き渡わたる。

　ユーディットの背後に巨きよ大だいな男がいた。見上げんばかりのその巨きよ軀くはユーディットが縦に数人並んでも頭まで届かないほどだ。

　燃え盛る炎ほのおにも似た赤毛が薄闇に浮うかび上がる。いくつもの傷きず痕あとが残る屈くつ強きようとしか言いようがない顔には乱暴に手入れされたことがわかる赤い髭ひげが似合っていた。

　巨軀に相応ふさわしく逞たくましい筋肉が盛り上がった身体からだ、特に上半身はほとんど肌はだを露あらわにしている。両りよう腕うでに分厚い鋼鉄の籠こ手てを着け、腰に鉄の帯を巻いているが、それ以上はほとんど防具らしい防具を着けていない。

　そんな中でなお、腰から下げたやけに大きな鉄てつ槌ついが異様な存在感をかもし出していた。

　巨軀の男と対たい峙じしたユーディットは一いつ瞬しゆん、緊きん張ちようした表情を浮かべた。

　だが、それはすぐに消え去る。

「……捜さがしましたわ。トール様」

　緊張はため息いきに変わっていた。

「ふははは。すまんすまん」

　巨軀の男──トールは悪びれた様子もなく笑ってみせた。

「すぐ寄り道をしますし、わたくしに何も言わずにどこかに行ってしまいますし……何度目ですか」

「はははは。つい動いてしまうんだ。反省はしてるぜ」

　カケラも反省の色がない顔でトールは言う。

「だがよ。俺の役割ってのは、歯向かう巨人を殺すことだろ？　神に、人に仇あだ為なす者を討うつ……それこそが、俺の……神界最強の雷らい神じんトール様の仕事ってもんだろ」

「それはそうでございますけど……」

「だからまあ、助けを求めた人間の声に応こたえて、ちょっと霜の巨人ヨトウンの奴らをぶち殺してきたんだ」

　そう言ったトールの身体には真新しい傷があった。まだ塞ふさがっていない刀傷から血が滴したたるが彼は気にする様子もない。

「ついでに迷いこんでた人間どもを、この巨人の国ヨトウンヘイムから人界ミズガルズに届けてきた。完かん璧ぺきだろ」

「わたくしにそのことを一言だけでも伝えていただければ完璧だったと思いますわ」

　半ば呆あきれた顔でユーディットは言う。
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「そもそも、わたくしたちの旅は人界救済の旅ではありませんわ。こうして、あちこちで巨人と戦って、化け物を殺して、人を助けて、おいしい食べ物があると聞いて寄り道して……そんなことをしているから、本来の目的がまったく果たせていないという自覚はございますか？」

「自覚ならあるぜ」

　トールは親指を立ててみせた。

「自信満々におっしゃられましても」

「だってな、ユーディット。そりゃしかたないぜ。その本来の目的ってやつに、俺が全然乗り気じゃねえからな」

　トールは舌打ちし、肩をすくめた。

「俺は最初からオーディンなんぞの……クソ親父おやじ殿どのの命令に従う気なんぞないんだ」

　顔をしかめた彼は不快感を隠かくす気もない。

「……野や郎ろうを殺すことができていればなぁ」

　心の底から忌いま々いましげに、トールは呟つぶやく。

　その脳のう裏りをよぎるのは旅に出る前、神々の一柱、テュールが殺された少しあとのできごとだった。




　その広間には黄金が敷しき詰つめられていた。

　壁かべも床ゆかも全すべてが金の輝きで覆い尽つくされている。

　その真ん中で、トールは握りしめた鉄槌を振ふり下ろしていた。

　巨大な打だ撃げき部位を備えた鋼鉄の塊かたまりが黄金の床に突つき刺ささっている。その一いち撃げきに床は砕け、抉れ、生じた亀き裂れつは壁にまで到とう達たつしていた。

　天てん井じようがバラバラと崩れる。

　だが、そんな破は壊かいの中で、トールの眼前に座す老人は微び動どうだにしていなかった。

　高座に座した老人は、表情ひとつ変えず、その隻せき眼がんでトールを見据える。

「オーディン。てめえ……」

　トールがうめいた。

「あまり呼び捨てにするな。気を悪くするぞ。息子むすこよ」

　不快感などカケラも見せず、老人──隻眼の主神オーディンは言った。

「お前にわしを殺すことはできんよ。知っているだろう？」

「黙だまれよ」

　トールは露ろ骨こつに顔をしかめる。彼の周囲に黄金の稲光が走り、砕けた床を打つ。

「殺されないのはわしだけではない。お前もだよ。トール」

「黙れっつってんだよ。親父殿」

　舌打ちし、トールは戦せん槌ついを引き抜ぬく。砕くだけた床をさらに踏ふみ壊こわしながら、高座から離はなれる。

　燃えるような眼光がオーディンに叩たたきつけられるが、やはり隻眼の神は動じない。

「月喰くらいの魔ま狼ろうを殺す。それでいいんだろうが」

　戦槌を手にしたまま、トールはオーディンに背を向ける。

「まあいい。命令を聞いてやる。月喰らいの魔狼と戦える。それに、あの人間の娘むすめがいるなら……そいつは俺と魔狼に本当の殺し合いをさせられるはずだ」

「オーディン様！」

　その時、広間のドアを開け放ち、戦乙女たちが飛び込んで来た。

「これは……」

　彼女たちはトールの戦槌が破壊し尽くした広間の惨さん状じように絶句する。

「おお。ちょうどいい」

　オーディンが傍かたわらの槍を手にして、その穂ほ先さきで戦乙女の一人を指した。

　それは金色の髪の戦乙女だった。

「ユーディット。トールを案内してやってくれ。場所は全フてリをズ見ス通キすヤ高ル座ヴでだいたいわかる」

「わたくしが……ですか？」

「そうだよ。お前が仕損じ、テュールが敗れた連中のもとへだ」

　変わらぬ口調で、オーディンは命じた。




「トール様！」

　ユーディットが上げた声に、トールは眼前に立つ影に気づく。

　それは巨軀を持つトールをも凌りよう駕がする小山のような巨きよ人じんだった。

　醜悪な森の木々よりも高くそびえる巨きよ体たいが彼を見下ろしている。薙なぎ倒たおされた木々が悲鳴のような音を上げて崩くずれていく。

　黄色く濁にごった乱らん杭ぐい歯ばを剝むき出し、巨人は手にした岩の塊を棍こん棒ぼうのように振り上げていた。

「なんだおま……」

　暗い森に鈍にぶい音が響いた。

　巨人が叩き込んだ棍棒はトールの頭をまともに打ち据すえていた。

「こいつ……っ!!」

　ユーディットが距きよ離りを離そうと、後ろに飛び退のきながら弓を引き絞しぼる。その背中から翼つばさが伸のびた。だが、それをトールの手が制した。

　自分の体たい軀くをも上回る岩がん塊かいで殴なぐりつけられながらも、彼は微み塵じんもたじろいでいない。

　白い歯を剝いて不敵に、そして、楽しげに笑っていた。

「お前、さっき、俺が叩き潰つぶした巨人の仲間か」

　トールを殴りつけた岩塊に罅ひびが入り、砕けていく。

　巨人がうめきを上げた。

　岩の棍棒が崩れ落ち、隠れていたトールの顔が露わになる。その一撃を受けた額から血が滴り、鼻筋を流れていく。しかし、それだけだった。

　とっさに逃のがれようとする巨人だが、トールの動きのほうが速かった。

　握にぎりしめた拳こぶしがちょうど目の前にあった巨人の太ももを打つ。

　ゴキンッ！　と嫌いやな音が鳴り、巨人の脚あしがあっけなく折れ、曲がってはいけない方向へと捻ねじれた。

　巨人が崩れ落ちてくるところに、トールは逆の拳を叩き込んだ。

　トールを軽く上回る巨体が吹ふき飛ぶ。

　それは森の木々を次々とへし折り、地面を抉えぐりながら、何度も何度も転がってようやく動きを止めた。そのあとに遅おくれて木々が倒とう壊かいしていく。

「よっしゃ！　今のは挨あい拶さつだ！　さあ、始めようぜ。貴様は仲間の仇かたきを討て。俺はお前らに殺された人間どもの代わりに貴様を……」

　トールは言葉を止めた。

　倒れた木々の向こう、仰あお向むけに倒れた巨人はもはやピクリとも動かない。明らかに死んでいた。

　トールは額から滴る血を拭ぬぐい、汚よごれた鉄の籠こ手てをマジマジと見る。

「おい。ユーディット。今のは俺が注意散さん漫まんだったせいで、完全な不意打ちだったよな」

「えっと……はい。できれば注意していただきたいのですが……」

「それでなんで、俺を殺せねえんだ。いや、殺せはしないかもしれん。だが、それでも、もうちょっと傷つけることはできるだろうが。たるんでるのか？　霜の巨人ヨトウンどもは」

　トールは広い肩かたをすくめた。

　そして、木々が打ち倒されて広がった空を見上げた。雷らい鳴めいが鳴りやまない夜空には星すら見えない。

「月喰らいの魔狼は、俺を殺してくれるんだろうな？　いや、楽しませるぐらいはしてくれるのか？」

　呟き、もはや巨人の死し骸がいを顧かえりみることもなく、雷神は歩き出す。
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　かつて巨人たちが住んでいた場所の名残なごり。それを浮うかび上がらせる焚たき火びに、四人の男女が照らし出される。

　クラウスとリンデが寄り添そって座り、マナは石いし壁かべにもたれかかって興味なさそうな顔で焚火を眺ながめている。そして、クラウスから少し離れた場所に、スズリが座っていた。

　闇やみを照らす赤々とした炎ほのおの中でなお彼女の黒くろ髪かみはほんのわずかも輝かがやきはしない。

　眼鏡の奥の穏おだやかな瞳ひとみが優やさしくクラウスを見つめていた。その色もまた髪と同じ輝きを持たない黒だ。

「よかったわ。本当に再会することができて」

　服の上からでもわかる豊かな胸の前で両手を重ねて、彼女は幸せそうに言う。

「こうして、クラウスくんの名前を勝手に使って商売をしていたら、きっと見つけてくれると思っていたの。だから、あえて名前を使っていたの」

　言いながら、スズリはさりげなくというには堂々とクラウスに近づき、そっと身を預けようとする。

「嬉うれしい話だけど、商売にする必要はないな」

　言いながら、クラウスは露骨に身を離す。

　それを残念そうに見送り、スズリは自分の唇くちびるに指先を当てて、小首を傾かしげた。

「そうなの？　だけど、黒妖精ドヴエルグも食べていかなくちゃいけないもの。クラウスくんを探しながら、お金を儲もうける方法があるなら……わたし、やるしかないわ」

「……お前の言っていることはどこまでが本音かわからなくて、正直、困こん惑わくする。とりあえず、俺の名前を使うなら、分け前を要求したい」

「だいたい全部本気よ？　クラウスくんと会いたかったということは、さらに本気。ただ名前を使ったわけで、分け前は出さないというのはさらにさらに本気」

　スズリがさらに距離を詰める。リンデが隣となりに座っているため、クラウスはそれ以上逃れることができない。スズリがピタリと身を寄せ、その白く長い指先をクラウスの手に這はわせる。クラウスは困惑を隠せない。それを見ていたマナは眉み間けんに寄った皺しわを揉もむ。

「……おい、人間ども。この黒妖精はずっとこうなのか。もしかして、黒妖精ってどいつもこいつもこうなのか？」

　尋たずねられたリンデはクラウスにくっついたスズリを苦い顔で見ながら、頷うなずいた。

「ただし、他ほかの黒妖精と会ったことはない。種族全すべてへの偏へん見けんは一応やめておこう」

　言いながら、クラウスは彼に触ふれる手を払はらおうとするが、スズリはそれを巧たくみによけてみせる。リンデがももをバシバシと叩く。逆側ではスズリが指を絡からめてくる。

「……ともかくだ」

　とりあえず、スズリの手を乱暴に払おうとしてよけられながら、クラウスは言葉を続ける。

「さっき説明したとおりだ。スズリ。お前には俺の義ぎ腕わんを作ってほしい。わかるなら、マナの封ふう印いんの解除法も調べてほしい。黒妖精は呪アわンれドしヴ黄ア金リを作ることができるはずだ。それに、魔ま法ほうの薬の類たぐいも作ることができると聞く」

「クラウスくんがわたしを頼たよってる……。やっぱり、わたしからは逃れられないのね」

「商売だけの関係だ」

「すごいな。最悪の台詞せりふだ」

　マナは半ば感心した顔で言った。

「強がっちゃって。そんなところもかわいいわ」

　言いつつ、スズリはクラウスから渡わたされていた包みを開く。

　炎の中に照らし出されたのは、半ばで切断された鋼鉄の腕。そして、真ん中から折れた一本の刃やいばだった。斬きられた腕にも、折れた刃にも、どちらも砕かれた部分には獣けものに嚙かみ砕かれたかのように、乱雑な歯型のようなものが残る。

「戦神テュールの義腕。それに、義腕に仕込まれていた《魔ま剣けんグラム》。どちらも黒妖精によって作り上げられた呪われし黄金のはずだ」

　クラウスの言葉にスズリは頷く。彼女は鉄の腕と折れた剣けんをじっと見つめていた。スズリの顔から柔にゆう和わな笑えみは消えている。眼鏡の奥の瞳は真しん剣けんそのものだった。

「場合によっては、それを修理する形でも構わない。義腕が欲しい」

　クラウスは中身のない外がい套とうの右袖そでに触れる。

　スズリは応こたえず、義腕と魔剣を実際に手に取り、様々な角度から見る。

「なるほどね」

　しばらくして、彼女は言った。

「どちらも呪われし黄金としては二級のものだわ」

　どこか冷えた雰ふん囲い気きを感じさせる声で彼女は言った。

「二級か……。それにしては、マナの牙きばを叩き折ったり、火か砲ほうをぶっ放したりしてたのだけど」

「最強の呪われし黄金。わたしの祖先が作った《雷らい槌ついミョルニル》のようなものと比べれば二級。そういう意味よ。今のわたしたちの技術では、この程度のものも作り出すことはできないわ」

　悔くやしげに、重々しく吐と息いきして、スズリは《魔剣グラム》の刀身を指先で撫なでた。

「この《魔剣グラム》は言ってみれば第二世代の呪われし黄金。義腕も第二世代のものをもとにして、現在の技術で再構築されたものね」

「何故なぜ、今のお前たちじゃ作ることができないんだ？」

「わたしたちが過去の技術を失っているからよ」

　スズリはそう言うと、眼鏡を押し上げた。

「《魔剣グラム》……。聞いていたよりもずっと醜しゆう悪あくな魔剣ね」

　彼女は表情を曇くもらせる。

「どういうことだ？」

「この魔剣には強きよう靱じんさと斬ざん撃げき力を増す魔法が込められているわ。それは相当のものよ。鉄さえも易やす々やすと斬り砕くだくことができるはずだわ」

「アタシの牙はそいつを打ち砕いたがな」

「俺が腕を捧ささげてやる前は、打ち砕かれていたな」

　マナが睨にらみつけたが、クラウスは素知らぬ顔をする。

「だけど、この魔剣には同時に呪じゆ詛そが込められている。それはこの魔剣をいずれ折るための呪のろい」

「……折れたのはその呪いのせいだということか？　マナの力ではなく。マナの力なんて関係なく。マナなんてどうでもよくて」

「三度言うな。そんなはずはない。打ち合ったアタシには、そいつの力がわかる」

「そうね。正面から魔剣を折ったなら、それはマナ様の力。この剣に込められた呪いは、剣を鍛きたえた者か、あるいは、折るための呪じゆ文もんを知る者によって、自在に折ることができる……そんな悪あく趣しゆ味みな呪いよ」

「折るための呪い……」

　クラウスは訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。

「テュールは《魔剣グラム》を主神……オーディンから授さずかったと言っていた。何故、そんな呪いのかけられたものを贈おくられた？　オーディンはそれを知っていたのか？」

「テュールが逆らえばへし折るつもりだったか？　だとしたら、神々奴らの長おさは、とんでもない臆おく病びよう者だな」

　マナが鼻で笑う。クラウスはリンデを見る。彼女はきょとんとした顔をしていたが、クラウスの脳のう裏りには、テュールと対たい峙じした時、彼女が預言として語った言葉が蘇よみがえる。

　リンデはテュールを『オーディンに王の座を追われた神』と言った。

「人間の世界なら、よくある話だが……。いや、今はそれはいい。答えも出ない」

　クラウスは首を振ふる。

「それよりもだ。結局、俺の義腕はどうなんだ？　作れそうなのか？」

「無理ね」

　スズリはきっぱりと言った。

「ただ、それはあくまでこれと同じものは無理ってことよ。黒妖精の工こう房ぼうがあれば、クラウスくんが言っていたみたいに、この義腕と魔剣を流用して新しい義腕を作ることなら十分にできるわ。義腕だけなら、今の技術でも作ることはできるのだけどね」

「不良品をつかませてくるような奴でも、さすがは黒妖精。それならさっそく……」

「今、言ったでしょ」

　クラウスの言葉を遮さえぎり、スズリがニコリと笑った。

「工房がないとダメだって」

　そう言うと、彼女は立ち上がり、歩き出す。

　不ふ審しんそうに互たがいに顔を見合わせつつも、クラウスたちもまたその後に続いた。

　焚火から離はなれた闇の中、スズリの前に見上げるほどの大きな岩がある。

　彼女は手て袋ぶくろを取ると、それに触れた。白過ぎる指先が慈いつくしむかのように、岩の上を這っていく。小さく頷き、スズリはその手を止めた。

　彼女はもう一方の手を同じ個か所しよに当てる。そして、おもむろに、両手を横へ開いた。

「な……」

　クラウスは声を上げていた。リンデは声なき声を漏もらし、マナも眉を動かす。

　スズリの動きに合わせるかのように、大岩が左右に開かれた。それはまるで両開きの扉とびらを開くかのような行こう為いだったが、岩には裂さけ目などは存在しないはずだった。

「驚おどろいた？　クラウスくん」

　振り向いたスズリが悪戯いたずらっぽく言う。

「見せたのは初めてだっけ？　これが黒妖精の持つ力。わたしたちはもともと最初の黒妖精に土や岩から生み出された存在。だから、こうして土や岩に力を貸してもらうことができるのよ」

　彼女が手をかざせば、割れた岩の奥に地下へ向かうようにぽっかりと暗い穴が開いていく。

「その代わり、太陽の光にまともに当たると、石になってしまうのだけど」

　スズリは肌はだ全てを覆おおい隠かくす服をつまんで見せた。

「そんな危険の中、わたしはクラウスくんに会いたい一心で地上を歩むの。わたしがどこまで本気か、わかってもらえた？　わたしのこと、どう思う？」

「その岩とか土を開くような力があれば、太陽の光からもけっこう簡単に逃にげられるんじゃないのか？」

「どこでも開けるわけじゃないのよ？」

「お前ならあらかじめ開ける場所を調べてから動いてそうだ」

「さあ、一いつ緒しよに行きましょう。地下世界へ」

「図星だったのか」

　答えることなく、スズリは自ら開いた闇やみの向こうへと足を踏ふみ出した。

　クラウスはリンデやマナと顔を見合わせる。

「行くしかないか」

　肩かたをすくめると帽ぼう子しを直し、リンデの手を引いて、クラウスもまたスズリに続いた。




　　　　◆　◆　◆




　そこは土と岩の中だった。

　スズリが歩けば、その眼前にある土や岩は自ら道を譲ゆずるかのように広がり、人が通ることができる通路を作り出していく。

　ランプの灯あかりの中に浮うかび上がるそれをクラウスは物もの珍めずらしげに眺ながめる。

　リンデもキョロキョロと周囲を見回していた。

　道はゆるやかな弧こを描えがきながら、地下へ地下へと続いていく。

　途と中ちゆうで数度の休息と簡単な食事までを挟はさみ、既すでにずいぶんと長い時間、クラウスたちは歩いていた。

「お姉ちゃん。疲つかれてない？」

　左手で繫つながったリンデを振り返る。彼女はクラウスの手を強く握にぎり、頷いてみせた。

「『大だい丈じよう夫ぶよ。お姉ちゃんのことは気にしないで。だって、クラウスがいてくれるんだもん』その健けな気げさ。可か憐れんだよ」

　言いつつ、クラウスは後ろの様子を窺うかがう。

　薄うす闇やみの中に、クラウスの声真似まねに嫌いやな顔をしたマナがいた。だが、続いてくる者はそれだけではなかった。フリッツを始めとした自じ称しよう《銀ぎん狼ろう騎き士し団》の戦士たちがマナの後ろにぞろぞろと並んでいる。全員ではないが、半数以上の戦士たち、若い者や、死の国ヘルヘイムを脱だつ出しゆつした死者など二十名ほどがそこにいる。スズリと共に地下世界への道へ足を踏み入れてすぐ、興きよう味み津しん々しんで追いかけてきて、そのままついてきているのだ。

「……お前ら、本当に来るつもりか」

「一生ついていくって言ったっすよ」

　フリッツは親指を立てる。

「……でも、これ、どこにいくんすか？　ちょっと怖こわくなってきたんすけど」

「本当になんとなくだったんだな」

　呆あきれた顔で言う。その時、クラウスはランプとは別の光が前方から差し込んでくるのに気づいた。彼らが行く先、スズリが開いた岩の向こうから淡あわい光が入り込んでくる。それは開かれる岩の道が広がるほどに強くなっていく。

「出口よ」

　そう言って、スズリは外へと歩み出た。クラウスたちもまた彼女の後へ続く。

「これは……」

　クラウスが目を見張り、マナが驚きの息を漏らす。フリッツたちは言葉もない。

　クラウスたちが出た場所は崖がけの上だった。最後の一人が出たあと、背後にあった岩がん壁ぺきに穿うがたれていた通路がゆっくりと閉じていく。だが、誰だれもそれを振り返ってはいなかった。

　地下に下りてきたはずのクラウスたちの前に広大な世界が広がっていた。それはもうひとつの天地といえるものだった。地の果てにこそ、岩壁がそびえているものの、一国どころでは収まらない空間があった。地平の岩壁を幾いく本も這はいずる太く長い根は、地下へと張り巡めぐらされた世界樹ユグドラシルの根に間ま違ちがいない。

　崖のはるか向こうには緑の木々が生おい茂しげり、澄すんだ川が流れていく。平野には畑が広がり、家か畜ちくの群れも見えた。空は岩がん盤ばんで覆われているが暗くはない。

　岩の空も、地平の壁かべも、大地そのもののところどころが柔やわらかな輝かがやきを帯びていた。それらが地上の夕暮れよりも明るい光で世界それ自体を照らし出している。

「この光は……岩が光ってるのか」

「それ以外にも光る植物なんかもあるわ。もともとあったものに加えて、わたしたちの祖先が増やしたものらしいわ」

　スズリはクラウスたちのほうへ身を向けた。

「ようこそ。ここが地下世界、黒の妖よう精せい界スヴァルトアルフヘイム」

　彼女の言葉にリンデが目を細める。

　淡い光のもとに広がる地下世界は地上よりも豊かで美しくも見えると、クラウスは思う。

　うっすらとかかる霧きりもまたどこか神秘的な雰ふん囲い気きをかもし出していた。

　地上よりも淡いが優やさしい光に満ちた完成されたひとつの世界がそこにある。

　リンデがクラウスの袖そでを引く。

　彼女が見ている方向に目をやれば、崖の下、森を望む平野に街があった。

「これもまたすごいな」

　クラウスは思わず言った。その街は地上のものとは別物だった。

　並ぶ建物の全すべてが大地に根差していた。つまりは、巨きよ大だいなひとつの岩から削けずり出されている。それが見てわかった。

　ただの住宅のはずの建物ひとつひとつに細さい緻ちな彫ちよう刻こくが刻まれ、整備された街並みのあちこちには地上で言えば城にも匹ひつ敵てきする大きな建物がそびえている。

　それらの煙えん突とつから立ち上る煙けむりが霧と混じり合い、自ら煌きらめく岩壁に沿って漂ただよう光景もまた他ほかでは見られないものだった。

「地下世界は広いわ。神界アースガルズと人界ミズガルズ、炎の国ムスペルヘイム、氷の国ニヴルヘイム……空にある妖精界アルフヘイムを除けば、ほぼ全ての世界の下には大小の空くう洞どうがある。ここはそのひとつ、氷の国の地下に広がる南方区、あるいは霧の工房街と呼ばれる場所」

　スズリは眼下の街を指差す。彼女の指した先、いくつもの大きな建物が並ぶ街の中心にはよりいっそう巨大な、地上で言えば城じよう塞さいにも似た建築物がふたつ並んでいた。それらはほぼ同じ形をしている。

「あれはブロック大だい工こう房ぼう。それに、シンドリ大工房。その名前は、かつて《雷らい槌ついミョルニル》を始めとした呪われし黄金を鍛きたえた黒妖精の名前からつけられているわ」

　そう言うと、スズリは崖沿いに築かれた石段に足を踏み出した。それは眼下の道へと続き、その先には二つの大工房がある街へと到いたる。クラウスたちもまたスズリのあとを追う。

「わたしたち黒妖精だけが魔ま法ほうの道具を……呪われし黄金を作ることができる」

　軽かろやかに石段を踏み、崖を下りながら、スズリは口を開く。

「魔法とは意思と代だい償しようの力」

「強い願いとそれをかなえるための代償によって成り立つ力か」

　かつて神々の長おさ、オーディンは自らを生いけ贄にえにして、願いを叶かなえたと、クラウスは聞いたことがあった。それもまた魔法のひとつの形だ。

「土や石を操あやつるこの力で、わたしたちは意思と代償の力、魔法を金属や宝石に閉じ込めることができるわ。そうすることで、神々にも作ることができない魔法を込めた道具を作り出すことができるの」

　スズリの表情が陰かげる。

「神ラ々グのナ黄ロ昏クの戦いくさのあと、神々はわたしたちを管理下においたわ。この地下世界を。神々はわたしたちが作り出す呪われし黄金を、わたしたちの存在を恐おそれてる。それなのに、地下世界を治めるドゥリン王家はあいつらに従ったのよ」

　スズリの足音が高く響ひびく。

「平和と引き換かえにわたしたちは、神々が認めた道具しか作ることができなくなったわ。わたしたちの鍛冶かじの技術は全部、実地でしか伝えることができないのに。こうして、技術は伝えられることなく廃すたれていった。だから、今の黒妖精は昔の黒妖精に劣おとるのよ。古い技術はどんどん忘れ去られていってるの」

　スズリは不快感を露あらわに鼻を鳴らす。

「情けないわ……！　本当に情けない！　何がドゥリン王家よ。黒妖精の祖の一族よ。探究心を忘れた臆おく病びよう者の一族じゃないの。あいつら死ねばいいのに！」

「お前……」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔のスズリを見て、クラウスは思わず言った。

　スズリが足を止めて振ふり返る。

「なんちゃって。えへ」

　一転、彼女は悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむと、ペロッと舌まで出して見せる。

　クラウスはそれを半目でじっと見み据すえる。

「俺は知らなかったみたいだけど……。お前、かなり溜ため込んでるものがあるんだな」

「ス、スズリさんにだって、心に抱かかえるものはあるのよ」

　不服そうに言うと、スズリは岩盤に覆われ、柔らかな光を宿す天てん井じようを見上げる。

「そう……誰にだってあるの。誰にだって。誰もが何かに心を痛めてる。こんな世界じゃ……」

「それっぽく、イイ話みたいに言っても、さっきのお前を忘れることはできないからな」

「それでね。クラウスくん」

「清すが々すがしいほど、無視したな」

「あの工房ね。もともとわたしたち一族のものだったのだけど、今は王室派のものなの」

「王室派？」

「そう。ドゥリン王家に従うのが王室派。わたしは、王室派みたいな未来を捨てて過去にしがみつく連中と違ちがって、今のこの状じよう況きようをよしとしない先せん鋭えい的で誇ほこり高い黒妖精の一派、いわゆる黄金派に所属しているの」

「おい、人間。気づいているか。だんだん話がキナ臭くさくなってきてるぞ。そいつ、本当に大丈夫か？」

　マナが口を挟む。

「俺もスズリがここまでとは思っていなくて、ちょっと困こん惑わくしてる。もしかすると、もう手て遅おくれかもしれない」

「嫌だわ、クラウスくん。スズリさんは普ふ通つうの黒妖精。おかしいのは王室派なんだから」

　フフフと声を出して笑う。

「黄金派というのは、もちろん呪われし黄金からきている名前よ。クラウスくんは、呪われし黄金の名の由来、知ってたかしら？」

「黒妖精の名前だとは思っていたけど」

「さすがはクラウスくん！　スズリさん、感心しちゃうわ。そのとおりよ。かつて神々に不当な迫はく害がいを受けた黒妖精アンドヴァリ。彼は奪うばわれる黄金に呪のろいをかけ、多くの災わざわいを引き起こした……以来、黒妖精の作る災いすら引き起こす魔法の道具を、呪われし黄金と呼ぶようになったの。って、わたしのお祖父じいさんが言ってたわ」

「また聞きか」

「だけど、わたしはそれゆえに、呪われし黄金こそが、神々への抵てい抗こうの証あかしだって思ってるの。だって、昔は黒妖精が神々を捕ほ縛ばくすることもあったし、対等に交こう渉しようだってしていたのだもの」

　興奮を隠かくそうともせず、スズリは続ける。

「かつて神々と黒妖精は対等だった。だけど、それはわたしたちが高度な魔法の道具を作ることができたから。それを忘れてはいけないの」

「俺はそういうのどうでもいいな」

　クラウスは露ろ骨こつに顔をしかめていた。

「お前……色々回りくどく言ってたけどな。それも虚きよ幻げんの手法のひとつだからわかる。話題をあちこちに逸そらせて、それっぽく盛って、装そう飾しよくすることで、無む茶ちやな目的を隠して、誤ご魔ま化かして、正当化しようとしてるな」

　クラウスは帽ぼう子しを押し上げる。

「お前はつまり、俺たちに何をさせたい」

　クラウスが言うと、スズリは一いつ瞬しゆん、眼鏡の奥の目を丸くした。

　それからいつもの表情を取り戻もどすと、クスリと笑う。

「わたし、クラウスくんのそういうところが好き……。あ、勘かん違ちがいしちゃダメよ。ち、違うのよ……」

「頰ほおを赤らめている暇ひまがあれば、話の続きだ」

「女の子に対して、冷れい酷こくね。そういうところもステキ……」

　スズリは小さく咳せき払ばらいした。

「つまりはね。クラウスくんのことが大好きなスズリさんは、依い頼らいされた義ぎ腕わんを二つ返事で作っちゃうわ。マナ様の封ふう印いんのことを調べるのもやぶさかじゃないわ。だけど、そのためには工房の設備が必要なの……」

「一応、確かく認にんするが、お前が王室派のものになってるって言ってたあの工房以外に、お前の工房はあるのか？」

「わたしの工房はブロックとシンドリの昔から、あの工房だけ。今はこの霧の工房街を治めている王室派に奪われてるけど」

　スズリは豊かな胸に手を当てると、寂さびしげな表情を浮うかべる。

「工房もなく、王室派の手を逃のがれて地上を流離さすらう身……。だけど、後こう悔かいはしていないわ。地上に出ていたからこそ、クラウスくんに会えたのだもの」

「そういうのはいいから」

「冷たい!?　クラウスくん、冷たい！」

「つまりは、工房を取り戻さなければ、仕事なんてできないって言いたいんだな」

「えへへ」

「つまりは、マナに戦えってことか……」

「息をするように、アタシがやることに決めるな」

「実はもう準備の八割は整っているの」

「おい、人間。こいつ、徹てつ頭とう徹てつ尾び計算ずくだぞ。お前よりタチが悪いぞ」

　マナは呆あきれた顔で言った。

「もともと、この霧の工房街はブロックとシンドリのような、伝説的な呪われし黄金を作った黒妖精に憧あこがれる者たちが集まる場所。だから、みんな心には熱いものを秘ひめているし、ブロックとシンドリの末まつ裔えいで、大工房の工房長のはずなのに追い出されたわたしに同情的なの。とてもイイ人たちだわ……」

「お前にとって都合のイイ人たちだな」

「太陽に怯おびえながら地上を旅していたのも、王室派の連中から身を隠すため。工房を取り戻すことを諦あきらめたくない、その一心だったわ。そんなわたしの耳に飛び込んで来たのが、神の一柱が倒たおされたという話……。もう何をしてもムダなのかもしれない。そう思い始めて、消えかけていた心にまた火を灯ともしてくれた」

　歩く速度を落とし、クラウスに並ぶ。

「クラウスくんはわたしの希望よ」

　眼鏡の奥の瞳ひとみを細めて、彼女は言った。

「だからね！　スズリさん、すぐに霧きりの工房街に潜ひそませている黄金派でわたしの家と繫つながりがある人たちに連れん絡らくをとって、神が討うたれたという話を広めたの。もともと、王室派嫌ぎらいの住人ばっかりだから今、領主への反はん抗こうで盛り上がっているわ。クラウスくんのおかげよ！　あ、領主というのは、ブロック、シンドリ大工房の工房長が就つく形なのだけど」

「言っておくけど、俺は何もしてないから。俺は関係ないから」

「あとはあの大工房を取り戻せば、霧の工房街自体がわたしたち黄金派の手に落ちるわ。そうなれば黄金派復権の嚆こう矢しとなること間ま違ちがいなし。夢が……夢が膨ふくらむわ！　クラウスくん！」

「すごいな。人のことを利用しようなんて、最低の女だな」

　クラウスはしみじみ言った。

「……人間。貴様がそれを言うのか？」

「利用だなんて、クラウスくん、ひどい！」

　スズリが声を上げた。

「誰だれかに従うことをよしとしない黒妖精が、隷れい属ぞくを余よ儀ぎなくされる……。その絶望をわたしは知っているわ。だからこそ、みんなに希望を与あたえたいの！　スズリさんも欲しい！」

　彼女は手て袋ぶくろをつけた手を握にぎりしめる。

「希望……そして、呪われし黄金への熱情！　それがなければわたしたちが生きていく価値なんてないのよ！　生きていく意味もないの！　王室派死ねばいいのに！」

「お前怖こわいな」

　怯えた顔のリンデの頭を撫なでつつ、クラウスは少し離はなれた。

　スズリは素知らぬ顔でまた距きよ離りを詰つめる。

「まあ、ともかく……。残念だけど、今の俺にはお前に力を貸す以外に選せん択たく肢しはないか」

　クラウスがマナのほうを見れば、彼女は勝手にしろとでもいうように肩かたをすくめる。

「本心では巻き込まれたくなんてないが、俺は……」

　クラウスが言おうとしたのを遮さえぎって、横に並んでいたスズリが彼の耳元に唇くちびるを近づけ、囁ささやいた。

「お前……」

「ダ、ダメかな……」

　モジモジと恥はじらうスズリをクラウスは心底嫌いやな顔で見た。

「かわいらしく言っても、無茶を言ってることは変わりないんだが。その自覚があって小声で言ったな？」

「つまり、それでも引き受けてくれるのね！　ありがとう、クラウスくん！」

　スズリが浮かべた輝かがやくような笑え顔がおに、クラウスは表情を全力で曇くもらせた。
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「工房長！　一大事だ！」

　寝しん室しつに響ひびいた突とつ然ぜんの声に、ブロック大だい工こう房ぼうの工房長はその大おお柄がらな身体からだを寝しん台だいの上で起こした。

「なんだ？　なんの騒さわぎだ」

　目を擦こすり、寝台の脇わきに置いていた水差しからそそいだ水を飲みながら、工房長は部屋に飛び込んで来た男に目をやる。

　息を切らしているのは、武装した壮そう年ねんの黒妖精ドヴエルグだった。淡あわく輝く魔法文字ルーンが刻まれた鎧よろいをまとい、同じく魔法文字の光る剣けんを腰こしに下げた彼は南方区駐ちゆう屯とん騎き士し団の団長だ。黒妖精特有の黒い髪かみが燐りん光こうを煌きらめかせる鎧の上に流れる。

「お前ね……。いくら王室直属の駐屯騎士でも、わしはこの南方区の領主でもあるんだよ。もうちょっとわきまえても」

「街が襲しゆう撃げきされている」

「なんと!?」

　声を上げ、工房長の大柄な身体が寝台から転げ落ちた。

　目を瞬またたかせた彼は立ち上がろうともがくが、うまくできない。

「バカな……。いや、不ふ穏おんな動きは察知していたが……。スズリだな！　あの小こ娘むすめが！　殺さずにいておいたら、図に乗りおって！　これを理由にスズリを捕とらえて、首を落としてやる。反乱が理由なら、黄金派の連中も動けまい。あの娘は自ら墓ぼ穴けつを掘ほったわけだ！」

「確かに……攻こう撃げき自体はスズリに近い黄金派のものに間違いない。少なくとも、連中が手引きしている。だが、実際の攻撃に参加しているのは、人間どもだ」

「……っ!?　あの小娘、よりにもよって、人間などを引き込んだのか！」

　思わず咳せき込み、頰を紅潮させながら、工房長はようやく立ち上がる。

　水差しから直接水をあおると、硝子ガラスのはまった窓から外を見た。地下に広がる街からは剣けん戟げき、破は壊かいの音、人々が上げる声が聞こえてくる。

「わしの街を……！　いや、しかしだ！　人間如ごときは呪アわンれドしヴ黄ア金リで武装した黒妖精の敵ではないだろ。駐屯騎士が出るまでもあるまいよ。人間の武器など、切り結べば一方的に破壊されるのがオチだ」

「そのはずが……兵の詰つめ所が次々と破壊されている。むしろ、一方的にやられているのはこちらだ」

「な……!?　奴やつら、何を持ち出したのだ!?　そんな呪われし黄金、人間如きが持っているはず……」

　工房長は首を横に振り、怒いかりに赤くなった顔で団長に詰め寄った。

「団長。駐屯騎士を送り込め。あれも使っていい。人間如きが相手なら十分だろ」

「もう手配してある。見ているといい」

　また街のどこかで破壊音が響いた。
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「どうした？　口ほどにもないな！　自じ慢まんの呪われし黄金という奴はその程度か！」

　嘲あざけりの声を上げて、銀の髪をなびかせながら、マナは吼ほえた。

　武装した黒妖精が逃にげ惑まどうのを追いもせず、マナは崩くずれ落ちた建物の上に立つ。

「ま、魔ま狼ろう……！　月喰くらいの魔狼！」「テュールを殺した神殺しのマーナガルム！」

　辛かろうじて踏ふみとどまった兵の声にも怯えが混じる。

　震ふるえる手で武器を構えた彼らを、マナは平然と見下ろす。

「人間め。アタシを気軽に使うなよ」

　不ふ機き嫌げんさを露あらわにした彼女が足元の建物を踏み砕くだく。

「くそっ……！」

　そこへ兵士数人が一いつ斉せいに飛びかかる。彼らが構える槍やりには魔法文字が煌めいていた。柄えの部分すら鉄で作られた頑がん強きような槍がマナを襲おそう。その切っ先はかすめた建物を易やす々やすと斬きり裂さいていた。

　対して、マナは動く。

　彼女の手の中に銀の光が宿り、吹ふき上がったそれが一いつ瞬しゆんで形を成す。

　獣けものの牙きばに似た鋸のこぎり刃ばを持ち、彼女の身長よりも長大な剣《双そう牙がハティ》を、彼女は握りしめる。牙の刃やいばがガリガリと音を立てて蠢うごめく。

　マナは双剣を振ふるい、突つき込まれた槍を払はらう。

　魔法文字を施ほどこされた光る穂ほ先さきが削けずり取られた。刃を形作る牙が槍に喰らいつき、嚙かみ砕いていく。削られた鋼鉄を喰らい、《双牙ハティ》の牙がより激しく蠢く。

「そんな……!?　呪われし黄金の槍を、こんな容易たやすく!?」

「これが呪われし黄金？　脆ぜい弱じやくだな！　テュールの剣より脆もろい」

　マナは武器を失った黒妖精を容よう赦しやなく蹴けり飛ばす。

　大きく宙を舞まった黒妖精は地面に叩たたきつけられ、あえなく気を失った。

　その光景を目にした他ほかの黒妖精たちが算を乱して逃げていくが、マナは追つい撃げきしない。

　あくびが混じった息を吐はく。

「さすがっす！　マナ姐ねえさん！　パネェっす！」

　フリッツが声を上げ、彼に従う《銀ぎん狼ろう騎き士し団》の戦士が沸わき立つ。

　黒妖精の兵士たちとの戦いを、建物の陰かげから見守っていた住人までもが口々に歓かん声せいを上げる。

　マナはそれを渋しぶい顔で一いち瞥べつする。

「なんなんだ、この街は……。あの黒妖精の女の言っていたとおり、奴の味方ばかりか。暴れて歓かん迎げいされるとか、気持ち悪いな」

「マナ姐さんが美人だからっすよ！　やっべ！　言っちゃった！」

「いいから黙だまって、次の場所を言え」

　言われるままに、フリッツは懐ふところから取り出した街の見取り図を広げた。やけに正確な地図には、十カ所程度、印がつけられている。その半数には、既すでに攻こう略りやく済みとでもいうべき印が重ねられていた。

「しかし……変な造りっすね。黒妖精の街ってのは。城じよう壁へきはないし、兵士の詰め所もバラバラに散ってて……。こんなの、防ぼう御ぎよにもなんにもならないっすよ」

　フリッツは街を見回す。

　彼の言うとおり、ひとつの岩から削り出された街には城壁はなく、兵士たちの詰め所も外部からの攻撃に備えた配置には見えない。

「黒妖精って奴は、岩とか地面を開けるんだろ？　なら、地下からでもなんとでも攻せめてこられるんじゃないのか？」

「ああ！　なるほど。俺たちの世界とは違ちがうんすね。それでも、この配置は意味がわかんねえっすけど」

「さあな。まあいい。アタシがやるのは、それを片っ端ぱしから潰つぶすことだ」

　そう言って動き出そうとしたマナが足を止めた。

　彼女の視線の先に、街の中央に大きくそびえるブロックとシンドリのふたつの大工房がある。

　ほとんど城じよう塞さいのような大工房から武装した黒妖精の一団が、マナたちのもとへとまっすぐに向かってきていた。

　彼らの武装は先ほど蹴け散ちらした兵士たちよりも明らかに重装備だ。

　マナの唇の端が上がり、犬歯が覗のぞく。赤い目がギラリと輝いた。

「スズリ姐さんが言ってた、駐屯騎士っすね」

「それなら、もう少しアタシを楽しませてくれるんだろうな？」

　牙を剝むき、マナは陣じん形けいを整えて向かって来る駐屯騎士に向かう。

　大通りに仁に王おう立だちした彼女を前に駐屯騎士たちが前進をやめた。

「さあ、来いよ！　アタシの苛いら立だちをまぎらわせてみせろ！　人間が色々済ませるまで……せいぜい、アタシを退たい屈くつさせるなよ！」

　号令を上げ、黒妖精の騎き士したちが一糸乱れぬ動きで襲い来る。

　マナの両手の中で《双牙ハティ》がギャリギャリと牙を擦こすれさせる。




　　　　◆　◆　◆




「わたしたち黒妖精が開くことができるのは、岩の隙すき間まと呼ばれる場所……岩と岩の繫つながりが弱いところだけなの。だから、地下スヴアルト世界アルフヘイムでは城壁を造るんじゃなくて、大きな隙間のある場所に兵士を駐ちゆう屯とんさせて、防御するのよ。人工物を開くこともできないから、それ自体が地下からの防ぼう壁へきになる効果もあるの」

　話しながらスズリは石造りの狭せまい通路を行く。

　クラウスとリンデ、加えて、ほんの数人の戦士たちがそのあとに続いていた。

　人が二人も並べば動けなくなる、細い通路はスズリが開いたものではなく、明らかに人工物だった。壁かべ自体が呪われし黄金なのか、それとも、地下世界の天てん井じようや壁を輝かせているものを素材としているのか、通路全体がほのかに光っており、照明を使うことなく、クラウスたちは進むことができた。

「なら、こういう人工の通路は岩を開けない場所に、あえて道を作りたくて、わざわざ作るってことか」

「そう。予想外の場所に通した通路だからこそ、秘密の抜ぬけ穴なの。あと少しで出口のはずよ」

　前を見み据すえて、スズリは言う。

「今いま頃ごろ、街のほうではマナが暴れているはずだ。お前の言うとおりなら、街の守備兵じゃ、マナを止めることなんてできない。大工房を護まもる駐屯騎士もそちらに向かうだろう」

「マナ様や《銀狼騎士団》のみんなに敵の戦力を引きつけておいて、わたししか知らないこの秘密の通路で、手て薄うすになった大工房を襲撃。工房長を押さえてしまう」

「駐屯騎士だろうが、神に匹ひつ敵てきする力でもなければ、マナには勝てない。工房長さえ押さえておけば、士気を挫くじかれた兵士や駐屯騎士は逃げるか降こう伏ふくするかしかなくなる」

「すごいわね！　クラウスくん。ほとんど考えずに、こんなの思いつくなんて。完かん璧ぺき過ぎて、スズリさん胸がドキドキしてる！」

「幻げん術じゆつの応用だ。客の注意を一方に集めて、逆の手で仕し掛かける」

　言いながら、クラウスは肩かた越ごしに後ろを見た。

　彼の後ろには戦士たちが黙もく々もくとついてくる。

「だけど……お前たちが手伝う必要なんてないのに。フリッツにしても、お前たちにしても、今回は関係ないはずだ」

　戦士たちが顔を見合わせ、首を横に振った。

「力になりたいだけですよ」

　戦士の一人が言う。他の者たちも否定はしない。

「神々には勝てない。絶望していた俺たちに、クラウスさんは希望をくれた」「これからもクラウスさんが神々に挑いどむなら、自分たちも命をかけて尽つくします」

　戦士たちに交じる死者もまた頷うなずく。

「フリッツさんも嬉うれしいんですよ。もともと、あの人と、その親父おやじさん……ブルーノさんは、オーディンに裏切られたんです。ブルーノさんが仕えていた国を攻めた敵軍に、オーディンは加護を与あたえていて、あの人の国はあえなく滅ほろびた。ブルーノさんの国もまた、オーディンを崇あがめていたにもかかわらずです」

「よく聞く話だ」

「あの人たちは、神に一いつ矢し報むくいることができるかもしれない策を仕掛けられるクラウスさんをすげえ評価してました。俺たちもです。そして、クラウスさんは本当に神の一柱を討うったんです」

「別に俺は……」

　クラウスは言葉に詰つまった。

　その脳のう裏りをよぎる過去の光景が彼の言葉を止めた。

　それはマナと出会うよりも前、氷の国ニヴルヘイムでの戦乙女ヴアルキユリアとの戦いの直前だった。




　身を裂くような寒さと、降りしきる雪の中に戦士たちがいる。分厚い防寒着の上に雪を積もらせた彼らは手に手に武器を握にぎりしめ、クラウスを見ていた。

　そこにはフリッツや、今、工こう房ぼうへの奇き襲しゆうに同行している死者となってしまった戦士の生前の姿もある。

「勝てる保証はないし、死人が出るかもしれない」

　クラウスは彼らに言った。

「なのに、どうして俺を信じるんだ？」

　クラウスは帽ぼう子しのつばに触ふれながら、居並ぶ戦士たちに問う。

「そりゃお前。どいつも、お前に助けられたからだろ」

　野太い声が答えた。

　言ったのは壮そう年ねんの男。戦士たちを率いるブルーノだった。

「俺たちは戦乙女に手も足も出なかった。少なくとも、奴やつらから逃のがれることができたのは、お前の策があったからだ。なあ？」

　ブルーノの言葉に戦士たちが同意を示す。

「虚きよ幻げんってやつか？　俺にはそいつがどういうことなのか、今ひとつわからないが……戦乙女に、神々奴らに一ひと泡あわ吹ふかせられるってのはわかる」

　ブルーノが歩み出て、クラウスの肩かたを叩く。

「だからやるんだぜ」

　クラウスは苦々しく笑う。

「そういうノリは苦手なんだけど……」

　大げさに肩をすくめて見せる。

「なら、やろう。戦乙女に、奴らを操あやつる神に、虚幻の真しん髄ずいを見せてやる。何重もの虚幻で奴らを惑まどわせ、搦からめ捕とり、人の持つ力で叩き潰す」

　クラウスが言うと、戦士たちが歓声を上げた。

　帽子で自分の顔を隠かくしながらも、クラウスはその唇くちびるに微び笑しようを湛たたえる。

　ブルーノの豪ごう快かいな笑い声が耳に残った。




　そして、彼の笑い声と共に、クラウスの脳裏に浮うかび上がるのは、死の国ヘルヘイムで会ったブルーノの姿だった。

　青白い顔をしたブルーノからは、かつての強気さや豪ごう胆たんさが噓うそのように消え、怯おびえ、震ふるえ、涙なみだすら流していた。

　そして、かつての戦士の魂たましいは黒こく竜りゆうニーズホッグに嚙かみ砕くだかれた。




「クラウスくん。行くわよ」

　スズリの声と、扉とびらが軋きしむ音にクラウスは目の前に意識を引き戻もどされる。

　そこは隠し通路の終点、目の前には小さな扉があり、鍵かぎを差し込んだスズリはそれを押し開ける。長い間使われていなかったからか、扉はギシギシと軋んでいた。

「あとは工房長を押さえるだけで……」

　スズリの言葉が中断された。

　扉の向こうから現れた輝かがやきが彼女の喉のど元もとに突つきつけられている。ひとつだけではなく、複数現れたのは、魔法文字ルーンの輝きだった。それが刻まれた槍やりが扉の向こうから突き入れられる。

　後ずさったスズリの向こうに見えたのは、武装した黒妖精たちだった。甲かつ冑ちゆうにすら刻まれた魔法文字の煌めきが薄うす闇やみの中に映はえる。

「そこまでだ反逆者ども。投降してもらおうか、スズリ」

　槍を構えた黒妖精が告げる。

「駐ちゆう屯とん騎き士し団長……！　そんな……どうしてこの通路が？」

　スズリが声を上うわ擦ずらせる。

　彼女は助けを求めるようにクラウスのほうを見たが、隣となりにいた彼もまた槍を突きつけられて動けない。通路の狭さがアダとなり、後ろの戦士たちが打って出ることもできなかった。

「その穴から這はい出てもらおうか」

「ク、クラウスくん」

「出るしかないな」

　観念したように言うと、クラウスはリンデの手を引いて、黒妖精の騎士たちに従う。

「そんなぁ」

　今にも泣き出しそうな顔でスズリが、各おの々おのの武器に手をかけたまま戦士たちも通路から出る。

　そこは多くの木箱が並べられた倉庫らしい場所の片かた隅すみだった。クラウスたちが出てきた扉はやけに広いその部屋の石いし壁かべに偽ぎ装そうされていた。

「……何故なぜ、ここから来るということがわかった？」

　腰こしに帯びていた刀を騎士団長の前へ投げ捨て、クラウスは言う。その表情は硬かたい。

「まず第一に。簡単な話だが、その通路の存在に我々は気づいていた。敵対する勢力があり、それが地の利に通じている以上、徹てつ底ていした調査を行う」

「うそ……」と呟つぶやいたスズリを誰だれもが見ていた。

「ク、クラウスくん。違ちがうのよ。正直、見通しが甘かったって思ってるけど……でも、違うの」

　スズリが助けを求めるように焦あせった声を上げたが、クラウスは何も言わず、唇を引き締しめる。

「加えて、街への攻こう撃げきがあまりにも場当たり的過ぎたこと。さらにはその場に首しゆ謀ぼう者しやであるはずの黒妖精の姿がなかったこと。そこから、攻撃を陽動と見て、奇襲があると考えた。そうなれば、この隠し通路を使う可能性が最も高い。そう考えて行動したまでだ」

「クラウスくんっ!?　どうしよう!?　全部！　全部裏目よ！　虚幻、完全に裏目よ！　嗚呼ああ……でも、わたしの見通しも甘過ぎたし……これはどちらの責任にすればいいの？　やっぱり、スズリさん怒おこられ……」

　喉元に槍を突きつけられて、スズリは声を詰まらせる。

　クラウスも戦士たちも動くことができない。

「持っている武器は呪われし黄金。鎧よろいも同じく。数は俺たちよりも多い。奇襲は失敗して、なおかつ、こちらには最強の戦力であるマナもいない……か」

「なるほど。街で荒あれ狂くるっていたあれは噂うわさに聞く月喰くらいの魔ま狼ろうマーナガルムか。それなら、街の守備兵では歯が立たないのも合が点てんがいく。だが……」

　騎き士し団長は首を横に振ふった。

「噂どおりであれば、マーナガルムはテュールを討ったのかもしれない。だが、この工房には魔狼にこそ有効な呪われし黄金があった」

「まさか……」

　スズリが息を吞のんだ。

「街を襲しゆう撃げきしていた者は敗れ、捕らわれた。我々は既すでにその報告を受けている」

　黒妖精の騎士団長はそう言い切った。




　　　　◆　◆　◆




　クラウスたちが駐屯騎士と対たい峙じするよりもわずかに時間を遡さかのぼる。

「がっ！　くそ……！」

　マナが苦しげな息を漏もらす。

「マナ姐ねえさんーっ!!」

　フリッツが悲痛な叫さけびを上げる。

　ギシリと鉄と鉄が擦こすれる音がした。

　マナの全身に太い鎖くさりが巻きついている。鎖の輪のひとつひとつに魔法文字がかすかに輝く。それが細く引き締まった肉体に幾いく重えにも絡からみつき、彼女の動きを封ふうじ込めている。

　鎖の端はしを握るのは黒妖精の騎士だった。

　フリッツたちはマナを救うべく、騎士に迫せまろうとするも、他ほかの騎士たちがそれを許さない。呪われし黄金の剣けんと打ち合ったフリッツの剣などは既に半ばから折れている。

「う……」

　ギシッとまた鎖がその締めつけを増す。

　マナの手から辛かろうじて握りしめていた《双そう牙がハティ》がこぼれ落ちる。

「逃れられんぞ。この鎖は呪われし黄金レージング。かつて巨きよ狼ろうフェンリルを封じるべく作り上げられた三つの呪われし黄金のひとつ」

「ひとつ目の鎖……。試ためしたがあっさりと引きちぎられた奴じゃないか……っ！」

　黒妖精が鎖を引けば、締めつけが増す。挑ちよう発はつ的に笑おうとしたマナの顔が歪ゆがんだ。

「それでも、人の身に捕らわれたお前には引きちぎることなどできない。そうだろ？　魔狼マーナガルム」

　マナはもがくが鎖は緩ゆるまない。

　フリッツたちを包囲する形で騎士たちが展開する。

「だが……レージングは巨狼が破は壊かいしたはずだ。アタシの父、フェンリルが……」

「そう。確かにこれは後に作られた模造品。だが、強度は本物のレージングに匹ひつ敵てきする。事実、もはや何もできまい」

　騎士は得意げに頰ほおを綻ほころばせた。

　マナの喉のどの奥でくぐもった音が鳴る。




　　　　◆　◆　◆




「マナが……負けたのか」

　クラウスは呟き、よろめくように後ずさった。

　帽子を下げた顔は見えないが、その身はかすかに震えている。

「クラウスくん！　だ、大だい丈じよう夫ぶよね？　ここから逆転よね？　虚幻は!?　虚幻はまだなの!?　わたし、クラウスくんを信じてるのに！　それなのに！　正直、これだけやったら、わたし、命が危あやういの！」

　スズリが心底焦った声を上げ、クラウスの傍かたわらのリンデは彼の外がい套とうの裾すそを強く握にぎる。

「ひとつ……聞かせてくれ」

　クラウスはうめくように言った。

「マナが敗れた……。それを伝えた奴やつは何者なんだ？」

「妙みようなことを聞く。伝令の兵士だ」

「それは何人いた？」

「それも質問ひとつの内に入るのか？」

　フンと鼻を鳴らして、騎士団長は答える。

「一人だ。数など必要ない」

「捕らえたマナをお前は見たっていうのか？」

「まだ連行されていない。何が言いたい？　この期ごに及およんで……」

　騎士の一人が苛いら立だち混じりにクラウスを槍やりの柄えで小こ突づく。長身がよろめいた。

「……っ!?」

　クラウスを護まもろうとリンデが両手を広げて、騎士との間に立つ。

　怯えを隠せぬままながら、リンデの緑色の瞳ひとみは騎士をじっと見つめていた。

　クラウスの残る左手がリンデの頭に触ふれた。

　桃もも色いろの髪かみをそっと撫なでると、彼は再び帽ぼう子しに手を触れる。そして、つばを押し上げた。

　露あらわになったクラウスの顔には確かな笑えみが浮うかんでいる。それは人を嘲あざけるような唇くちびるの端を上げた不敵な笑みだ。

　騎士団長が訝いぶかしげにクラウスを睨にらむ。

「そう睨むな。ちょっとややこしいかもしれないが、聞いてくれないか？」

　騎士がもう一度槍の柄を向けたのに対して、クラウスは指先を向けて制する。
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「話を聞いてからでも遅おそくはない」

　騎士が団長の顔を窺うかがえば、彼は頷うなずき、クラウスに言葉を促うながす。

「お前は……いや、お前たちは知らないかもしれないが、俺たちがこの隠かくし通路の存在をお前たちが知らないと考えていると、俺が最初からわかっていたとしたらどうする？」

「どういうことだ？」

「わかりにくいか？　すまない。わざとだ。わかりやすく言い直すよ」

　クラウスの回りくどい言葉に騎士たちが苛立ちを見せるが、彼はどこか芝しば居いがかった仕草でそれを見回す。

「つまりは……一言で言えば。陽動であるマナたちの討とう伐ばつと、俺たちの捕ほ縛ばくに、同時に、それほど数のいない駐ちゆう屯とん騎き士しを送っても大丈夫か？　ってことだ」

　騎士団長が眉まゆを動かした。

「俺が思うに。お前たちが心配すべきは、そうだな……。例えば、今、ほとんどの駐屯騎士が出で払はらったせいで、守るべき工こう房ぼう長の傍そばがガラ空きだとか。そういうのでどうだ？」

　クラウスは騎士団長を一いち瞥べつする。

　彼の頰を一筋、汗あせが伝っていた。

「駐屯騎士団長殿どの。もしかして、気になることができたか？」

「お前たちはここを押さえろ。三名は俺に続け」

　騎士たちがクラウスたちを留とどまらせる形で動き、団長とそれに付き従う三名が踵きびすを返そうとした。

　その時、倉庫の入り口のほうから一人の男が姿を現した。

　それは大おお柄がらな黒妖精の男だった。その首には短刀が突つきつけられている。

　短刀を握るのは街の警備兵らしい鎧よろいに身を包んだ青年だった。

「捕つかまっちゃった……」

「工房長……」

　大柄な黒妖精──工房長の言葉に団長がうめく。

「さすがっす！　兄貴！」

　工房長を捕まえた青年が歓かん声せいを上げた。それは黒妖精の兵の鎧に身を包んだフリッツだった。

「バカな……！　何故なぜ!?」

「だって、マナ姐さんは負けてないっすからね」

　フリッツは言う。

「レージングだったっすか？　あの鎖の呪われし黄金。マナ姐さん、無む理り矢や理り引き千切ってたっす」

「所しよ詮せんは模造品。十分、砕くだける強度だと思っていた」

　クラウスは当たり前のように言った。

「レージングがあることを知っていたのか？」

「お前が隠し通路の存在を知っていたんだ。もともと、この工房の長おさの一族だったスズリがそれを知らないわけもないだろ」

　クラウスはおもしろくもなさそうに答える。

「前もって、もともとの工房の持ち主に、この工房にあるはずの呪われし黄金と、今の黒妖精が作ることができる技術の程度をきちんと確かめている。それは想定外だったか？」

「あの時の会話、わたしを口説くための口実じゃなかったの？」

　頰に手を当てて、心底意外そうに彼女は言う。

「その斬ざん新しんな解かい釈しやくは虚きよ幻げん師の俺も初耳だ」

　クラウスは続ける。

「ともかくだ。俺はあらかじめ、この大工房にある呪われし黄金に関しては聞いていた。神々は呪われし黄金を管理している。その管理下にあるお前たちが、それ以上に強力なものを新たに鍛きたえているわけもない。テュールの魔ま剣けんには敗れたマナだが、それよりも弱い呪われし黄金相手なら、十二分に勝てると考えていた。その程度にはマナのことを信じている」

「レージングを破るのに、意外と苦戦してたっすから、俺たち、ヒヤヒヤしたっす」

「『む……む!?　意外と……く、くそっ!?　アタシは……魔ま狼ろうだぞ！　こんなもの……くうっ！　うぉぉぉぉっ!!』とか言ってたのか？」

「似過ぎっすよ、クラウス兄貴！」

「それでも破っただろ？　あとはそのまま、マナが自分を討伐に来ていた駐屯騎士を返り討うちにして、奪うばった装備でそこのフリッツが伝令に変装し、工房長を押さえる。さらにマナが正面から乱入。士気を挫くじかれた残る騎き士しや兵士は降こう伏ふくするしかなかったはずだ。頼たよりの駐屯騎士の多くは持ち場を離はなれていたわけだしな」

　団長と工房長が顔を合わせ、うめいた。

「……だが、何故、そんな手を。魔狼がレージングを破壊し、単たん騎きで我が駐屯騎士団を破ることができるなら、最初から勝負はついていたはず」

「俺もそう言いたい。実際、本来なら、この戦いは、マナを放ほうり込むだけで終わっていたんだ」

「だから、アタシが貴様の思い通りに動くような言い方はやめろ」

　マナの声がした。

　クラウスたちが目をやれば、倉庫の入り口のほうから彼女が顔を出す。

「もうひとつの大工房、シンドリ大工房か？　そっちを含ふくめて、占せん拠きよは終わった。あとは、連中に任せてきたぞ。他愛たわいもない。街に黒妖精の協力者が多過ぎる」

「ご苦労だな。だけど、お前に面めん倒どうなことをさせたのは、俺じゃなくて、そいつだ」

　クラウスはスズリを指す。

　ようやく落ち着きを取り戻もどした彼女は「スズリさんのこと？」と、不思議そうに小首を傾かしげる。

「……お前が言ったからだろ。極力被ひ害がいは出したくない。犠ぎ牲せいを出すことなく、大工房を取り戻したい。心優やさしいお姉ちゃんが言うならわかるけど」

「だ、だって、相手は同じ黒妖精だもの。こんなことで誰だれかが死ぬところなんて、スズリさんは見たくないの」

　悲しげな顔で工房長を見て、彼女は言った。

「わしらのことを……。工房を乗っ取り、お前たち一族を追放した……」

「それにね。激しい戦いになったら、工房の設備が壊こわれるかもしれないじゃない。そんなの嫌いやだわ！　そのオッサンの命なんかよりも大事な設備よ！」

「お前……」

「それに下手に犠牲を出したら、王室派がそこにつけ込んでくるでしょ？　刺し激げきしなければ暴発もしないから放っておこうって思うような場所。わたしは今のこの南方区をそんな場所にしたいの。だから、工房長も駐屯騎士も追放するだけよ」

「お前、多分、今、言わなくていいこと全部言ったぞ」

　クラウスは呆あきれた顔で言う。

　工房長や団長も頷いていた。

「クラウスくん……。スズリさんのお願い、聞いてくれてありがとう。大変だったよね」

　スズリがその顔を綻ほころばせ、クラウスの手を取った。

「本当に……ありがとう」

　そう言った彼女の目にはかすかに涙なみだが浮かんでいた。

「いいから、お前は俺の依い頼らいを果たせ」

　クラウスは容よう赦しやなくその手を払はらいのけた。
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　鉄と鉄が擦こすれ合い、軋きしむ音がした。

　ブロック大工房の一室。精せい緻ちな意い匠しようが刻まれた壁かべと、硝子ガラスがはまった大きな窓があるそこは、岩を直接くり貫ぬいて造ったということが信じられない部屋だった。

　それを見回して、地下世界の住居が人界ミズガルズとは比べ物にならないほどの技術で造られていることに、クラウスは言葉には出さないまでも、今さらながらに驚おどろいていた。

　椅い子すに腰こしかけた彼はその視線を眼前に戻す。そこに鋼鉄の腕うでがあった。

　分厚い装そう甲こうを持ち、いびつな三本の指を備えた、クラウスの腕にしては大き過ぎる義腕。

　それはギシギシと重々しい音を立てて、また動く。

　その義腕はかつてテュールが着けていたものに他ほかならない。最後の戦いでマナによって斬きり砕かれたものを、無理矢理繫つなぎ止める形で補修している。

　それをクラウスは失われた右みぎ腕うでの代わりに取りつけていた。

　ただ、テュールが使っていた時とは違ちがい、腕に本格的に接合はせず、何カ所にもベルトを巻くことで身体からだに固定し、留めてあるだけだった。

　クラウスはいつもの赤い外がい套とうはまとっておらず、上半身は裸はだかだった。それでも帽ぼう子しだけはかぶっている。

「どうかしら？　ちゃんと動いてる？」

　義腕を固定するベルトに白く長い指が触ふれる。

　スズリがクラウスの後ろからその身を乗り出し、興味深げに義腕を見つめる。

「実際の腕と同じように動くんだな」

　クラウスは不思議そうな顔で鉄の義腕に目をやった。

　三本の指がそれぞれ動き、肘ひじもまた自在に曲がることを、改めて確かめるように、ゆっくりと動かしていく。

「ほんの少し時間差は感じるし、腕自体に感覚がないから、妙みような具合だけど」

「義腕がクラウスくんの思うとおりに動くのは、呪じゆ術じゆつの応用よ。神々によって洗練される前の呪術。さっきクラウスくんにもらった血を義腕に取り込んだことで、この鉄の腕とクラウスくんの肉体は呪術的に融ゆう合ごうされたの。だから、腕を自分の身体のように動かすことができる」

「マナとの契けい約やくもそんな理り屈くつだったな」

　クラウスはそれを思い出す。

　血に濡ぬれた唇くちびるで、マナはクラウスの指先を咥くわえる。彼女は自分の血とクラウスの血を混ぜていた。かすかな痛みと共に身体に覚えたのは、互たがいの内の何かが混じり合う、なんとも言えない心地ここちだった。

　クラウスは立ち上がると、数歩歩いて、不満げに唸うなる。

「だけど、やっぱりこれは重過ぎるな」

　テュールの義腕をマジマジと見る。

　マナに討たれた戦神は長身のクラウスと比べても大柄だった。加えて、戦せん闘とう用に分厚い装甲をまとう義腕の重量もかなりのものだ。

「そうね。ちゃんとそのあたりは調整するわ」

　スズリはテーブルに着くと、広げた紙に図面を引いていく。

　クラウスが見ても、それがおそらく義腕を表しているということしかわからない。

「このブロック大工房の設備なら、クラウスくんに合うものを作り直すことができるわ」

　図面に目を落としたままでスズリは言う。

「クラウスくんが欲しがっていた薬も、もうひとつのシンドリ大工房にあるわ。ブロック大工房は、魔ま法ほうの道具の加工を、シンドリ大工房は魔法の薬品の調合を得意としてる。なんだってできるわよ」

　図面から目を離さないままだが、スズリの声は明らかに弾はずんでいる。

「クラウスくんにあげる薬は強いものばかりだから、あまりたくさん使わないほうがいいと思うけど、使ったらどうなるのか経過も見ていきたいわ。それに、この新しい義腕がきちんと機能するかも楽しみなの！　早く！　早く作りたい！」

「楽しそうだな」

「楽しくてしかたないわ！　スズリさん、今、人生の中で一番輝かがやいている！」

　輝く笑え顔がおで言われたので、クラウスは口をつぐむ。

「……それで、俺はこれからどうすればいい？」

「え？　ああ、何の用事もないし、ここにいられても気が散るだけで、邪じや魔まだから……」

「もうちょっと言い方があるんじゃないか。恩人だよな。俺」

「部屋は用意してあるし、場所ももう言ったわよね。だから、そこで休んでおいて」

　言うだけ言うと、スズリは身を乗り出し、一心不乱に図面へと何かを書き加え始めた。

　しばらくそれを眺ながめていたものの、彼女が何をしているのかわからず、スズリももうクラウスを一いち瞥べつもしない。

　むしろ、後ろに立ったら舌打ちまでされた。

　吐と息いきして、脱ぬいであった赤い外套を肩かたから羽織ると、クラウスはその部屋を出た。

　ブロック大工房は上から見ると円を描えがくような形の建物だ。ただし、その円は一部が欠けており、丸みを帯びたコの字とも言える。

　そこは奇き襲しゆうの前に図面を確かく認にんしていたクラウスが驚くほどに広い建物だった。彼が城じよう塞さいのようだと思った建物は地上三階建てであり、地下にさえ部屋がある。クラウスたちが奇襲をかけた倉庫も地下室のひとつだ。

　クラウスとスズリがいた作業室はその二階にあり、外に出れば、大工房の中庭と街を見下ろしながら工こう房ぼうの内側をグルリと回る回かい廊ろう状の廊ろう下かがあった。

　立ち並ぶ柱の向こうには霧きりの工房街の街並みがある。

　時刻は既すでに遅おそい。不思議なことに、夜が来ると、クラウスたちが訪おとずれた時よりも、地下世界を照らす光は弱くなり、地上の夜ほどではないものの、地下世界にも夜の帳とばりが降りていた。

「あれはやっぱり人工的なものなのか」

　呟つぶやき、見下ろす街には霧が立ち込めていた。

　ふと顔を上げれば、回廊にリンデがいた。小さな身体を弾ませて彼女が駆かけ寄って来る。

「お姉ちゃん。待っていてくれたんだね。ゴメンね。待たせてしまって」

　それを抱だき留めると、クラウスは彼女の頭を撫なでた。

　リンデは目を細め、クラウスに身を寄せる。

「冷えちゃってるじゃないか」

　手で触れると彼女の頰ほおは冷たかった。

　実際、この霧の工房街の気温は低い。湿しめり気を帯びた冷気が、街から流れてくる霧と共にまとわりついてくるようだった。

　クラウスは思わず震ふるえる。彼は今、いつもの外套を軽くかけているに過ぎず、その下の上半身は裸だ。テュールの義腕のせいで、まともに服を着ることができないのだ。

「なに？　お姉ちゃん。心配してくれてるの？　大だい丈じよう夫ぶだよ。むしろ、お姉ちゃんが風邪かぜをひかないか心配だ。早く部屋に行こう」

　そう言うと、クラウスは生身の左手でリンデと手を繫ぎ、回廊を歩き出す。

「地下と言っても、氷の国の地下だから、こんなに冷えるんだろうな」

　姉の小さな手を温めようとでもするように、包み、軽く揉もみながら言う。

「スズリが言っていたよ。あの霧は地下ゆえの湿った空気と、この気温の低さが生むものなんだって」

　その時、クラウスの手が引かれた。

　見ればリンデが緑の目で彼をじっと見上げている。眉まゆを下げたその表情は不安げで、今にも泣き出しそうだった。

「心配してくれてるの？」

　リンデが頷うなずく。

「俺が浮うかない顔をしている……か」

　クラウスはかすかに唇を歪ゆがめると、帽子を下げる。

「なんでもない。大丈夫だよ。さあ、部屋に……」

　再び歩き出そうとするが、リンデはその場から動かない。

　クラウスは頰をかき、もう一度、姉を見る。

「……お姉ちゃんにはかなわないな」

　そう言って、小さく吐息した。

「ちょっと困こん惑わくしているんだ」

　ポツリと言う。

　リンデはそれをじっと聞いていた。

「俺がやったことが……。テュールを殺したことが、これほど大きな影えい響きようをもたらすなんて、思ってもいなかった。いや、考えようとしていなかったんだ」

　クラウスはその視線を深い霧の中に沈しずむ街へと転じる。

「死の国を支配していたテュールを殺した。あいつは言った。これは世界を壊こわすことだって。だから、死の国は開かれ、死者が生者の世界に舞まい戻もどっている」

「だけど……」と、クラウスは続ける。

「テュールの死が、この地下世界に、おそらくは他の世界にまで影響を与あたえている。こうして、ひとつの街の支配者が入れ替かわることになった。多分……これだけじゃ済まない」

　クラウスの言葉が止まる。

　リンデがうつむく。

「いや、それでも。俺のやることは変わらない」

　小こ柄がらな姉の頭をクラウスはまた優やさしく撫でた。リンデは逆らわず、されるままにしている。

　その姿をクラウスは優しく慈いつくしむように見つめた。

「ありがとう。お姉ちゃん」

　心からの言葉を口にする。

　そして、彼女をギュッと抱だいた。

「身体も冷えてる。疲つかれてもいるし、今日はもう寝ねよう」

　リンデの手を引き、クラウスたちは回廊に揺蕩たゆたう霧の向こうへと消える。
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　そのわずか数時間後のことだった。




「……っ!?」

　突とつ如じよ、響ひびき渡わたった轟ごう音おんと、揺ゆれ動く大地の衝しよう撃げきに、クラウスは跳はね起きる。

　寝しん台だいの上、彼は着けたままだったテュールの義ぎ腕わんで身を起こし、動けるように片かた膝ひざをつく。

　その傍かたわらでリンデが身じろぎした。

　毛布にくるまっていた彼女は緑の瞳ひとみを瞬またたかせ、すぐ隣となりにいるクラウスを見た。

「大丈夫。お姉ちゃん。俺がついているから」

　そう言ってクラウスは手を伸のばそうとした。

　その前にリンデが彼を突つき飛ばす。

　突とつ然ぜんのことに、クラウスは為なす術すべなく寝台から転がり落ち、頭を強打した。

「な……!?　何故なぜなんだ、お姉ちゃん!?」

　涙なみだ目のリンデは震える指先でクラウスの後ろにある空の寝台を指差す。

「え？　『クラウスの寝台はあっちでしょ!?　どうして、わたしの横にいたの!?』って？　それは同じ部屋なわけだし、ちょっとだけお姉ちゃんの隣に入ってもいいかなーと思って、入り込んだところで、疲れでそのまま眠ねむってしまったからだよ。あえて言うなら、姉弟きようだい愛かな」

　首をブンブンと横に振ふるリンデ。その頭上からパラパラと石せき片へんが降る。

　強固なはずの石造りの天てん井じように亀き裂れつが生じ、それはさらに広がっていく。

「お姉ちゃん！」

　とっさに飛び出したクラウスがリンデを抱かかえて飛び退のいた直後、彼女がいた場所に天井が崩くずれ落ちた。

　巻き起こる粉ふん塵じんの中でクラウスはリンデを抱き、崩ほう壊かいした天井を仰あおぐ。

「俺が寝台に潜もぐり込んでいたとか、そんな話をしている場合じゃなさそうだ」

　頷きつつも、リンデはクラウスの胸をポカポカと叩たたく。

「『今はこれで許しておいてあげる』か。お姉ちゃんは今日も優しい」

　嬉うれしそうに言うと、クラウスは赤い外がい套とうを羽織り、帽ぼう子しをかぶると、リンデと共に部屋を飛び出した。

「これは……」

　粉塵が巻き上がっているのは、クラウスの部屋だけではなかった。

　クラウスたちがいるブロック大工房のあちこちが砕くだけ、罅ひび割われている。

「何度もやられたわけじゃない。これは一いち撃げき喰くらっただけか」

　特に最上階である三階がひどかった。回廊から振り仰げば、何か巨きよ大だいなものでも衝しよう突とつしたような傷きず跡あとが工房の最上部に残されていた。全すべての亀裂などはそこから広がっている。

　リンデがクラウスのズボンを引っ張る。

「わかってるよ。お姉ちゃん」

　言われるまでもなく、クラウスは大工房から街へと視線を転じていた。

　街の中央を抜ぬける大通りを何かがやって来る。

　それは地下世界に満ちた光よりもはるかに激しい黄金の輝きだった。

　放たれる金の光が霧の工房街を染め上げていく。

　火花を散らせるそれは稲いな光びかりだった。バチバチと音を立てる地上の稲いな妻ずまが、迫せまる何かを中心にして、うねり、荒あれ狂くるう。

　黄金の稲妻の中に浮かび上がる影かげ。それは一人の男だった。

　巨きよ人じんと見まごうばかりの巨きよ軀くを持つその男は、燃え上がるかのような赤毛だった。爛らん々らんと輝かがやく双そう眸ぼうもまた赤い。

　鎧よろいらしい鎧をまとわぬ肉体は常じよう軌きを逸いつして隆りゆう々りゆうと盛り上がり、踏ふみしめられた石いし床ゆかはそれだけで爆はぜ砕ける。頑がん強きような鉄の籠こ手てを着けた手には、尋じん常じようではない大きな打だ撃げき部位を持つ鉄てつ槌ついを握にぎりしめていた。

　雷らい光こうをまとう巨軀の武人。その傍らに、クラウスは見覚えのある少女の姿を見た。

「戦乙女ユーディットか」

　翼つばさを伸ばし、男の傍そばに滞たい空くうする金色の髪かみの戦乙女を睨にらみ、クラウスは息を吞のむ。

「おもしろくなってきたな」

　いつの間に姿を現したのか、クラウスの傍らにマナが進み出た。

　好戦的に牙きばを剝むいた彼女だが、クラウスはその横顔に緊きん張ちようを感じた。

「言うまでもないが、奴やつは……あの男は神だ」

「知っている。俺は遠目にだが、あいつを見たことがある」

　クラウスの脳のう裏りに、故郷が滅ほろびた日の光景が蘇よみがえる。降りそそぐ稲妻が村を焼き、そして、暗い空から雷光をまとう巨軀の男が降りてきた。

　おそらくそれは、今、目の前にいる神と同じ者だ。

　神と呼ばれた赤毛の男は足を止め、眼前にそびえるブロック大工房を振り仰いだ。

　燃える赤眼の睨む先には、クラウスとマナがいる。

「いたな！　やはりそこだったか！　月喰くらいの魔ま狼ろう!!」

　男の声はそれだけで大地を揺るがす雷らい鳴めいのようだった。

「苦労したぜ！　地下世界なんぞにいるからよ。追放されて移動中だった黒妖精に会わなけりゃ、もうちょっと迷うところだったじゃねえか。俺は運がいいな！」

「こっちは最高に運が悪いみたいだ」

　クラウスは思わずぼやくが、その声はかすかに上うわ擦ずっている。

「どうせ、そこにいるだろうって、まずは殴なぐってみたが、出てきたってことは正解だったみたいだな。考えるより動く主義でよかったぜ」

「それだけの理由で、この破は壊かいか……」

　クラウスとマナは大きく抉えぐられた大工房を顧かえりみる。

「名乗るのが遅おくれたな」

　稲妻をまとう男は握りしめた鉄槌をかざした。

「俺は雷らい神じんトール!!　月喰らいの魔狼！　貴様と戦うためにわざわざ来てやったぜ!!」

　その男、トールは白い歯を見せて笑った。
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「マナ。ひとつ訊きくが、この大工房をあれだけ破壊するのは簡単なのか？」

　おそらくはトールの一撃で抉れた屋根を見上げて、クラウスは言った。

「貴様はそれが簡単だと思うほどバカだったのか？」

　マナは冷たく返す。

「あぁぁ……。わたしの……わたしの大工房が……」

　飛び出してきたスズリは粉ふん砕さいされた屋根を見上げてその場に崩れ落ちる。

　フリッツたちも姿を現したが、通りに立つ神の姿に絶句し、その場に硬こう直ちよくしていた。

「雷かみなりの神トールか」

　そう言ったのはその誰だれでもなかった。クラウスとマナですらない。

「お姉ちゃん!?」

　クラウスは声を上げる。

　リンデが口を開いていた。緑色の瞳の奥にはかすかな煌きらめきが宿る。

「雷神トール。神ラ々グのナ黄ロ昏クの戦いで、宿敵たる世界蛇じやヨルムンガンドと対たい峙じした神界アースガルズ最強の神」

　リンデは言葉を続ける。

「またなのか、お姉ちゃん。やはり、神を前にするのが条件なのか」

　クラウスはリンデのその状態を知っている。

　ひとつは神々の預言を授さずかる巫女みことして、薬や瞑めい想そう、それらを使うことで、彼らが人に伝えるべき言葉を代弁していた、故郷でのリンデの役割がそれだった。

　もうひとつは神々を前にした彼女が見せる変へん貌ぼうだ。

　彼女は神々を前にした時、こうして、預言を授かっているのと同じ状態になる。あるいはそれは別物なのかもしれない。

　クラウスたちよりも前に歩み出ると、彼女は遠くに立つトールへと語りかける。

　トールが彼女の存在に気づき、そちらに目を向けた。

　その声はトールのように大きいわけではない。だが、澄すみ渡った声は不思議なほどによく通り、遠く離はなれた雷神にまで届いていた。

「雷神トール。お前はあの戦いで世界を取り巻く大だい蛇じやをその雷の槌つちをもって打ち倒たおす。そして、お前もまた蛇の毒に冒おかされ、九歩を退き、死ぬ。そのはずだった。だが、お前は今、生きてここにいる。何故だ？　お前は何を犠ぎ牲せいにした？」

「お前……」

　リンデの言葉にトールの表情が変わった。どこか楽しげだったその目に激しい敵意が燃え盛る。

「俺が何を犠牲にしたか……か。なるほど。お前がかの娘むすめというわけだな」

　トールが一歩前に出た。その歩みだけでまた大地が砕ける。

「月喰らいの魔狼マーナガルム！　そして、人間の娘！　俺の目的はお前たちだ。俺はマーナガルムを捕とらえ、娘、お前を殺す。そのためにここに来た！」

　トールの周囲で稲妻が弾はじけ、一ひと際きわ強い光が散る。

「さあ、どうする？　やるんだろ？」

「当然だろ。雷神」

　マナとクラウスが視線を通わせる。

「お姉ちゃんはここにいて」

　クラウスはまだ瞳ひとみから光を消さないリンデに言うと、マナのほうへと向き直る。

「下りるのが手間だ。頼たのむぞ、魔狼」

「突き落として欲しいと言ったか？」

　言いながらも、マナはクラウスを乱暴に担かつぎ上げる。

「クラウス兄貴!?　まさか……戦うんすか!?」

　フリッツが声を裏返らせていた。

「それなら、俺たちも……」

「絶対に来るな」

　彼らを押し止とどめると、クラウスはマナに頷うなずいて見せた。

　クラウスを担いだまま、マナは回かい廊ろうから宙へとその身を投げ出した。

　途と中ちゆう、外がい壁へきを蹴けり、落下の勢いを殺しながら、トールが立つ大通りへと降り立つ。

　そして、担がれたまま、落下の衝しよう撃げきで悶もん絶ぜつするクラウスを地面に投げ出すと、トールと対峙した。

　クラウスも急いで身を起こす。

　街の大通りで向き合うマナとトールの間にはまだかなりの距きよ離りがあるが、彼女は警けい戒かいの意思を露あらわに、トールを睨みつける。

「俺が見る限り、あいつの破壊力は戦神のものを超こえているな」

　クラウスの言葉にマナは頷く。

「法の力を除けば、テュールの最大火力は義ぎ腕わんに仕込んだ火か砲ほうだったはずだ。だけど、あの火砲には一撃で大工房をあそこまで抉るような威い力りよくはなかったはずだ。あるいは、あの一撃自体が、何らかの力なのかもしれないが……」

「あのガタイだ。純じゆん粋すいな腕わん力りよくだろ」

　マナの両手の中に銀の光が湧わき上がり、《双そう牙がハティ》が形を成していく。

「奴はアタシの父親、巨きよ狼ろうフェンリルと血を同じくした世界蛇ヨルムンガンドの宿敵だった男だ。奴の力がどう評価されているか知っているか？　神界の神、全すべてを集めてもその力は奴に及およばないそうだ」

「どんな腕力だ……。テュールでも尋常じゃなかったのに」

「聞こえてるぜ。そう褒ほめるなよ」

　トールが普ふ通つうに照れた様子を見せる。

「もうひとつ教えてやるぜ。俺の帯は呪アわンれドしヴ黄ア金リ《メギンギョルズ》。力を倍加させる魔ま法ほうの鉄帯だ」

　トールはその腹に巻いた鋼鉄の帯に触ふれる。各所に刻まれた魔法文字ルーンが反応するように明めい滅めつした。

「わざわざ教えてくれるなんて、親切な奴だ」

　冗じよう談だんめかしながらも、クラウスの顔に余よ裕ゆうはない。

「……封ふう印いんを解くべきだな」

　彼はマナに言った。

「貴様……。そのために払はらう代だい償しようを忘れたのか？　腕一本だけで死にかけたはずだ」

「なんだ。優やさしいな。魔狼」

　クラウスが笑うと、マナが忌いま々いましげに顔を歪ゆがめる。

「俺はお姉ちゃんのためになら何だってする。何もかもを捧ささげてもいい。奴に負ければ、全てがここで終わる。お姉ちゃんは理り不ふ尽じんに命を奪うばわれて、お前もまた封印されるんだ」

　クラウスが大だい工こう房ぼうを見上げれば、いまだ瞳に光を宿すリンデの姿がある。彼女はいつもとは違ちがう、どこか冷たい表情で眼下の神と魔狼を見ていた。

「なら、選せん択たく肢しはひとつだ」

「貴様は……」

　何かを言いかけて、マナは口をつぐんだ。

　代わりに手にした《双牙ハティ》をより強く握りしめる。

「せいぜい、痛みに泣き叫さけばないようにしろ」

「今、スズリにもらった痛み止めを飲んでるところだ。肩かた口ぐちもあらかじめ縛しばっておく」

　三本指の義腕を用いて、クラウスは器用にそれらを為なす。

「話はそろそろ終わりか？　俺は我が慢まん強づよくはないんだ。正直、もう限界だぜ。早く戦やろうぜ」

　トールはその手を振ふり、ユーディットを下がらせる。

「トール様。確実を期すならわたくしも……」

「つまらないことを言うなよ、ユーディット。俺が何を楽しむか、そろそろわからねえか？」

　有う無むを言わせぬトールの言葉に、ユーディットは武器を引き、後方へと下がる。それでも、彼女はクラウスを睨にらんでいた。

「お前は戦いを見届けろ。それだけが、今のお前の役割だ」

　地下スヴアルト世界アルフヘイムの大地と大気が震ふるえた。

　隆りゆう々りゆうと盛り上がったトールの筋肉がさらに膨ふくれ上がり、まだ新しい傷から血が噴ふき出した。額や胸から血を流したトールの周囲を黄金の稲いな妻ずまが駆かけ回る。

　ただ存在するだけで地を、周囲の建造物をも打ち砕くだき、地下世界全てを照らすような輝かがやきを放ちながら、トールは分厚い鋼鉄の籠こ手てに覆おおわれた手で巨きよ大だいな鉄てつ槌ついを握にぎりしめる。

　極きよく端たんに短い柄えと大型の打だ撃げき部位を持つそれはいびつな戦せん槌ついだった。黄金の雷がそこへ収束され、激しい火花を散らす。

「《雷らい槌ついミョルニル》。言っておくが、こいつは神界最強の呪われし黄金だ」

　燃えるように赤いトールの瞳には楽しげな感情が宿っていた。それは玩具おもちやを与あたえられた子供のように無む邪じや気きなものだ。

「さあ、始めようじゃねえか！　月喰くらいの魔ま狼ろうマーナガルム!!　互たがいの命をぶつけ合い、砕き合う……殺し合いを!!　心躍おどる死し闘とうを!!」

　凄せい絶ぜつと言える笑えみと共に、トールは黄金の輝きを弾けさせる鉄槌を振り上げた。

「雷らい神じんトール……。神界アースガルズ最強の神」

　その姿と距離を置いてなお叩たたきつけられる圧あつ倒とう的な迫はく力りよくにクラウスは最強と語られる神が最強である意味を、身をもって知る。

　赤い帽ぼう子しの下、クラウスは唇くちびるの端はしを上げて笑みを作るが、頰ほおを伝う汗あせが彼本来の感情を表していた。ほんの少しだが、その身が震える。

「やるぞ。クラウス」

　トールをまっすぐに睨みつけ、マナは言った。

　その手の中で《双そう牙がハティ》がギャリギャリと異質な音を鳴らす。立ち並ぶ獣けものの牙に似た鋸のこぎり刃ばはいつもよりも明らかに激しく蠢うごめいていた。
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「ああ。わかっている。マーナガルム……マナ」

　クラウスは外がい套とうを払い、その左ひだり腕うでをマナの前へとさらした。

　それに対して、マナは両手の剣けんを振り上げる。また牙が大きく蠢いた。

　クラウスは深く息を吸い、そして、口を開く。

「月喰らいの魔狼マーナガルムよ！　その牙で俺を喰らえ！　この血肉を糧かてとして、お前を戒いましめる呪じゆ詛そを、封印を破れ!!」

　マナは迷うことなく双剣を振り下ろした。

　クラウスの左腕が肩口から切断される。

　断たたれた腕に二本の刃やいばが喰らいつき、蠢く牙が食い込んでいく。

　数瞬しゆんを待たず、クラウスの腕は刻まれ、抉えぐられ、血も肉も骨も残らず失われた。

　恍こう惚こつとした表情と共にマナが獣そのものの咆ほう哮こうを上げる。

　赤い瞳に血の輝きを宿らせ、銀色の髪かみが冷たく青白い煌きらめきを[image: 迸]ほとばしらせて躍る。

「……わかるな。時間を稼かせげ。俺の虚きよ幻げんが奴やつを搦からめ捕る」

　苦痛の中でクラウスは言った。

「アタシが奴を殺すまでにやることだな」

　己おのれの内から湧き上がる力を吐はき出すように吐と息いきしながら、マナは応こたえ、鋭するどい犬歯を見せる。

　頷き、クラウスは深く息を吸い、顔を上げた。

　そして、叫ぶ。

「行け、マナ!!　月を喰らったその牙で、雷いかずちを嚙かみ破り、神界最強の男を砕け!!」

「言われるまでもない!!　殺やるぞ、トール!!」

「来いよ、マーナガルム!!」

　マナは大地を蹴った。

　黄金の雷らい光こうを引き裂さくように魔狼の青い輝きが駆ける。

　彼女がただ疾しつ駆くするだけで、大地が抉れ、岩がん塊かいが後ろに飛び散った。

　その咆哮は雷神の巻き起こす雷らい鳴めいと共に霧きりの工こう房ぼう街全てを揺ゆるがす。

「いくぞ、《双牙ハティ》！　月を喰らいし牙!!」

「唸うなれよ《雷槌ミョルニル》!!　大地割る雷らい霆てい!!」

　マナが手にした双剣を振りかぶり、対して、トールは全力を以て戦槌を投じた。




　　　　◆　◆　◆




　投じられた《雷槌ミョルニル》はトールの放つ稲妻をまといながら飛ひ翔しようする。

　凄すさまじい速度で飛びゆくそれは舞まい踊おどる稲妻によって周囲の道や建物を粉ふん砕さいし、マナへと迫せまる。

　対して、マナは回かい避ひをとった。

　地を駆ける彼女はそのまま大通りの石いし畳だたみを蹴けり砕き、跳ちよう躍やくし、壁かべを走るようにしてさらに高くへと跳とぶ。

　ミョルニルは彼女を大きく外れて虚むなしく通り過ぎた。

　鉄槌が散らす稲妻に銀の髪をわずかに焼かれながらも、マナはミョルニルの一いち撃げきをほぼ完全に回避した。

「貴様の首、いただくぞ雷神!!」

　彼女は勢いを殺さぬまま、空中からトールへと躍りかかる。

　両手の双剣《双牙ハティ》を振り上げたマナを仰あおいだトールの手に戦槌はない。

　二人の距きよ離りが詰つまる。

「マナ！　後ろだ！」

　その時、クラウスが叫んだ。

　ほぼ同時に、それを察知したマナも既すでに動きをとっていた。

「こいつ……！　よけたはずだ！」

　彼女の背後から迫るのは《雷槌ミョルニル》だった。

　まっすぐに飛んでいたはずのそれは大きく軌き道どうを変えて、弧こを描えがくどころか、空中で反転し、投じられた時の速度をそのままに突つっ込んでくる。

　空中にいて、周囲に足場がないマナには、それをかわす術すべがない。

「《雷槌ミョルニル》は狙ねらいを外さねえ」

　トールが言った。

「そして、打ち据すえたものをことごとく砕く！」

「ふざけるな!!　こんなもの!!」

　マナは雷と共に突っ込んでくるミョルニルを睨みつける。

　そして、彼女は両手に握る二本の牙の曲刀を組み合わせた。

　牙の鋸刃を蠢かし、二つの剣がひとつになる。

　それは巨大な鋏はさみ、あるいは鋭い牙を立ち並ばせた獰どう猛もうな獣の顎あごのようでもあった。

「《魔ま顎がくハティ》!!」

　マナが咆哮する。

　突き進んでくる《雷槌ミョルニル》に《魔顎ハティ》が喰らいつく。

「《魔ま剣けんグラム》を嚙み砕き、戦神テュールを嚙み千切った魔狼の顎だ!!　こんな鉄槌など……！」

　マナの赤い瞳ひとみが見開かれた。

《魔顎ハティ》に亀き裂れつが生じ、牙の刃が飛び散る。

「な……!?」

　そして、数瞬を待たず、月喰らいの魔狼の力の象しよう徴ちようたる《魔顎ハティ》は、粉こな微み塵じんに砕けた。

　飛び散る牙をさらに粉砕しながら雷の槌が突き進む。その打撃部位には傷ひとつなく、飛翔する速度すら変わらない。

　進しん撃げきを遮さえぎるもの全すべてを破は壊かいして、《雷槌ミョルニル》は空中にいたマナの身体からだに食い込んだ。薄うすい胸当てが粉砕され、彼女の身体がくの字に曲がり、黄金の雷光が銀の髪を焼き焦こがす。

　マナが悲鳴を上げる間もなかった。

　彼女もろともに空中に舞い上がったミョルニルは反転し、月喰らいの魔狼を捕とらえたまま、それこそ雷のように地面へと突き刺ささった。

　石造りの街が抉れ、瓦が礫れきが空中に舞い上がり、爆ばく風ふうが巻き起こる。

　そして、一ひと際きわ強い黄金の光が地下世界を埋うめ尽つくしていく。




　　　　◆　◆　◆




「う……」

　巻き起こった爆風に吹ふき飛ばされ、地面を転がり、それらが通り過ぎたあとで、クラウスは残る右の義ぎ腕わんを用いて辛かろうじて身体を起こした。

　ただそれだけで左腕を切り落とされた身体が激痛を覚え、気を失いそうになる。

　唇を嚙み、辛うじて意識を繫つなぎ止めたクラウスは眼前に広がる光景に目を見開いた。

　目の前にあったはずの建物がまとめてなくなっていた。

　ちょうどマナがミョルニルに叩きつけられた地面を中心として、大地が大きく抉り取られている。大通りには、小さな村であれば丸ごと崩ほう壊かいしかねないほどの傷きず痕あとが残されていた。

「マナ……」

　クラウスはうめいた。抉れた地面の真ん中にマナが倒たおれていた。仰あお向むけに倒れた彼女はピクリとも動かない。苦しげな表情で目を閉じている。手から転がり落ちた牙が剣けんの刀身は粉々に砕くだけ、それ自体も銀の燐りん光こうと化して消えていく。

　トールは健在だった。マナから傷ひとつ受けなかった彼は鋼鉄の籠こ手てに包まれた腕を上げる。そこへミョルニルが舞い戻もどる。金属のぶつかる音と共にミョルニルをつかみ取ると、トールは深いため息をついた。

「……おいおい、今ので終わりかよ」

　あからさまに落らく胆たんした様子で言う。

「そんな……。いくら強いとはいえ、あの魔ま狼ろうをただの一撃だなんて……」

　後方に待機していたユーディットもまたその戦いの結末に驚きよう愕がくしていた。

「世界蛇じやの兄弟、巨狼の娘むすめ……。その血族なら、俺とまともにやり合える。あの娘と合わせてうまくいけば、俺を殺せるかもしれねえ。そう思っていたんだがなぁ」

　トールはマナのほうへと歩き出した。

「……まさか、死んでるのか？　そいつは困るぜ。殺すなと言われているんだが」

　ミョルニルの直ちよく撃げきで抉れた地面を下っていく。

「マナを……捕らえる気か」

　ふらつく身体を無む理り矢や理りに起こしながら、クラウスは荒あらい息をつく。

「……まずい」

　倒れたまま動かないマナに、トールが近づいていく。

　神々はマナを殺さずに封ふう印いんしていた。その理由はクラウスにはわからないが、少なくとも、このままマナが捕らえられることがあれば、クラウスは最大の戦力を失うことになる。

　彼女なしではクラウスは神に勝てない。手も足も出ないと言える。

　阻そ止ししなければならない。そう考えるものの、今のクラウスにあるものは《魔剣グラム》を失い、内部機構の火か砲ほうも動かないテュールの義腕だけだ。

　神を相手に為なす術はないが、神を止めなければならないという矛む盾じゆん。それでも、マナを失うわけにはいかないと、クラウスは足を踏ふみ出す。

「ちょっと待ってもらおうか」

　クラウスはトールへと呼びかけた。

　雷らい神じんがクラウスを一いち瞥べつする。炎ほのおのような瞳に睨にらまれるだけで、たじろぎそうになるのを、必死に堪こらえ、不敵な笑えみを作る。

「……？　なんだよ。魔狼に喰くわれていた人間か」

「雷神トール。俺はお前が狙う人間、ジークリンデお姉ちゃんの弟だ」

　クラウスはトールを前にしながら、傷つき果てた身で堂々と立つ。

「名乗ろうか。俺はベルトールの子、クラウス」

　肩かたから羽織る赤い外がい套とうを翻ひるがえし、テュールの義腕を見せつける。

「お前、その鉄てつ腕わんは」

「そう。これは戦神テュールの義腕だ。奴やつを討うったのはマナ一人じゃない」

「どういうことだ？」

　トールは足を止めていた。

　彼が自分に対して興味を示したのを確信し、クラウスは言葉を続ける。

「テュールを討った者。それはマナと俺だ。魔狼の牙きば、それに、俺の虚きよ幻げんがテュールの法と戦いくさの力を打ち破り、その息の根を止めた」

「虚幻だと？　なんだそれは？　聞いたことがねえな」

「虚幻。それは噓うそ。噓とは虚うつろなる言葉が導くひとつの真実。移ろいゆく世界の理ことわり……」

「なんだ？　どういうことだ？」

　トールは訝いぶかしげに眉まゆ根ねに皺しわを寄せる。

「つまりは、トール。マナはお前に敗れた。だが、俺なら……この虚幻師クラウスならどうなる？　ということだ」

「ただの人間が、俺に挑いどむのか？　貴様、正気かよ」

　トールは心底驚おどろいた顔でクラウスを見る。

　クラウスは帽ぼう子しを押し上げると、挑ちよう発はつ的な表情でトールを見み据すえる。

「むしろ、お前に問う。神界最強の雷神が、虚幻に恐おそれをなして逃にげるのか？　たかが人間を相手に」

　トールは目を丸くし、そして、腹を抱かかえ、身を震ふるわせて笑う。

「すげえな、お前！　ただの人間が、虚幻とかいうよくわからないもので、この俺に挑むのかよ！　たまらないな！　そういうの好きだぜ！　おい、ユーディット！」

「は、はい」

　突とつ然ぜん、名を呼ばれてユーディットは声を上うわ擦ずらせる。

「この人間の言ったことは本当か？　テュールの奴を殺したのは、マーナガルムだけじゃないのか？」

　ユーディットは返答にわずかに迷い、それから口を開く。

「その人間の言葉どおりですわ。お気をつけください、トール様。その人間、クラウスはわたくしたち戦乙女ヴアルキユリアを幾いく度ども翻ほん弄ろうし、テュール様との戦いでも生き延び、魔狼と共にあの方を討った者です」

「そうかよ。お前はそれほどの人間かよ」

　トールの声は明らかに楽しげだった。消えていた稲いな妻ずまが再びトールの周囲に走り、既に粉ふん砕さいされた大地を、さらに打ち砕き始める。

　トールは《雷らい槌ついミョルニル》をクラウスに向けた。

「なら、楽しませてくれよ。人間。お前は俺と戦うと言ったんだ」

「楽しませる？」

　クラウスは失しつ笑しようした。

「その程度で済むと思うか？　何を勘かん違ちがいしているんだ。俺はマナのように甘くない。お前は俺の前に血を流すことになる」

「ははっ！　いい言葉だな!!」

　トールが興奮気味に言った。

　クラウスは背後にあるブロック大だい工こう房ぼうを振ふり仰あおぐ。

　薄うす暗ぐらい岩がん盤ばんの空の下、トールによって最上階を叩たたき壊こわされた工房の回かい廊ろうには、リンデやスズリたちの姿がある。

　不安げなスズリや、フリッツたちとは違ちがい、リンデは表情もなく、クラウスたちをじっと見下ろしていた。緑色の瞳にはいまだ神を前にした時の煌きらめきが宿る。

　それを見て、深く息を吐はくと、クラウスはトールに向き直る。

　傷口は縛しばっているものの、マナによって切り落とされた左ひだり腕うでがあった場所から血が滲にじみ、じわじわと滴したたり落ちている。

　雷らい光こうをまとうトールの放つ圧力に一いつ瞬しゆんでも気を抜ぬけば卒そつ倒とうしそうだった。

　それでも、クラウスは表情に余よ裕ゆうを作ることをやめない。

「やるか。雷神」

「いいぜ。やろうじゃねえか！　人間……いや、クラウス!!」

　トールが大きく踏み込んだ。振りかぶった右手には《雷槌ミョルニル》がある。

「始めるぜ！　神と人の殺し合いをな!!」

「受けて立ってやる！」

　トールが《雷槌ミョルニル》を投じようと腕を振るう。

　同時に、クラウスは駆かけ、跳とんだ。

「ここで逃げるだと!?」

　トールが声を上げる。

　クラウスが跳んだのはトールの攻こう撃げきで打ち砕かれた街の残ざん骸がいに向かってだった。

　その身が瓦礫の陰かげに入ったのとほぼ同時に、トールの手からミョルニルが放たれた。

「だが、見えてるぜ」

　マナを一いち撃げきで打ち倒した最強の鉄てつ槌ついが飛ぶ。その先には瓦礫からわずかに覗のぞく赤い影かげがあった。雷光をまとい飛ひ翔しようするミョルニルがそれを打ち貫ぬく。
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　クラウスは吹き飛び、その身を地面に叩きつけられた。

　苦痛に身み悶もだえ、咳せき込み、右の義腕で地面を搔かく。

　だが、彼はミョルニルの直撃を受けたわけではなかった。

「やっぱりな……」

　苦しい息の中で呟つぶやいた彼の視線の先、焼け焦こげた赤い帽子が落ちていく。

　空中を駆け、トールのもとへと戻っていく《雷槌ミョルニル》が打ったものは、クラウスの赤い帽子だけだった。

　彼は瓦礫の陰に入ると同時に、その帽子をトールが目視できるように投げ、自らは積み重なった岩の下へと身を投げていた。

　直後、襲おそいかかったミョルニルは帽子のみを打った。

　雷槌が起こした衝しよう撃げき波はとまとう稲妻による破は壊かいが、彼を吹き飛ばしたものの、瓦礫が盾たてとなり、致ち命めい傷しようを負うことだけはなかった。

　帽子もまた、ただの布である以上、打だ撃げきによって完全粉砕されることはなかったらしく、その形を保っている。

「人間如ごときが当たればまともな形が残らないな」

　背筋を走る怖おぞ気けを堪えて、クラウスはトールのもとへ戻っていくミョルニルを見上げる。

「だけど……これで目的は果たせた」

　クラウスは自分の推測が正しかったことを確信していた。

《雷槌ミョルニル》には尋じん常じようではない破壊力に加えて、標的を追つい尾びする力がある。マナはミョルニルをかわしながらも、それを振りきることができず、敗れた。

「ミョルニルは目視した標的しか襲わない」

　クラウスは呟いた。

　地に落ちた帽子は、今、トールが狙ねらった標的だ。トールはクラウスを狙ったつもりで、彼がわざとさらした帽子を目がけてミョルニルを投じた。だから、ミョルニルは彼の帽子を襲い、クラウス自身を追いはしなかった。ミョルニルは無条件に標的を追尾するわけではない。

「これなら……」

「俺のミョルニルをかわしたのか！　やるな!!」

　帰き還かんしたミョルニルをつかみ、トールはやけに楽しそうに叫さけんだ。

「だが、それだけじゃ俺を傷つけることはできんぞ！　流させるんだろ、血を！　俺と殺やるんだろうが！」

「そんなことはわかってる」

　苦々しげに言うと、クラウスは無む理り矢や理りに唇くちびるの端はしを上げ、身体からだの奥から力を振り絞しぼる。

「焦あせらなくても、今から仕し掛かけてやるよ。虚幻を。雷神トール、お前はもう俺の虚幻の内にいるんだ」
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　戻もどってきたミョルニルを鉄の籠こ手てで覆おおわれた右手でつかみ取り、トールは崩くずれ落ちた建物の跡あとを睨む。その瓦が礫れきの陰にクラウスがいるのはわかっていた。

「なるほどな。もうミョルニルの力を見み抜ぬいたのかよ。やるじゃねえか」

「トール様。お気をつけください。あの男には力はございません。しかし、悪わる知ぢ恵えだけは相当回りますわ。何をしてくるかは……」

「おもしろいじゃねえか。望むところだぜ」

　トールは《雷槌ミョルニル》を握にぎりしめ、声を弾はずませる。

「だがな、クラウス！　言っておくが、俺のミョルニルを同じ手でかわそうとした奴は今までにもいたぜ！　そいつらに俺はどうしたと思う？」

　トールの筋肉が膨ふくれ上がり、振り上げられた《雷槌ミョルニル》が雷光をまとい、黄金の輝かがやきで霧きりの工房街を染め上げる。

「盾がなくなるまで、全すべてを打ち砕くだくんだよ!!」

　そして、鉄槌が放たれた。

　その一撃は最初から瓦礫を狙っていた。着ちやく弾だんした《雷槌ミョルニル》は岩を抉えぐり、瓦礫を噴ふき上げ、街にさらなる傷きず痕あとを刻み込む。

　ただの一撃でクラウスが最初に身を隠かくしていた場所は根こそぎ消しよう滅めつした。

「あと二発だ。それでこの周りはさら地になる！」

　巻き上げられた砂さ塵じんの中で、ミョルニルが、トールのもとへ帰還するべくふわりと浮うかび上がった。

「さあ、どうするんだ!?　どうやって、俺に反はん撃げきをする!?　まさか、これで終わりなわけは……」

「トール様！　ミョルニルに!?」

　ユーディットが警告の声を上げた時には、トールもまたそれに気づいていた。

　トールのもとへ帰還しようと空を来るミョルニルに見慣れぬ色があった。ミョルニルの打撃部位と柄えに絡からみつく形で赤い外がい套とうが翻ひるがえる。

「おもしろいじゃねえか！」

　トールは喜色満面で吼ほえた。

「ミョルニルを誘さそって、そいつを逆手に肉にく薄はくする気かよ。確かにこの状じよう況きようじゃ、俺はミョルニルを使えるわけがねえな！」

　外套と共に近づいて来るミョルニルに対して、トールは地を蹴けって前に出る。

「だが、そいつはちょっと無む謀ぼうだろ」

　トールが右の拳こぶしを強く握りしめる。鋼鉄の籠手がギリギリと音を立てて軋きしみ、大地を叩き割る踏ふみ込みと共に、戻ってきたミョルニル自体を全力で殴なぐりつけた。

　金属と金属が正面からぶつかり合う激げき突とつ音が響ひびき、赤い外套がミョルニルと共に吹ふき飛ぶ。

「……っ!?」

　トールの表情が揺ゆれた。赤い眉まゆが動き、その喉のどから「くはっ！」と、愉ゆ悦えつの声が漏もれる。

　自ら殴り飛ばしたミョルニルを睨にらむ目が思わず細められる。

《雷槌ミョルニル》は地面に突つき刺ささり、その近くにクラウスの赤い外套が落ちた。

　だが、そこに虚きよ幻げん師を名乗った人間の姿はない。

「やりやがった！」

　握りしめたままの右拳に目をやる。拳を伝い、ポタポタとこぼれ落ちるのはトールの血潮だった。

　分厚い鉄の籠手を貫いて、一本の刃やいばが突き立っている。

「こいつは《魔ま剣けんグラム》。テュールの魔剣じゃねえか」

　トールはニヤリと笑った。

　彼の拳を貫いたそれは折れた剣だった。彼が言ったとおり、テュールが義ぎ腕わんに仕込んでいた呪われし黄金《魔剣グラム》だ。

　マナとの死し闘とうの中でへし折られたそれが、トールの拳に突き刺さっている。ただ、外套が残されていただけで、クラウスの姿はない。

　ミョルニルに巻きついていたのは、彼の外套と、それにくるまれた《魔剣グラム》だけだったのだ。

「なるほどな……。俺のミョルニルを誘った。そこからの全てが、お前の策か。ミョルニルにこんな目立つものがくっついていたら、俺が殴り倒たおす。そう考えて動いていたのかよ」

　トールが視線を巡めぐらせる。

　彼が睨むのは《雷らい槌ついミョルニル》の最初の一撃によって叩たたき割った地面の底に倒れたマーナガルムだった。

　そこにいるのは動かないマナだけではない。彼女の傍かたわらに黒い髪かみの人間がいた。赤い帽ぼう子しと外套を失ったクラウスだ。

「俺に加えたこの一撃すらも、策の内か」

　血で濡ぬれた鉄の籠手を示し、マナの傍そばに跪ひざまずいた彼に問う。

　彼は応こたえることなく、不敵な笑えみを返した。

「おもしろい」

　トールは拳に突き刺さっていた《魔剣グラム》の破は片へんを抜き捨てる。刀身と共に血が落ちるがそれを見もせず、痛みすら表情には出さない。

「ますますおもしろいじゃねえか！　いいぜ、こういうやり方！」

　その声は歓かん喜きに満ちている。
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「こっちは全然おもしろくない……」

　不敵な笑みを必死に作りながらも、クラウスは荒あらい息と共に、トールには聞こえぬ声で呟く。

　クラウスの仕掛けた虚幻自体はトールが言ったとおりだった。

《雷槌ミョルニル》の特性を見抜き、そこから障害を排はい除じよする形での使用を誘う。トールのもとに戻る前のミョルニルに自らの外套と共に《魔剣グラム》を仕込み、彼がそれに気を取られている隙すきにマナを助けに走る。

　完かん璧ぺきに策は決まっていた。

　だが、クラウスの吐と息いきは重い。

「まずい……」

　クラウスは自分がもうほとんど動けないことを自覚していた。

　マナに腕を捧ささげ、その出血で体力は限界に達している。あらかじめ飲んであったスズリから受け取った痛み止めの魔ま法ほうの薬のおかげで、負傷の激痛こそ薄うすれてはいるものの、強過ぎる薬のせいで吐はき気を覚える。身体の感覚も鈍にぶい。

　加えて、障害物を用いてミョルニルを防ぎながらも、激突の衝しよう撃げきが吹き飛ばした瓦礫をよけられず、いくつもの打だ撲ぼくを受けた。さらには稲いな妻ずまの直ちよく撃げきはなくとも、それで生じた熱に肌はだを焼かれてもいる。

　もはや必死に意識を保つことだけが、クラウスにできる全てに近かった。

　そんな中で、クラウスは頼たのみの綱つなだったマナに目をやる。

「冗じよう談だんだろ……」

　うめかざるをえなかった。

　クラウスの本当の目的はトールの注意を逸そらした隙にマナに接近し、彼女を助けることだった。彼女が意識を取り戻せば、まだ勝機はある。そう考えていた。

　だが、銀の髪の魔ま狼ろうはピクリとも動かない。封ふう印いんを解放した時に放つ光は消え、刀身が折れ砕けた《双そう牙がハティ》ももはや失われていた。

　マナが呼吸すらしていないことにも、クラウスは気づいていた。

「俺との契けい約やくはどうした……。魔狼だろうが、お前は」

　その言葉にも反応はない。

「おい、クラウス。お前は強いぜ」

　トールが賞賛の声を投げかける。

「俺は知ってるぜ。お前のような強さを。正面から殴り合うだけが強さじゃねえ」

　彼は血で濡れた鉄の籠手を満足げに眺ながめる。

「たかが人の身で、宣言どおり、俺に血を流させたんだ」

　負傷を気にすることもなく、トールは《雷槌ミョルニル》を強く握り直す。隆りゆう々りゆうとした筋肉がさらに盛り上がる。

「虚幻か。策に策を重ねて、力に挑いどむ！　そういう戦いくさも嫌きらいじゃないぜ！　さあ、俺をもっと愉たのしませろ！　お前の虚幻って奴やつで、俺を殺してみせろ！」

「それは無理な相談だな」

　声を弾ませるトールに対して、クラウスは冷たくあっさりと言い放った。

「な……!?」

　トールは驚おどろくほど素す直なおに目を丸くする。

「なんだと、てめえ!?　ふざけるな！」

「ふざけてなんていない。事実を言ったんだ」

　クラウスは平然と返す。

「そもそも、俺は言ったはずだ。テュールを殺したのは、俺とマナ。その二人だ。俺の虚幻だけでも、マナの牙だけでもない。そのふたつを重ねることで、神をも殺す刃を成した」

　クラウスはトールの傍に転がる《魔剣グラム》の破片を指す。

「そんなものは切り札でもなんでもない。俺の本当の武器。それは月喰くらいの魔狼マーナガルムだ。だが、残念だが、マーナガルムは……マナは動けない。今の俺にはお前を殺せる刃がない」

「つまりは」と、クラウスは続けた。

「このまま戦うなら、俺はお前にあっさり負ける」

　深くため息をつく。しかし、クラウスはトールから目を離はなさない。

「だが、マナがいれば……。さらにはきちんと準備を整えた俺の虚幻を重ねれば……テュールを殺した神殺しの力、それをお前に見せつけることができる」

「なるほど」

　トールがまた喉の奥で笑う。

「つまりはよ。それは命いのち乞ごいってことか」

「そのとおりだ。雷らい神じん。お前にはそれを無視することができる。《雷槌ミョルニル》の一いち撃げきで……いや、素す手ででも十分か。俺にトドメを刺して、マナを捕とらえる。そして、お姉ちゃんを殺して、使命とかいう奴を果たす。隻せき眼がんの主神の犬として」

「おいおい、安い挑ちよう発はつはよせよ」

　トールのミョルニルを握りしめる手から力が抜ぬけた。

「犬はごめんこうむるぜ」

「トール様!?　いけませんわ！　まさか、あの男を見み逃のがすつもりなのですか!?」

「ダメだって言うのかよ。それじゃ、ユーディット」

　トールがユーディットを睨む。その目に宿る怒いかりの色に、ユーディットは息を吞のむ。

「お前はあいつ以上の戦いを、俺によこせるのか？」

　ユーディットは応えることができない。

　黙だまり込んだ彼女をよそに、トールは再びクラウスに向き直る。

「クラウス。魔狼の回復と、お前の虚幻の準備にどのぐらいの時間が必要だ？」

　クラウスはわずかに考える様子を見せてから、口を開く。

「一ヶ月」

「七日でいいな」

　彼の言葉を遮さえぎって、トールは言った。

「……いや、それはちょっと短いんだが」

「うるせえな。俺は自分で言うのもなんだが、我が慢まんが足りない男なんだ。七日くれてやるだけでありがたく思えよ」

「まあ、確かにそうか」

　クラウスは肩かたをすくめ、それからトールの目をまっすぐに睨み返す。

「なら、七日だ。七日以内に俺たちでお前を殺してやる」

　澱よどみなく宣言する。

「おう。楽しみにしてるぜ！」

　頰ほおを綻ほころばせたトールは《雷槌ミョルニル》を振ふり上げた。

「虚幻師の虚幻の技わざと、魔狼の爪そう牙が！　そいつが作り出した神殺しの刃を、俺とミョルニルが正面から叩き潰つぶし、打ち砕くだく！」

　トールもまた宣言する。

「俺を殺せなければ、その時こそお前たちは死ぬ。嫌いやなら、必死に抗あらがえ。俺を殺してみせろ！」

　トールの握にぎりしめた《雷槌ミョルニル》に黄金の稲いな光びかりが集つどう。

「楽しく殺し合おうぜ！　ベルトールの子、クラウス!!」

　叫さけび、ミョルニルを地面へと叩きつけた。岩の塊かたまりである地面が炸さく裂れつし、黄金の光が地下世界を埋うめ尽つくす。

　吹ふき荒あれ狂う爆ばく風ふうからクラウスは顔をかばう。

　しばらくして、光と砂さ塵じんが消え失うせる。その時には、トールとユーディットの姿もまた忽こつ然ぜんと消えていた。

「行ってくれたか……」

　呟つぶやいたクラウスの身体からだが揺ゆらぐ。

　だが、彼はテュールの義ぎ腕わんで身を支え、辛かろうじて這はいずるように、マナのもとへと身を寄せた。

「マナ……！　無事なんだろ。マナ！」

　叫んでも彼女は応じない。

　手を伸のばして彼女に触ふれ、クラウスは硬こう直ちよくする。

　やはりマナは呼吸をしていなかった。

「クラウスくん！」

　スズリの声がした。

　振り返れば彼女と共にリンデや、フリッツたちが大だい工こう房ぼうのほうから駆かけてくる。

　それを見た瞬しゆん間かん、クラウスは自分の身体から力が抜けるのを感じた。

　もはや抗うこともできぬまま、彼はそのまま粉ふん砕さいされた岩が転がる上へと倒れた。
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「ダメだわ……心臓が止まってる」

　スズリが重い声で口にしたその言葉に、聞いていたクラウスもまた心臓が止まりそうなほどの衝撃を受けた。

「そんな……」

　クラウスは息を吞む。

　彼はトールとの戦いの跡あとで、リンデの手当てを受けていた。

　腕を落とされた傷口を厳重に縛しばり、ミョルニルの余波で受けた傷もひどい部分には優やさしく包帯が巻かれている。

　そんな治ち療りようを施ほどこしていたリンデも彼と同じように衝撃を受け、声なき声を漏もらす。

　仰あお向むけに寝ねかされたマナは目を閉じたままでピクリとも動かず、その顔色は明らかによくない。粉砕された胸当ての下、形よい胸も上下していなかった。

　クラウスが彼女の名を呼ぼうと口を開いた。

　その前にスズリが動いていた。彼女は手にした小こ瓶びんから何かの薬を口に含ふくむと、一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよもなく、マナに口づけした。突とつ然ぜんのことに言葉もないクラウスたちの前でマナの喉のどがかすかに動く。数秒のあと、マナの身体がビクリと痙けい攣れんし、その背が反り返った。

「がはっ！」

　咳せき込み、身を起こそうとしたマナは不意に心臓を押さえ、苦痛の声を上げるとのた打ち、スズリを突つき飛ばす。小さく悲鳴を上げたスズリは大きな瓦が礫れきに叩たたきつけられた。

「よかった。ちゃんと効いたわね……」

　呟いたスズリの手から小瓶が落ちて乾かわいた音を立てた。

「何を飲ませたんだ？」

「神々の不死の薬、黄金の林りん檎ごを疑ぎ似じ的に再現しようとして試験的に作られた魔ま法ほう薬よ。結局、神々や巨きよ人じん以外には強過ぎるからって、研究は止まったものなのだけど。心臓や身体を無む理り矢や理りに動かす類たぐいで、人間だと血管が破は裂れつして死に至るらしいわ」

「お前、なんてものを……いや、お前も大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　岩の上に爪つめを突き立て、それを削けずりながら、苦しげにうめくマナに目をやる。

　一方で、スズリも胸を押さえ、荒あらい息を漏らす。

　リンデが水の入った瓶を手に、スズリのもとへ走り寄る。彼女が差し出した水を含み、口の中に残っていた魔法薬を吐き出した上で、スズリは水を一気にあおった。

「う……」

　直後、スズリは激しく咳き込むと、胃の中のものを全すべて吐はき出した。そこには赤い色が混じっている。

「スズリ。無事なのか？」

　クラウスは恐おそる恐る問う。心配そうな顔でリンデが背中を撫なでている。

「わたしは……スズリさんは平気よ。それよりも、マナ様は……」

　マナはもがくのをやめていた。

　クラウスたちが見守る中、彼女はゆっくりと顔を上げる。

　汗あせで濡ぬれた額に銀色の髪かみが貼はりついていた。憔しよう悴すいしきっていることがわかる顔で、マナは虚うつろな目をクラウスに向ける。

「アタシは……負けたのか」

　それだけを呟き、マナは突っ伏ぷした。

「マナ！」

　よろめきながらもマナに近づいたクラウスは、彼女が呼吸していることを確かめる。脈も速過ぎる状態だが、確かに心臓は動いてはいた。

　スズリもまた無事であることを確かめて、クラウスはその場に座り込む。

　周囲は惨さん憺たんたるありさまだった。

　ひとつの岩から削り出されただろう霧きりの工こう房ぼう街の中心が消しよう滅めつし、そこに大きな傷きず跡あとが残されている。その周囲の家々もまた、ミョルニルの余波や、彼の放った雷かみなりに削り取られ、打ち崩くずされていた。

　ほんの十数分のできごとだ。

　住人である黒妖精ドヴエルグたちにも怪け我が人が、あるいは死人が出ているのか、包帯を巻いた人が運ばれていくのが見える。

　だが、クラウスは気づく。

　家々の陰かげから覗のぞく黒妖精たちは戦いの原因となったクラウスを憎ぞう悪おの目では見ていなかった。むしろ、どこか嬉うれしそうに、何かを期待するような表情をしている者が多い。

「すげえっすよ。クラウス兄貴！」

　フリッツが声を上げた。誰だれかが手を叩き、どこかから賞賛の声が上がる。

　クラウスは困こん惑わくを隠かくせない顔でフリッツを見返す。

「マナ姐ねえさんを倒たおしたあいつを退ひかせたんすよ！」

　フリッツの仲間たち、《銀ぎん狼ろう騎き士し団》の者たちも口々に彼を褒ほめ称たたえる。

「いや、あれは……」

「そうよ！　さすがはクラウスくん！」

　クラウスの言葉を遮ったのは、突然、立ち上がったスズリだった。

　まだよろめいている彼女には明らかに薬の影えい響きようが残っている。だが、スズリは無理矢理に声を張り上げた。

「ただの人間が、特別な力も使わずに、神界アースガルズ最強の雷らい神じんを退けたのよ！」

　止めようとして、クラウスはスズリの思おも惑わくに気づいた。

　彼女の声はクラウスではなく、フリッツたちや、霧の工房街の黒妖精に向けられている。

　これほどの破は壊かいを前に不安を覚えるはずの人々が混乱せずにいるのは、トールを退けた者がいるからだ。

　スズリが自分を神と戦える者に仕立て上げようとしていることを直感する。

　同時に、今、彼女の言葉を否定すれば、多かれ少なかれ、混乱を招き、下手をすれば、それがリンデを危険にさらすこともわかる。

　人々を煽あおる言葉とは裏腹に冷静さを保ったスズリが、クラウスを一いち瞥べつする。

　だから、クラウスは口をつぐんだ。

「この調子っすよね。兄貴。七日後っすよね。やるっすよ！　あいつを殺せるなら……最強の雷神に勝てるなら、俺たちが神々奴らに勝てるってことが証明されるっす！　いくらでも力貸すっすよ！　この命も！」

《銀狼騎士団》の戦士たちが盾たてを叩き、声を上げた。

　クラウスのもとに戻もどってきたリンデが彼の身を案じ、上うわ目め遣づかいに見つめる。

　その緑色の瞳ひとみにはもはや神々を前にした時の、巫女みことしての光はない。

　リンデに対して微び笑しようを浮うかべると、クラウスは彼女の桃もも色いろの髪を撫でた。

　疲つかれきったクラウスの目は倒れたまま動かないマナを見み据すえる。
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　薄うす暗ぐらい部屋の中でマナが目を開けた。

　彼女は赤い瞳を瞬またたかせ、ぼんやりとした顔で周囲を見回す。

　わずかにその身を動かすだけで、骨と肉が軋きしみ、激痛が走り、その顔をしかめる。

　いまだはっきりしない意識の中、マナは自分が大工房の一室だろう部屋の寝しん台だいに寝ねかされていることと、その傍かたわらにクラウスがいることに気がついた。

　マナが目を開けたことと、自分を見たことに、クラウスもまた気づいている。

「目が覚めたな。お前、一日寝てたぞ」

　クラウスに言われ、マナはもう一度寝台に身を預けながらも頷うなずいた。

　寝台の脇わきに座るクラウスはいつものように赤い外がい套とうをまとう。だが、それはあちこちが焼け焦こげている。室内であるにもかかわらずかぶっている帽ぼう子しも同じく、焼けた跡が残されていた。そして、外套の下の彼の身体には両りよう腕うでがなかった。トールとの戦いの前と同じく、外套はただ羽織っているだけに過ぎない。

　マナは苦しげに息を吐くと、暗い天てん井じようを見上げた。硝子ガラス張りの窓から地下スヴアルト世界アルフヘイムの光が入り込んでくるものの、夜が遅おそいのか、その光は弱々しい。

「トールは……どうした？　何故なぜ、アタシが敗れて、お前が生きている？」

「俺の虚きよ幻げんで退けた。奴も俺にはかなわないわけだ」

「そうか……」

　やけに素す直なおに言われ、クラウスはむしろ、言葉に詰つまる。

「いや……。奴の性格を利用して、舌先三寸で再戦の約束を取りつけて、帰ってもらっただけだ。六日後、俺とお前はあいつと戦わなければならない」

　今度こそ命をかけることになる。

　それを口にすることはクラウスにはできなかった。マナは何も言わず、ぼんやりと天井を見ている。その唇くちびるが動いた。

「テュールと戦ったあととは逆だな」

　マナはクラウスの顔を見ず、ポツリと言った。

「両腕のない俺じゃお前の世話はしてやれないけどな。ただ、寝ね顔がおを見ていただけだ」

　クラウスは冗じよう談だんめかして言うが、マナは応こたえず、顔を背そむける。

「……みっともないところを見せた」

　彼女はいつになく弱々しく言った。

「いや。腕うでがないから汗を拭ふいてやることすらできなかったんだが」

　マナはやはり応えない。その唇がかすかに息を漏らす。

「悪い。冗談だ。裸はだかは見てない」

「別にかまわない」

　短く言って、マナはクラウスに背を向ける。

「貴様こそ……かなり弱っているだろ」

　そのままの状態でマナは言う。

「死にかけたお前ほどじゃない」

「また腕を切り落としたんだ。死の国ヘルヘイムでは確か高熱を出していた」

「あの時とは違ちがう。お姉ちゃんが飲ませてくれた熱さましの薬草が効いている」

「やはり、キツいんだろうが。寝ていればいいのに、こんなところに」

「この体調じゃ戦いの準備を含ふくめてできることがないんだ」

　マナがフンと鼻を鳴らした。そして、わずかに押し黙だまる。

　クラウスもまた何も言わず、彼女の背中を見ていた。

「奴が……トールが強いことはわかっていた」

　マナは誰に言うでもなく、苦しげな声で呟つぶやいた。

「アタシの父親、巨きよ狼ろうフェンリル。邪じや神しんと巨人の間に生まれた巨狼の兄弟は、死の国の女王ヘル、そして、トールの宿敵だった世界蛇じやヨルムンガンドだ。どれも神々が敵として警けい戒かいしていた」

　クラウスは死の国で倒した法と戦いくさの神テュールと、巨狼フェンリルの因いん縁ねんを思い出す。

　テュールは友でもあった巨狼を裏切り、謀はかり、彼を神々のもとへ捕ほ縛ばくした。そして、神ラ々グのナ黄ロ昏クの戦いの前に処しよ刑けいした。

「ヨルムンガンドは人界ミズガルズ自体を取り巻くほどのとてつもなく巨きよ大だいな蛇だ。だけど、アタシは聞いたことがある。トールは海の中にいたそれを、持ち上げるほどの力を持っている」

「途と方ほうもなさ過ぎて、想像自体できないな。さすがは自分以外の神全員より強い力」

　戦う前に聞いていなくてよかったと、クラウスは内心で思う。

「そして、トールは神々の黄昏の戦で、《雷らい槌ついミョルニル》でヨルムンガンドを打ち殺している。貴様の姉が、トールが策によってヨルムンガンドを陥おとしいれたと言っていたが、それでも、勝ったことは確かだ。奴はアタシの父親に匹ひつ敵てきする。あるいはそれ以上の力を持つ。対たい峙じしただけでそれを実感した」

　マナは自らを抱いだくように腕を回した。

「だから、アタシは油断なんてしていなかった。貴様の腕を喰らい、全力をもって、細心の注意をはらって、奴に立ち向かったはずだった」

　マナがククッと声を漏もらした。その顔に浮かんだのは自じ嘲ちよう的な笑えみだ。

「だが……一いち撃げきか」

　マナが身をよじり、クラウスを見た。

　意識は完全に戻っているにもかかわらず、その赤い瞳はどこか虚ろだった。

「……アタシは奴に勝てない」

　はっきりと言った。クラウスは否定しようと口を開こうとするも、言葉にならない。

「力を封ふうじられているからじゃない。仮にこの身を脱だつして、魔ま狼ろうとしての肉体と力を完全に取り戻したとしても、アタシは奴に勝てない」

　もう一度、顔を背け、背中を向けると、マナはその身を震ふるわせた。

　それが敗北の悔くやしさからくるものなのか、圧あつ倒とう的な力を持つトールへの恐きよう怖ふからのものなのかは、クラウスにはわからない。彼女の表情すら見えない。

　ただ、クラウスは、剣けんもなく、鎧よろいもなく、いつもの覇は気きすら失い、目の前の寝台に横たわる魔狼の背中が、ただのか弱い少女のものに見えた。

　幻まぼろしと噓うそを操あやつる虚幻師を名乗りながらも、クラウスは彼女の背中にかける言葉が出ないことを歯は痒がゆく思う。

「クラウス。お前はまだアタシにその身を捧ささげるのか？　喰らわせるのか？　奴に勝てない、アタシに……」

　クラウスはほんの少し惑まどう。優やさしい言葉をかけようと思ったが、それができなかった。

　深く息を吸って、ようやく口を開く。

「はっきり言う。無理だ」

　クラウスは事実を告げた。

　マナは背を向けたまま黙り込んでいる。それを見ながらも、クラウスは言葉を続ける。

「だけど、お前がトールに勝てるとか勝てないとか、そういう理由じゃない。地下世界の医者にも、スズリにも言われた。俺も自覚している。お前の言うとおり、俺の身体からだはかなり衰すい弱じやくしている。左ひだり腕うでを落として、数日も経たっていない今の体力で、また四し肢しを切り落とすような真似まねをすれば、その時点で俺は死ぬ」

　マナは丸一日眠ねむっていた。ここに座っていたクラウスだが、自分の体力が限界であることは自覚していた。本来なら戦える状態ですらない。

「一応、尋たずねてみるが……。腕や脚あしじゃなく、例えば、肉を嚙かみ千切る程度の代だい償しようなら、お前はどのぐらいの時間、封ふう印いんを破ることができる？」

「正確な時間はわからない。だが、できたとして、よくもって十数秒だろ」

　マナは吐はき捨てる。

「そうか……」

「逃にげないのか？　せっかく時間を稼かせいだんだ」

　マナの問いにクラウスは目を瞬かせた。それから、かすかだが苦い笑みを浮かべる。

「……逃げられると思うか？」

　言いながらクラウスは首を横に振ふる。

「逃げたところでジリ貧だ。俺もお前もこの身体じゃ逃げきることすらできない。それなら、留とどまって戦うしかない。この七日に打てる手を全すべて打って、奴を返り討うちにするしか、俺たちに生き延びる道はない」

「……まったく、そのとおりだな」

　マナは小さく「すまん」と呟くと黙り込んだ。クラウスもそれ以上何も言えなかった。

　重苦しい沈ちん黙もくが二人だけの部屋に満ちる。まだ傷が痛むのか、時折、マナが漏らす苦しげな息が部屋に響ひびく。そんな中、二人の沈黙を破るように廊ろう下かを走る足音が近づいて来るのが聞こえた。

「お姉ちゃんの足音。愛いとおしい」

「見てないのにわかるのか、貴様は」

　マナは思わず呆あきれた声を出す。

　パタパタと走る小さく慌あわただしい足音はマナの部屋の前を通り過ぎて、そのまま走り去っていく。

「……貴様を呼びに来たんじゃないか？　部屋を間ま違ちがえて行ったような気がする」

「お前なんかにお姉ちゃんの何がわかる？　だけど、俺もそう思う」

　椅い子すから腰こしを浮かせたクラウスの様子に、マナは苦く笑しようする。

「行け。アタシに構っている場合じゃないだろ。貴様は姉が好き過ぎて気持ち悪いんだ」

「確かにお前に構ってる暇ひまはないな」

　わずかだが笑みを交かわし、クラウスはドアのほうへ向かう。

「開けること、できるのか？」

「そうだった。開けてくれ」

「……アタシはこれでも、怪け我が人だぞ」

「本気で死にかけていたしな」

　言いつつ、クラウスはドアを乱暴に足で開けた。

「全部閉めてはいなかったんだ」

「用よう意い周しゆう到とうなことだな」

　マナが鼻を鳴らす。

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺は用意周到な男だから。七日もあれば……奴やつを虚幻に捕とらえることはできる。だから、今は休んでおいてくれ」

「貴様……」

　クラウスはそれだけを言い残して、部屋を出て行った。

　取り残されたマナは暗い部屋の中で額に手を当てる。

　その身体がまた小さく震えた。

「バカが……。虚幻師とか名乗るくせに……。今の貴様の噓はアタシでも見み抜ぬける。人間如ごときが魔狼を気き遣づかうな」

　わずかに湿しめった声で、彼女は独りごちた。




　　　　◆　◆　◆




「お姉ちゃん」

　廊下を走っていくリンデに追いつき、クラウスはその小さな背中に声をかけた。

「……っ！」

　ピョコンと跳はねるようにして、リンデが振り向く。

　声こそないが、驚おどろいた顔をしたリンデは緑の瞳ひとみに涙なみだを滲にじませた。

　そのままクラウス目がけて走り出した彼女は、大きく跳ねると、クラウスの身体に真正面からしがみつき、器用によじ登る。

「お、お姉ちゃん……!?　そんな大だい胆たんな……い、痛い!?　傷が痛っ!?　うわっ！」

　両足をクラウスの腰に回す形でしがみついた彼女は空いた手でその胸をポカポカと叩たたいた。

「痛い痛い。だけど、お姉ちゃんに叩かれるなら俺はいつだって本ほん望もうで……」

　潤うるんだ緑の目がクラウスを上うわ目め遣づかいにじっと見る。

　それから、リンデはクラウスから飛び降りた。

「『頭を下げて』って？　お姉ちゃんの言うことになら、俺は二つ返事で従うよ」

　迷うことなく、クラウスは跪ひざまずき、リンデの前へ頭を垂れる。

　リンデはクラウスの帽ぼう子しを取った。そして、彼の頭を優しく撫なで、ギュッと抱だき締しめた。

「お姉ちゃん……」

　リンデはクラウスの髪かみに愛おしげに頰ほおを寄せる。その瞳から流れ落ちた涙がクラウスの首筋へと落ちた。

「心配してくれているんだね」

　クラウスを抱く、そのままの姿勢でリンデは頷うなずく。

　彼女はもっと強くクラウスを抱き寄せると、ゆっくりと身を離はなした。

　クラウスが顔を上げれば、リンデはむくれた様子で彼を見ている。年ねん齢れいより幼く見える顔で頰を膨ふくらませている姿が愛らしいと、彼は思った。

「そっか。俺がお姉ちゃんに黙ってマナのところに行っていたから。それを心配して、怒おこってるんだね。『だって、今のクラウスは両りよう腕うでがないから、お姉ちゃんがいないと何もできないのよ。傷だってちゃんと治ってないのに。熱が下がっているのも薬草のおかげ。無む茶ちやはやめて……』か。そうだね。ゴメン」

　肩かたから羽織った外がい套とうの袖そでが揺ゆれる。

　それを悲しげに見たリンデは、クラウスを手招きする。

「ついてこいって？　うん。お姉ちゃんとならどこへでも……。なんだか、フリッツの台詞せりふみたいだな。……ともかく、行くよ」

　クラウスはリンデに従い、歩き出す。二人は階段を下り、一階へと下りる。

　リンデがクラウスを導いたのは、一階の入り口近くにある広間だった。

　クラウスの鼻をどこか食しよく欲よくをそそる匂においがくすぐる。

「そうか。一階に食堂があったんだね」

　ブロック大だい工こう房ぼうの食堂はやけに広く、いくつも並んだ長机にはさらに多くの椅子が用意されていた。

「昼間見た感じ、たくさんの人が働いているようだった。一度に効率よく食事をとるために、こんな部屋になっているのか」

　見回しながら、クラウスはリンデが案内した席に腰を下ろす。

　夜中であるため、今の食堂にはリンデ以外の姿はない。簡単な呪アわンれドしヴ黄ア金リが使われているのか、地下世界の岸がん壁ぺきなどと同じ素材を使っているのか、壁かべに埋うめられた球体がほのかな灯あかりで部屋を照らしていた。リンデが食堂の奥に消える。

　しばらくして、彼女は鍋なべを運んできた。何も入っていないクラウスの腹が思わず音を立てる。リンデが用意したのは卵を落とした麦の粥かゆだった。質素な粥の上に柔やわらかく固まった卵が漂ただよう。ほんの少し使われているらしい香こう草そうの匂いが粥と卵の匂いに合っていた。

　リンデはクラウスの横に腰かけると、スプーンでそれをすくい、湯気の立つそれをフーフーと吹ふいて冷ましてから、クラウスの口へと運ぶ。

　クラウスはそれに従い、口を開け、粥を受け入れた。味つけは薄うすくシンプルなものだった。だが、卵と絡からみ合う麦の粥の味は優しくもほどよく濃のう厚こうで、その簡素さのわりに満足感がある。空腹のクラウスの胃にはそれが染しみわたる。

「お姉ちゃん……。俺のために」

　粥を口に運んでもらいながら、クラウスは感動の声を漏もらす。

　簡素な食事だが、それが重傷を負い、体力を失っている自分のことを考えてのものだと、クラウスにはわかっていた。

「さすがはお姉ちゃん……。俺のお姉ちゃんだ」

　思わず声を詰つまらせる。

「こんな優やさしい子が俺の実のお姉ちゃんじゃなかったら、反射的に求きゆう婚こんしてしまっている自信がある。運命の悪戯いたずらだ。運命のノル女神ニルよ……」

　半ば涙なみだ声ごえで言いながら、クラウスはリンデに食事を口に運んでもらい続ける。

「クラウスくん！　ここにいたのね！」

　そこへスズリが姿を現した。

　リンデが差し出したスプーンを咥くわえたクラウスは心底迷めい惑わくそうな顔でそちらを見る。

「……なんだ。姉弟きようだいの団だん欒らんの邪じや魔まをしに来たのか？」

「一人で出歩いて見つからないなんて、スズリさん、本当に心配したのよ。心配で心配でたまらなかったわ。危険だわ！」

「お前の心配というのは、俺がトールを怖こわがって逃げたかどうかじゃないのか？」

「そんなことはあまりないわよ！　スズリさん、クラウスくんのことをだいたい心から案じているのに……」

「悲しげな顔をしてくれたところ申し訳ないけど、時には正直さが残ざん酷こくな結果を招くこともある」

　クラウスは深くため息をつく。

「いや、そもそもだ。お前は俺の義ぎ腕わんを作ってくれている最中じゃなかったか？」

「スズリさんね、クラウスくんのためにご飯を作ってきたの」

　スズリが眼鏡の奥の瞳を細めた。

「いや、義腕は？」

「これよ！　イイ匂いでしょ！」

　彼女が言ったとおり、どこからか香こうばしい匂いが漂ってくる。それは明らかに肉を焼いた匂いだった。スズリが指を鳴らせば、フリッツたち《銀ぎん狼ろう騎き士し団》が数人がかりで何かを運んできて、クラウスの前にドシンと置く。

「トールを退けた記念。スズリさんからのご褒ほう美び」

「俺たちからの尊敬の証あかしっす！　兄貴！」

　クラウスは目を見張る。

　そこに置かれたのはまぎれもなく豚ぶただった。焦こげ目がつくほどじっくりと焼いた豚の、ほぼほぼ丸焼きだった。刺し激げき的で食欲をそそる匂いが食堂に立ち込める。

「……地下世界って、豚飼ってたのか。いや、黒妖精、豚食うのか」

　確かに食欲をそそられる食べ物だが、したたる肉にく汁じるを見て、クラウスは思わず口元を押さえる。身体からだが弱っている今、肉の塊かたまりを目の前に置かれるのはあまりにも重過ぎた。

「豚は飼ってるわよ。もちろん、地下世界独自の食べ物もあるけど……。クラウスくんにはなじみの食べ物がいいと思って……。なんだか新にい妻づまの気分」

「いや、お前みたいな腹黒いの娶めとりたくないんだけど。全すべてを奪うばわれそうで」

「やだ。クラウスくん、照れてる。ちょっとかわいい……。本気になっちゃう。あ、これまでも本気だったんだけど……とにかく、スズリさんが食べさせてあげるわね」

　スズリは豚の肉に小刀を入れると器用に切り分け、その一辺を串くしに刺さしてクラウスの前へ差し出した。口を閉とざしているクラウスだが、スズリは「遠えん慮りよしなくていいの。ほら、ほら！」と、串を突つき出してくる。

「いや、突き出すなよ。怖いな」

　しかたなく、クラウスは肉を口にする。

　肉汁が滴したたる豚ぶた肉にくには見た目のとおり、濃厚な味つけがされていた。たっぷりとかけられた甘あま辛からいソースが肉汁と混じり合い、舌に絡みつく。香こう辛しん料りようの刺激とわずかに焦げた匂いがそれらの味をさらに引き立て、クラウスの口の中を満たしていく。

「うまいな」

　思わず言った。ただ、同時に、やはり今のクラウスには重過ぎる料理だということも確かで、むせそうになる。

「よかったぁ。それじゃ、クラウスくん。もっとアーンして」

　スズリは次の肉を串に刺して、クラウスのほうへと差し出した。

　そこへ遮さえぎるようにスプーンが突き入れられる。リンデだった。クラウスのすぐ横に立つスズリをじっと見つめ、クラウスをかばうようにスプーンで肉の行く手を塞ふさいでいる。

「どうしたの？　リンデちゃん？　どうして、邪魔するの？」

「『ダメ！　今のクラウスにそんなに濃こいものは食べさせられないわ。クラウスにアーンするなら、ちゃんと身体のことを考えて』お姉ちゃん……。俺のことをそんなに大事に」

「リンデ姐ねえさん、今ので合ってるんすか？」

　見守っていたフリッツが思わず尋たずねる。リンデが首をブンブンと縦に振ふった。

　それを見て、フリッツは「すげえ……。こいつが姉弟愛っすか……」と、感動を見せる。

「大だい丈じよう夫ぶよ、リンデちゃん。スズリさん、きちんと滋じ養よう強きよう壮そうにいい薬も入れておいたし、香草もそういうのを選んでいるんだから」

「薬入ってるのか。これ」

「マナ様に使ったような危険なものじゃないから、多分、大丈夫よ。具合はどう？　きちんと効いてきたかしら？　違い和わ感かんがあったら、スズリさんに教えてね！」

　クラウスは思わず胃のあたりを押さえた。

　そんな中で、リンデは不満げに頰を膨らませて、スズリを指差す。

「お姉ちゃん？　そうか……。なるほど。『だけど、おかしいわ。スズリさんはさっきまで工こう房ぼうにこもっていたはず。こんな料理を作る時間なんてなかったはずよ』か。俺は見ていないけど、お姉ちゃんが言うならそうなんだろ」

　言いつつ、クラウスがスズリに目をやれば、彼女は露ろ骨こつに顔を背そむけた。

「どうっすか？　兄貴。お口に合うっすかね？」

「なんでお前が訊きくんだよ……。あ、そうか」

「作ったの、俺っすから」

　クラウスはもう一度、スズリを見る。

　彼女は目を合わせないようにうつむき、「口止めを忘れてたわ……」と呟つぶやく。

「いやぁ。親父おやじから飯を任せられること、多かったんすよ。大おお雑ざつ把ぱなものしか作らないっすけど、皆みんなの中じゃ評判いいんすよ。俺が女なら惚ほれるとか言う奴やつもいて困るっす」

「そいつには気をつけろ。ともかく、確かにうまいとは思う。俺がこんな体調じゃなければ」

　クラウスは気まずげなスズリを見る。

「それで、お前のほうは俺の言っていたことを……」

　言いかけて、言葉を止めた。スズリの顔には確かな疲ひ労ろうがあった。

「いや、進めてくれていたのか」

「クラウスくん……」

　彼女はゆっくりと顔を上げ、嬉うれしそうな表情を浮うかべた。

「そうなの。昨日から寝ねずに義腕の設計を仕上げたりしていたから、本当に疲つかれてるの。だけど、それを隠かくして気き丈じように振る舞まっていれば、さらに、料理まで作れば、きっと、クラウスくんはスズリさんの健けな気げさにコロッとやられちゃう……。そう確信してるわ」

「全部言わなければ、万が一だけど、機会はあったかもしれないのに」

　クラウスは真顔で言った。

「あ、違ちがうのよ。違うの」

「なんでもいいから、現状どうなっているのか教えてくれないか？　俺たちを追ってきたトールの襲しゆう撃げきに関しては詫わびても詫びきれないが、俺は俺でお前の望みはかなえたんだ」

「そうね」

　言うと、スズリはどこからか丸めた紙を取り出し、長机の上に広げた。

　それはトールの襲撃前に見た義腕の設計図だった。詳くわしい部分はクラウスにはわからないが、以前のものとは形状が違い、新しい書き込みが大量に増えていた。

「設計は終わって、必要な資材も揃そろえているし、作業の見通しもついているわ。クラウスくんがトールと再戦する六日後までには十分に間に合うはずよ。スズリさんが夜を徹てつして作業すれば……クラウスくんに健気につくせば」

「やっぱり自分で言わなければ、俺もホロッとくるのに」

「違うの」

「ともかく、間に合うんだな」

「クラウスくんが望んだ仕様にできるようにかなり工く夫ふうしているから。それに、必要だって言っていた薬のほうも、シンドリ大工房の備び蓄ちくから揃えることができそうよ」

「あいつとやり合うんすよね!?　あの化物と……神と。俺らもできることはするっすよ。他ほかの連中も……《銀狼騎士団》に名を連ねた連中は、クラウス兄貴に力を貸すはずっす。皆、戦乙女ヴアルキユリアとやり合った時と、心は同じっすよ」

「戦乙女と……か」

　クラウスはわずかにその表情を陰かげらせた。

「トールが化物だということはわたしたちもわかっているわ。でも」

　スズリが笑いかける。

「ここにはクラウスくんを慕したう人たちがいる。スズリさんだって、その一人よ。黒妖精として、できる限り、クラウスくんの望むようにするわ。だから、わたしは信じてるわ」

　わずかに間を置いて、スズリは言った。

「クラウスくんなら、雷らい神じんトールに勝てる。そう信じているわ」

　ドンッ！　と机が鳴った。

　突とつ然ぜんの音にスズリとフリッツが目を丸くする。だが、最も驚おどろいていたのはクラウスだった。

　机を叩たたいたのはリンデだった。彼女自身、鳴り響ひびいた音に驚いたのか、目を丸くして、慌あわてている。

「お姉ちゃん……？」

　クラウスの声に我に返ったのか、リンデは首を横に振ると、スズリたちのほうへと身を乗り出した。

　その目は悲しげだが、唇くちびるは横一文字に引き締しめられている。何かを訴うつたえるように、リンデはスズリとフリッツを見つめる。緑色の瞳ひとみは潤うるんでいた。

「何？　何なの？」

　スズリはクラウスに問う。クラウスはリンデを見た。彼女はクラウスを見つめ、すがりつき、その胸の中で震ふるえる。こぼれ落ちた涙なみだが床ゆかの上に染しみを作る。

「だけど、お姉ちゃん。俺は……」

　クラウスは少し迷い、スズリたちのほうを見ると、それから口を開いた。
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「……マナが一方的に負けたほどの相手と俺を戦わせたくない。俺が、お姉ちゃんを置いて逃にげるべきだ。お姉ちゃんはそう言ってる……。だけど」

　クラウスは首を横に振る。

「それはできない」

　リンデの小さな手がクラウスの胸を叩く。されるがままのクラウスの身体がわずかに揺ゆれた。

「リンデ姐さん……」

　フリッツが困こん惑わくする。

　その横でスズリが眼鏡を押し上げる。その奥にある黒い瞳にいつもの柔やわらかさはない。

　彼女はその目でリンデを見下ろした。

「リンデちゃんはクラウスくんが愛いとしいお姉ちゃんを置いて逃げると思っているの？」

　スズリの問いに、リンデが顔を上げる。

　彼女は戸と惑まどいを見せるが、スズリは構うことなく言葉を続ける。

「クラウスくんがちょっと気持ち悪いほどお姉ちゃんのことが好きで、リンデちゃんを置いては絶対に逃げないってことは、リンデちゃんが一番わかってるんじゃない？」

「おい、やめろ。スズリ」

「リンデちゃんがこれ以上言うのはやめてって言ってるなら、スズリさんもやめるわ。クラウスくんに嫌きらわれたら全て台無しだもの。それで、リンデちゃんはそう言ってる？」

「それは……」

　胸の中のリンデに視線を落とすが、クラウスは言葉に詰つまる。

「じゃあ、続けるわね。リンデちゃんはクラウスくんのことを心配して、やめてって言うわ。でも、それはただクラウスくんを困らせているだけ。クラウスくんが逃げないのがわかっていて、そんなこと言ってるのは、そういうことよね？」

「スズリ、いい加減に……！」

　言おうとしたクラウスの胸をリンデが叩いた。

　涙に濡ぬれた顔で、リンデは首を横に振り、スズリのほうに顔を向ける。

「リンデちゃんにはクラウスくんと一いつ緒しよにいる……一緒に戦うっていう覚かく悟ごが足りないと思うわ。自覚があるんじゃない？」

　リンデは反論の意思を見せない。悲しげな顔で、クラウスの外がい套とうを握にぎりしめて、スズリの言葉を聞いていた。

「クラウスくんが言ってるみたいに、わたしはクラウスくんを利用しているわ。黒妖精のために、《雷らい槌ついミョルニル》に匹ひつ敵てきする呪われし黄金を作りたいというわたし自身の欲よつ求きゆうのために……。クラウスくんとは前から知り合いだったけど、テュールを殺すことができるような人で、月喰くらいの魔ま狼ろうを従えている。そんな人じゃなかったら、ここまで肩かた入いれはしなかったわ。大工房の奪だつ還かんなんて、後あと戻もどりのできないこともしなかった」

「そして」と、スズリは言葉を重ねる。

「わたしはわかっている。ここでもし、クラウスくんがトールに敗北するようなことがあれば、全すべては振ふり出しに戻もどってしまう。わたしたちが神々に反はん抗こうできるんだっていう、今のこの流れが途と切ぎれてしまう。今やってることは王室への反乱なんだから、弱みを見せれば、わたしだってどうなるかわからない。状じよう況きようはもう動き出しているの」

　スズリは真しん剣けんな眼まな差ざしでリンデをじっと見み据すえる。

「状況が動き出してしまった。もう逃のがれることなんてできない。だから、わたしは全てをクラウスくんにかけるわ。ほとんど血を流すことなく、この大工房を取り戻したクラウスくんなら、今、どれだけ不利な状況でも絶対に覆くつがえすことができる」

　スズリは抱だき合うクラウスとリンデに歩み寄る。

　リンデにしがみつかれて動けないクラウスへその手を伸のばした。スズリの白過ぎる指先がクラウスの頰ほおを撫なでる。

「わたしはクラウスくんのためなら、わたしたちのためなら、この身を捧ささげても構わないわ。クラウスくんに好かれるためなら、どんなにあざとい真似まねもする。もし、望まれたなら……」

　手を引くと、スズリは豊満な胸を自ら抱き締しめる。

「……で、できれば、優やさしくしてね」

「そんな堂々と全部打算だって言われても」

　クラウスは彼女の胸から懸けん命めいに視線を逸そらしつつ、言う。

「そんな！　打算は八割よ！　あと、二割は本当というか、スズリさん、クラウスくんのことけっこう好みなんだけど、これって、鶏にわとりが先か卵が先かって話みたいよね？　あぁっ！　わたし、ここまでバラすつもりはなかったのに！」

「その天然っぽい振る舞まい自体が打算でやってるように見えるな……」

「ち、違うわ！　違うの！　信じて！　クラウスくんでよかったと思ってるのは本当だもの。乱暴な巨きよ人じんが神を殺したとか聞いても、わたし、それにかけようとは思わなかったはずよ。いざとなったら壊こわれちゃう」

「何が壊れるんだ……。なんだかんだで利用するだろ」

「しないわよ。だって、口車にも乗りそうにないし、美的感覚も違うのよ」

　スズリ相手に思いきりため息をついたあと、クラウスは胸の中にいるリンデを見る。

　うつむき、沈しずんだその様子にクラウスは今の自分には彼女の頭を撫でる腕うでがないことを嘆なげく。

「お姉ちゃんの優しさは身に染みてるよ。だから、そんなふうに塞ふさぎ込まないで。俺は……」

「大変だ！」「人間！　ここか！」

　突然、食堂に飛び込んで来たのは、《銀ぎん狼ろう騎き士し団》の戦士と、マナだった。

　魔狼の回復力をもってしてもいまだ負傷の治りきっていないマナはよろめき、壁かべに手をつく。だが、銀の髪かみを振り乱した彼女は明らかに焦あせっていた。

「……奴やつが来た」

　絞しぼり出すように言ったマナの頰を汗あせが伝い、首筋へと流れ落ちる。

「トールです！　トールが、ここに」

「バカな!?　まだ一日しか過ぎてないぞ！」

　クラウスは目を見開いた。
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　そして、クラウスは直じかにそれを目まの当たりにし、啞あ然ぜんとしていた。

　クラウスやマナが立つ大だい工こう房ぼうの前に、巨人の如ごとき大男がいた。

　スズリやフリッツたちは大工房の二階、回かい廊ろうの柱の陰かげからその男を見下ろしている。

　赤い髪と髭ひげ、隆りゆう々りゆうと盛り上がった筋肉と、両りよう腕うでを覆おおう鋼鉄の籠こ手て。そして、腰こしに吊つるした《雷槌ミョルニル》。

　それはまごうことなき雷らい神じんトールだった。

「よお！　ベルトールの子、クラウス。お、魔狼マーナガルム……いや、マナでいいんだっけか？　ミョルニルを喰らって、健在とは驚おどろいたぜ！」

「いや、驚いているのは、俺のほうだ。隣となりの家に遊びにでも行くような感覚で、なんで普ふ通つうに来てるんだ」

　もはや驚きよう愕がくを通り越こし、呆あきれ果てた顔でクラウスは言う。

「七日の約束なんて守る気がない。そういうことか？」

　それから緊きん張ちようを滲にじませて言った。

　マナが自然体を装いながら、トールの一挙一動を見定めていることに、クラウスは気づいている。彼もまたトールの動きに警けい戒かいしていた。

　雷神の後ろには戦乙女ヴアルキユリアユーディットの姿もある。彼女もまたクラウスと同じように、緊張し、身構えていた。

　そんな中で、トールだけが身体からだから力を抜ぬいていた。彼は赤い髪を搔かいて、陽気に笑ってみせる。

「忘れるかよ。さすがにそこまで耄もう碌ろくしてない。殴なぐるぜ？」

「なら、何故なぜ、今、ここにいる？　わかっていてやってるってことか？」

「それは……ですわね」

　口を開いたのはユーディットだった。彼女は心なしトールの後ろに隠かくれるようにしつつ、そして、どことなく申し訳なさそうにうつむき、チラリとクラウスを見る。

　これまで見たことがない彼女の反応に、クラウスは眉まゆを上げた。

「実はトール様は……」

「おいおい。ここは俺が言うべきだろ」

　トールがユーディットの言葉を遮さえぎった。

　戦乙女は微び妙みような顔のまま口を閉とざす。

「実はあのあと気づいたんだがな。七日も待つのは退たい屈くつでしかたがない。言っただろ。俺は我が慢まんが足りない男なんだ」

「いや、一ヶ月が嫌いやで、七日にしたんだろ。そもそも」

「あの時は七日ぐらいならいけると思ったんだよ！　だけど、何もせずにゴロゴロして一日経たったら、もう居ても立ってもいられん！　もはや辛しん抱ぼうたまらん！」

「だから……来たのか？」

　うめくように言ったクラウスの横でマナがかすかに腰を落とす。

　彼女の表情は硬かたい。今、何も準備できていない状態で戦せん闘とうになれば勝ち目などない。それをマナも理解しているのだろうと、クラウスにもわかる。

「そうだ」

　トールは好戦的に、歯を剝むき出すように笑う。

「だから、一いつ杯ぱい飲みに来た」

「……ん？」

　クラウスとマナが顔を見合わせる。

「わざわざな。地上に戻って狩かってきたんだぜ」

　トールは後ろに置いていたものを無造作に持ち上げて見せた。

　それは大きく立派な山羊やぎだった。丸々一頭をトールは片手で持ち上げている。

「神界アースガルズには殺して食っても、次の日には生き返る山羊がいるんだがな。ちょっとした事件で脚あしを悪くしてしまって、俺の車を引いての旅ができなくなったんだ。ずっと徒歩で、楽もできねえし、旅先でうまいものも食えなくて痛つう恨こんの極きわみだぜ」

　言いながら、トールは大工房のほうへと足を踏ふみ出す。

「だが、こいつもなかなかのもんだ。ミョルニルで粉ふん砕さいするわけにはいかねえから、追いかけっこして狩ったんだぜ。さあ、調理場に案内しろ」

「いや、おい……。本気か？」

「噓うそをついてどうする？　噓でお前に挑いどむ気なんてないぜ」

　クラウスはもう一度、マナの顔を見る。

　彼女もまた困こん惑わくを隠せない。

「こいつ、何を考えている……。まさか本気か？」

　マナがうめく。

「おい、早く案内しろ。とりあえず、ミョルニルで壁を壊してから、調理場探すぜ」

「壊す意味がないだろ。案内はするが……。もう、外で調理すればいいんじゃないのか」

　クラウスはどう考えてもトールの巨きよ体たいが通れそうにない工房の入り口を振り返る。

　それから、ユーディットのほうへ顔を向けた。

「ユーディット。正直、今、俺は戸と惑まどっている。あいつ、全部本気で言ってるのか？」

　顎あごでトールを指した。

　ユーディットは露ろ骨こつに気まずい顔をする。

「おいこら。なんで俺を無視して話を進める。あと、お前、神を顎で指すのは失礼だろ」

　戦乙女が見たこともないほど遠えん慮りよがちに口を開く。

「……トール様は策を弄ろうすることなどできな……しない方ですわ」

「まあな！　褒ほめるなよ」

　クラウスはユーディットに「……だな」と返した。

「で、クラウス。好みを聞いておくが、お前、味つけは濃こいのと、薄うすいのと、あるいは、肉の味をそのままに楽しむの、どれが好みだ？」

「誰だれかのせいで病やみ上がりなんで、俺にはお気き遣づかいなく」

　胃のあたりを押さえて、クラウスは言った。
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「乾かん杯ぱいだ！」

　一人で杯さかずきを掲かかげると、トールはそれを一息にあおった。

　正確には彼の巨体に合わせ、工房にあった空いた瓶かめが杯の代わりになっていた。本来は水みず瓶がめにでも使われそうなそれは一いつ瞬しゆんで空になる。

　くはーっ！　と、満足げに酒臭くさい息を吐はくトールを、クラウスたちはなんとも言えない表情で見上げていた。

　クラウスとマナ、そして、来訪者であるトールとユーディットはブロック大工房の中庭にいた。

　スズリやフリッツは工房に身を潜ひそめている。リンデも彼らのもとに預けていた。それが普通なのだと、クラウスは思う。

　回廊で囲まれた中庭は地下スヴアルト世界アルフヘイム特有のものなのか、クラウスが地上では見たことのない苔こけと植物で埋うずめられ、周囲には色とりどりの花々が咲さき誇ほこっていた。

　そんな中で火を焚たき、クラウスたちはそれを囲む形で座っている。

「おい、どうした？　クラウスも飲め！」

　機き嫌げんよく言いながら、トールはクラウスの背中をバシバシと叩たたく。

「ぐ……がはっ!?　痛いな！　力の加減をしろ！　そもそも、俺は病み上がりだと言っただろ！　誰かのせいでな！」

「魔ま狼ろうか。クラウスを代だい償しようにするとは、お前、悪い奴だな」

「よりにもよって、アタシのせいにするのか、この神は。そもそも、貴様が来なければ、この人間を喰らう必要もなかったんだろうが」

「元気あるじゃねえか！」

　トールが分厚い掌てのひらでマナの背中もバシンと叩く。

「痛いな!?　貴様……がはっ」

　咳せき込むマナを見て、トールは爆ばく笑しようしていた。

「しかし、さすがはあの蛇へびや狼おおかみどもの血族だ。俺のミョルニルを受けて生きていたのは、お前が二人目だ。誇っていいぜ。あの蛇はまともに頭に食くらって生きていたが」

「当たり前だ。あんなものでアタシを殺せると思ったか」

　返しつつも、マナの顔には複雑な表情が浮うかぶ。

　実際、一度は心臓が止まっていた。それもたった一いち撃げきでのことだ。

　クラウスにはマナがそれを気にしていることがわかったが、かける言葉は見つからなかった。

「とはいえ、それなりに負傷はしてるだろ。そうだ！　脆ぜい弱じやくな人間と違ちがって、お前なら、肉を喰くえば治る。身体が違う、身体が」

　言いながらトールは目の前の焚たき火びに手を伸のばす。焚火の周囲には串くしで刺さした肉がいくつも炙あぶられていた。それらはトールが持ってきた山羊をさばいた肉だ。

　肉にく汁じる滴したたる串くし焼やきをトールはマナへと差し出した。

「何の真似まねだ？」

「次の戦いでお前が俺を楽しませてくれることを願っての差し入れだ。なんだ？　毒でも盛っていると思うか？　先の戦いでお前に圧勝した俺が」

「毒を盛られていても、そんなもので死ぬアタシじゃない」

　鼻で笑うとマナは肉を手に取り、一息にほおばる。

　モグモグと肉を喰うマナの目が細くなる。

「ん……うまいな」

「よし。なら、これも飲め！」

　さらにトールは手近な酒さか樽だるから杯へと酒をそそぎ、マナへ差し出す。

　それも手に取ると、マナは一息に飲み干した。それから豪ごう快かいに咳き込む。

「な、なんだこれは!?　キツ過ぎるだろ！」

「地下世界の酒は黒妖精ドヴエルグの技術で蒸留を繰くり返して酒精を相当強くしてるそうだ」

　クラウスがマナに布を渡わたしつつ言う。

「悪くないぜ。強さだけなら、炎の国ムスペルヘイムの酒のほうが強いが、こっちのは匂においがいい」

　トールは酒樽の蓋ふたを素す手でで軽々と引き剝はがし、中身を杯代わりの瓶へそそいで、一気にあおりながら言う。

「普ふ通つうはあんな飲み方ができる酒じゃない」

「貴様に言われなくてもわかる」

　まだ少し咳せきをしながら、マナは呆あきれた顔をする。

「おい、魔狼。次はこの味つけしていない肉を、岩塩で喰え」

「なんだと!?　これは……肉の味が引き立つ！」

　肉を喰らい、酒をガブガブと飲んでいるトールとマナを横目に見ただけで、クラウスは胸焼けを覚えた。

　思わず口元を押さえつつ、彼は手元にある麦の粥かゆをすする。リンデが作った卵粥の残りだ。温かく柔やわらかで優やさしい味にホッと吐と息いきする。

　ふと、クラウスの視線がトールから少し離はなれた場所にいるユーディットと通う。

　彼女はクラウスと同じように、トールたちの様子に辟へき易えきした顔で粥を口に運んでいた。

　なんとも言えない顔を見合わせ、クラウスとユーディットはため息いきをつく。

「おい！　クラウス！　いくら怪け我が人でも、粥なんか食ってるのは控ひかえめ過ぎるだろ。それじゃ、治るものも治らないぜ」

「なんで、お前が六日後に殺す俺の心配をしてるんだ……。それに、これはお姉ちゃんが作ってくれた食事だ。俺のことを考えて作られたものが一番いいに決まってるだろ」

「姉弟きようだい愛かよ!?　くっ……！　イイ話じゃねえか！」

　トールは目元を拭ぬぐう。赤い目がおもしろいほどに潤うるんでいた。

「おい、ユーディット！　こいつ、お前みたいだな！」

「え!?　わたくしでございますか!?」

　いきなり話を振ふられ、ユーディットが目を丸くした。

「そうだ。聞いてくれよ、クラウス」

「一応言うけど、お前、その近所の友達に対するような馴なれ馴れしい態度、なんとかならないのか」

「雷かみなりはどこにでも降りそそぐ。例外なくな」

「そんなカッコイイ顔をされてもな……」

「で、だな！　このユーディットだが。けっこうかわいそうな身の上なんだぜ」

「ちょ、ちょっと……トール様!?」

「もともと、ユーディットは人界ミズガルズのさる国の王族の娘むすめだ。隣りん国ごくの侵しん攻こうに、その国が窮きゆう地ちに陥おちいった時、こいつはオーディンの加護を得るべく、その身を捧ささげた。オーディンはその魂たましいを戦乙女としたわけだ。主神の助けを得たその国は連戦連勝を重ねた」

　言いながら、トールは涙なみだぐみ、鼻をすする。

「だが、オーディン奴は卑ひ劣れつだった！　本当の目的は激戦を潜くぐり抜ぬけ、戦士として育った者たちを死者のエイン軍勢ヘリアルとして、自分のもとに引き込むことにあったわけだ。いくつもの戦いのあと、奴は致ち命めい的てきな場面で加護を与あたえるのをやめ、こいつの国を滅ほろぼした！　泣けるだろ！　悲劇的だろ！　かわいそうだな、お前！　ユーディットォォォォッ!!」

「わ、わたくしはそのことを恨うらみになど思っては……。死後、オーディンのもとへ赴おもむくことは、戦士としては最高の誉ほまれでございますし、父上たちも……」

　言いながらも、ユーディットの表情には陰かげりがある。

「クラウス。お前も、オーディンの奴に一族を滅ぼされたんだろ？　そして、唯ゆい一いつの生き残りである姉を助けるために神々を敵に回している……。泣けるぜ」

「驚おどろくべきことに、お前は知らないのかもしれないが、その敵って、目の前にいるんだが。まさに今」

　クラウスはトールを睨にらむ。

「お前は憶おぼえてないかもしれないが……いや、意識すらしていないのかもしれない。お前は俺の故郷を襲おそっている」

「なに？」

　トールは目を瞬またたかせる。

「……確かにそうだ」

　本当に今、思い出したかのように言った。

「すまんな。戦いにもならない戦いだったから、忘れていた。その娘を殺そうという戦いに、俺は参加していた。だが、そうか、それなら……」

　トールが頷うなずく。

「お前には俺に復ふく讐しゆうする理由があるわけだ。親や兄弟を殺されたわけだからな」

「そんな理由をつけなくても、お前は俺の敵だ」

　クラウスはトールを睨みつける。それをトールは平然と受け止めていた。

「肉親の愛情と絆きずなを理解するか。雷らい神じんよ」

　その時、澄すみ切った声がその場に響ひびいた。決して大きな声ではないが、耳に染しみ入るようなその声はリンデのものに間ま違ちがいない。

「隠かくれててって言ったけど……そうだな。そうなってしまうか」

　そこに現れたリンデの瞳ひとみの奥に燐りん光こうが宿るのを見て、クラウスは口をつぐんだ。

　神を前にした時の彼女の変へん貌ぼうを止める術すべはクラウスにはない。彼女の自由を奪うばうことも、クラウスにはできない。

「出たな。娘。リンデと言ったか？」

「おい、雷神といえども、お姉ちゃんの名前を気軽に呼ぶなよ」

「お前の姉は気にしないと言っているぞ」

　リンデ自身が言った。

「お姉ちゃん!?　そんな！　かわいい名前を、こんなゴツいのに呼ばれるなんて!?　いや、それがお姉ちゃんの優しさか。それなら……」

　クラウスは煩はん悶もんする。

　それを顧かえりみもせず、リンデはかつて巫女みことして神々から預言を授さずかっていた時と同じような様子でトールの前に立つ。雷神に臆おくすることなく、その目はトールをまっすぐに見み据すえていた。

「肉親の情を踏ふみ躙にじった主神への怒いかり、悲しみ。だが、トール。お前にそれを同情する資格はあるのか？」

「お前……」

　トールの表情が歪ゆがんだ。その顔には悲しみとも怒りともつかない感情が滲にじむ。

　バチリと稲いな光びかりが飛ぶ。数条の光が地を抉えぐるが、リンデは動じない。

　怒りに燃える赤い目がリンデを睨みつける。同時にその顔は悲しみとも悔くやしさともつかない感情に歪んでいた。

「神ラ々グのナ黄ロ昏ク。その戦いくさでお前は世界蛇じやヨルムンガンドと相あい討うつはずだった」

　トールの表情に一いつ切さい構うことなく、リンデは続ける。

「決戦の地であったウィグリーズの野。お前は世界蛇を迎むかえ撃うつ形で布ふ陣じんされた。そのはずだった」

「……そうだ。そのとおりだ」

　トールが絞しぼり出すように言った。奥歯がギリッと音を立て、また黄金こがね色の雷らい光こうが弾はじける。

「だが、違った。実際に世界蛇と激げき突とつしたのは、後方にいたはずのお前の息子むすこたち。ミョルニルを継つぐ者、マグニとモージ」

　トールはそれを否定しない。樽たるのひとつに穴を開けるとそれを一気にあおった。赤い髭ひげを濡ぬらして、濃のう厚こうな酒精の香かおりを漂ただよわせる液体がこぼれ落ちていく。

「そうだ。未熟な息子たちはヨルムンガンドと戦い、手傷を負わせたが死んだ。遅おくれて駆かけつけた俺は、怒りのままに奴を殴なぐり殺した。手負いの奴を殺すことなど、造作もないことだった」

　トールの手が樽を握にぎり潰つぶす。粉々に散った樽が放たれた雷光によって、消し炭と化した。

「俺は息子を囮おとりに、仇きゆう敵てきを殺したわけだ」

　自じ嘲ちよう的に言い放つ。

「……そうだ。お前に言われるまでもない。俺は卑ひ怯きよう者だ。戦士として終わっている。それを恥はじ、今すぐにでも死ぬべきだ」

　常に情熱に燃えていた赤い瞳の奥に仄ほの暗ぐらい闇やみが蠢うごめく。

「だが、俺も神の一柱。役割を捨てて自害などできるはずがない。だからこそ、戦いの中で死ぬ。戦士として失ったものを取り戻もどせるような死し闘とうの果てに、死ぬ」

「しかし、トール様……」

　ユーディットが言った。

　トールが暗い目で一いち瞥べつする。

　小さく身を震ふるわせたユーディットだったが、彼女は唾つばを飲み込み、覚かく悟ごを決めたような表情で言葉を続けた。

「わたくしは古参の戦乙女ではありませんので、神々の黄昏については伝聞でしか知りません。しかし、あの時の布陣はトール様の意思ではなく、主あるじの……オーディン様の策だと聞き及およんでいますわ。トール様はそれを知らなかった。それに、ヨルムンガンドを討ったトール様が、フレイ様と共に敵てき陣じんへ斬きり込んだことによって、巨きよ人じんたちは総そう崩くずれになり、戦に勝利することができた。ですから……」

「関係ねえよ。俺は戦士としての誇ほこりを、息子を、強敵を失ったんだ」

　トールは低く暗い声で言う。それと共に彼の周囲に散った雷光が大地を抉り、樽のいくつかを爆はぜさせた。強い酒精が燃え上がる。

　クラウスはリンデをかばうように立ち、トールを睨みつける。

「俺は親父おやじを……いや、オーディンを許さん。そして、何よりも、俺自身が許せねえ」

　トールが放つ雷光が消えた。

　揺ゆれる炎ほのおの中、雷神はうなだれ、座り込む。

「……クラウス。お前はその愛する姉さんを大事にしろよ。愛する者を失うこと、肉親を憎にくむこと……それはあまりにも辛つらいことだぜ」

「トール……」

　クラウスはリンデのほうに目をやる。彼女はいまだ消えない光を宿す目で感情もなくトールを見ている。

「トール。それほど、オーディンを憎むなら、神のくせに家族の情愛がわかるなら……。戦う必要なんてないんじゃないのか？　確かにお前は俺の故郷を滅ぼした神だが、お前が退ひくなら俺は戦わない。お前が俺たちに力を貸すなら、全すべてを水に流す」

　クラウスの言葉にトールは大きな目を丸くし、きょとんとした顔をする。

「それは……確かにそうか。考えてもいなかったぜ」

　思わず手を打った。

「トール様!?」「本気か、貴様!?」

　ユーディットとマナが思わず同時に声を上げた。

「お前の言うとおりだ。お前が神に抗あらがい、俺は主神を憎む。それなら手を結んで奴と戦う……理り屈くつとしては合ってるじゃねえか」

「思いのほか話がわかるな。俺も神々と是ぜが非でも剣けんを交えたいわけじゃない。ただ、お姉ちゃんと一いつ緒しよに生きていたいだけだ。それなら……」

「だが、お断りだ」

　トールはきっぱりと、どこか清すが々すがしい表情で言い切った。

「……何故なぜだ？」

「決まってるだろ。俺は神だ。仇敵の呪のろいをこの身に浴びながら、滅びをも超こえた者だ。退くことは許されん。さっきも言ったな。神の一柱として、自ら死を選ぶこともできん」

「だけど、お前はオーディンを憎んでいる」

「確かにそうだ。だがな。俺にはもっとやりたいことがある。そいつが最優先だ」

　トールが歯を剝むいて笑う。その瞳には失われていた好戦的で情熱に満ちた炎のような輝かがやきが戻っていた。

「俺を殺せるほどの奴らと殺し合うことだ。お前とその姉、そして、マーナガルムは神界が討つべき者で、俺が認めた敵だ。なら、殺し合う以外の選せん択たく肢しは俺にはない」

「お前……どうかしてるな」

「なら、神々を相手に戦いを挑いどむお前はまともなのかよ」

　トールは楽しげに言った。

「ちょうどよかったぜ。クラウス。お前が決して引けない理由で戦っていることがわかってな。それなら、その全てをかけて抗うだろ。姉のために命すら賭とすだろ。故郷の恨みもぶつけろ」

　トールが身を乗り出す。

「見せてみろよ。お前の虚きよ幻げんってやつを。魔ま狼ろうの牙きばの本当の威い力りよくってやつを！　神界最強を超えてみろ！　さもないと……皆みな殺ごろしだぜ」

「……どうかしてるな」

　クラウスは吐はき捨てるが、トールは動じた様子もなかった。

「楽しみだぜ。俺はな。お前の虚幻ってやつの中にちょっと懐なつかしいものを感じたんだ。だから、七日の猶ゆう予よをくれてやった」

「懐かしいもの？」

「昔な。神々俺たちの仲間だった中に、巧こう緻ちに長たけた奴やつがいたんだ」

「邪じや神しんロキ……」

　ユーディットが呟つぶやいた。

「神々と共に生き、捕とらえられ、神々の黄昏を前に処しよ刑けいされた神」

　トールが頷く。

「親父の義ぎ兄きよう弟だい。そもそもが、奴は巨人の一族だがな」

「……会ったことはないが、アタシの祖父だと聞いている」

　マナが言った。

「そうなのか？」

「巨きよ狼ろうフェンリル、世界蛇ヨルムンガンド、死の国の女王ヘル。ロキの子で兄弟だ。アタシが直接会ったことがあるのは、父だけだったが」

「ロキ……。口先から生まれたような奴だったぜ。俺たちを救ったことはあるが、むしろ、バカをやって災わざわいを持ち込むことが多かった。ほんと、殴り殺してやろうかと何度思ったか。……だが、俺にはないものを色々持っていたのは確かだ。あいつは……」

　トールは遠い目をする。

「……ともかくだ。お前は奴に似ている。だが、違ちがうところがある。ロキの奴は自分の命を賭かけるような戦いはしなかった。腕うでを落として魔狼に喰らわせるなんて真似まねも、俺のミョルニルの前に立つような無む謀ぼうな真似もな」

「それは買い被かぶり過ぎだ。がっかりするぞ」

「どうかな？　楽しみにしているぜ。命を賭した虚幻って奴を仕し掛かける人間と、その剣である魔狼がどれほどのものか」

　そう言うと、トールは腰こしを上げた。

「やっと帰ってくれるのか？」

「肉も酒も尽つきたからな」

　見れば、マナが腹をさすっている。その周りには山羊やぎの肉を刺さしていたはずの串くしが散らばっていた。酒の樽もほとんどが空になり、転がっている。

「……お前、ずっと喰くってたのか。月喰らいの魔狼」

「雷らい神じんとかいう奴にやられた傷を癒いやすためだ」

　言いつつも、マナの口元は満足そうだった。

「それじゃあ、そろそろ行くかな」

「待て。訊ききたいことがある」

　トールを呼び止め、クラウスは問う。

「何故、お前たちはお姉ちゃんを狙ねらう？　お姉ちゃんが何をした？　預言の力か？　だけど、あれはお前たちの言葉を授さずかっているだけのはずだ」

「ふむ」と呟き、トールは少し考えるように顎あご髭ひげを弄いじる。

「お前の姉に訊いてみたらどうなんだ？」

　トールはいまだ瞳ひとみに光を宿したリンデを見た。

「……そうか。お姉ちゃんがこの状態になるのは、神との戦せん闘とうに入っていた時ばかりだ。いつもはそんな暇ひまがあるわけないが、今なら……」

「言っておくぞ。わたしも知らない」

　リンデは表情を変えることなく言った。

「知らないって……。どういうことなの？」

「今、お前と話しているわたしはお前の姉であって姉ではない。なんとなくわかってはいるな？」

　彼女は淡たん々たんと告げた。

「お前の姉はそれをこう思っている。巫女みことして預言を授かっていた時と同じなのではないか。薬や瞑めい想そう、歌や踊おどりによる助けを得て行っていた行こう為いと同じ。おそらくは神だろう者の声を、この身体からだを通して伝えているだけなのだと。ゆえにこの記き憶おくは夢のように、醒さめれば薄うすれ、消えていくものでもある」

「なら、今、俺の目の前にいる、こうして言葉を交かわしているお姉ちゃんは何者なんだ？　誰だれがお姉ちゃんの身体を通して喋しやべっている？　俺の断りもなしに」

「貴様、本当に誰が相手でも、姉がかかわると気持ち悪いな」

　マナは言ったがクラウスは一いつ顧こだにしない。

「お姉ちゃん。答えてくれ」

「言ったはずだ。わたしも知らないと」

　リンデは瞳の輝きを揺らしながら言った。

「わたし自身、わたしが何者なのかわからない。お前の姉も知らないと言っている。何故か？　その理由もわからない」

「神を前にノルニル……運命の女神たちの名を口にした。テュールもその名前を言った。なら、お姉ちゃんに預言を授けているのは、ノルニルなのか？」

「わたしにとってそれはただの言葉。告げるべきことを告げているだけだ。意味を知るわけではない」

「だけど……」

　さらに問おうとしながらも、クラウスは押し黙だまる。

「なるほど」とトールは独りごちる。

　ため息をついたクラウスに、トールは笑いかける。

「クラウス。俺はここに来てよかったと思っているぜ」

「俺は胸焼けさせられた。明らかに熱も上がっている」

「神に敬意を払はらわん奴め」

　言いながらも、トールは楽しそうだった。

「お前の戦う理由はわかった。自分だけではなく、愛する姉の命を背せ負おって戦う。お前は強い。それは断言できるぜ」

　トールの赤い目の奥には明らかな戦意が燃える。

「だからこそ、俺はその強さ全てを引き摺ずり出すために、お前から全てを奪うばうことを宣言しておく。お前が敗れる時。それはお前だけじゃなく、そこの大事なお姉ちゃんも死ぬ時だ」

「させるわけないだろ。死ぬのはお前だ」

　クラウスは何の迷いもなく返した。

「いい返事だ。なら、やってみろよ。人間」

　睨にらみ合い、それから、トールはクラウスたちに背を向けた。

「行くぜ。ユーディット」

「は、はい」

　トールのあとにユーディットが小走りに続く。

　大だい工こう房ぼうの中庭を出ようとしたところで、トールは足を止めた。

「そうだ。貴様が戦う理由をもうひとつやろう」

　振ふり向いた雷神にクラウスが訝いぶかしげな視線を投げる。

「貴様の姉が何者なのか教えてやる。俺に勝てたらな」

「な……」

「もうひとつ。これは今、教えてやる。この世界で神を殺せる可能性がある者。それは唯ゆい一いつ、お前の姉だけだ」

「どういうことだ？　トール!!　答えろ!!」

　彼は答えなかった。もう振り向くことなく、トールはそのまま街の大通りを進んでいく。

　その大きな影かげが街の向こうへと消え去るまで、クラウスはじっとそれを見送っていた。

　ミョルニルによって街に刻まれた傷きず跡あとを越こえて、トールの姿が見えなくなる。

　それでも、クラウスは彼の去って行った方向から目を離はなすことができない。

「……どういうことなんだ？　確かにお姉ちゃんはテュールを相手に何かをした。奴らのありえない過去を知る……だけど」

「クラウス兄貴！」

　フリッツの声がした。

　彼と《銀ぎん狼ろう騎き士し団》、スズリが中庭に集まってきた。

「大だい丈じよう夫ぶっすか!?　何もされなかったっすか!?　俺たち……一応、備えてはいたんすけど……」

　フリッツの手が震ふるえていた。それは他ほかの戦士たちも変わらない。唯一、死者の戦士だけは落ち着いた様子だったが彼も何も言わない。

「戦乙女は親父おやじの仇かたき。神も敵のはずっす。なのに、斬きりかかることもできなくて、情けないっす……」

「今のトールは戦いに来たわけじゃない。お前たちが仕掛けたら、間ま違ちがいなくマナが止めていた」

「勝手に決めるな。まずは貴様が止めろ」

「それに……虚幻の仕掛けもなしに戦える相手じゃない。あいつの強さはもう十分に見ただろ」

「……そうっすね」

　フリッツは呟く。

　クラウスはフリッツの抱いだく恐きよう怖ふが理解できた。

　彼自身も神を相手にすることに慣れているわけではないし、慣れることができるとも思えなかった。トールが戦意を剝むき出しにした時には、それだけで卒そつ倒とうしそうになる。それでも、姉のことを思い、退ひかない覚かく悟ごで踏ふみとどまっているだけなのだ。

「兄貴。俺らもやるっすよ。こんな情けない俺らっすけど……でも、兄貴が命令してくれれば……命だって賭けるっす。それは……間違いないっす。戦乙女との戦いの時と同じっす」

「あの時か……」

　慕したうように自分を見るフリッツたちから、クラウスは顔を背そむける。

　リンデがクラウスを見上げていた。その瞳からは神を前にした時の光は既すでに消え失うせている。

　彼女はどこか不安げで、クラウスを案じるような表情だった。

「……大丈夫だよ。お姉ちゃん。俺がなんとかするから」

　優やさしく言ったはずの言葉が不思議なほど重い。クラウス自身、そう感じていた。




　　　　◆　◆　◆




　ブロック大工房三階にある資料室。人界にある多くの城の大広間よりも広い部屋には、貴重な紙の本がいっぱいに収められた本ほん棚だながいくつも立ち並ぶ。

　その一角にクラウスの姿があった。

　両りよう腕うでを失ったクラウスに、スズリが身の回りの世話をするためにつけてくれた黒妖精が彼の前に広げられた本をめくる。

　そこに目を落とし、クラウスは小さく息をついた。

　トールの到とう来らいから一日が過ぎ、薬草の効果もあって、熱はかなり下がっている。

　眉まゆ根ねに皺しわを寄せたその顔に滲にじむ苦く渋じゆうの色とこぼれたため息いきは体調のせいだけではない。

「何を迷う」

　その声にクラウスは顔を上げた。

　聞き慣れた声で、愛する声でもあった。だが、今、聞こえるはずがない声でもある。そのことに、クラウスは驚おどろく。

　リンデがいた。だが、その瞳はまた煌きらめきを帯びている。

　椅い子すを吹ふき飛ばして、クラウスは思わず立ち上がる。

「お姉ちゃん!?……近くに神がいるのか？　まさか、またトールの奴やつが……」

「違ちがう。落ち着け。神はいない」

　リンデが言った。

　クラウスは彼女の姿をマジマジと見つめる。緑の瞳に光を煌めかせたその姿は神を前にした時と等しい。

　しばらく迷ったあと、控ひかえていた黒妖精に部屋から出るようにと指示を出した。

　一礼し、黒妖精が退室する。

　資料室に残されたのは、クラウスとリンデの二人だけだ。

「神はいない。なのに……」

　言いながら、クラウスは鼻先に嗅かいだことのある匂においを感じた。懐なつかしさを感じさせる独特の甘くも苦い匂い。

「これは、やっぱり」

　記憶を手た繰ぐり、それが何なのかを思い出す。

「お姉ちゃんが預言を授さずかる時に使っていた薬草の匂いだ。それじゃ、今のお姉ちゃんは……」

「そうだ。お前の姉は自ら望んでこの状態に入った」

　リンデの瞳ひとみの中で光が明めい滅めつする。その煌めきは神を前にした時と比べると、極きわめて薄く不安定で儚はかない。

「もっとも、人じん為い的に無む理り矢や理り引き出した不自然な状態だ。長続きはしない」

「何故なぜ、そんなことを？　だって、お姉ちゃんは……」

　口にこそ出さないが、故郷が神々による襲しゆう撃げきを受けたあと、リンデが自分の力を嫌けん悪おしていたことを、クラウスは知っていた。その力こそが、彼女が神に狙ねらわれる原因を作り、親しい者たちを殺したと、彼女は思っている。クラウスにはそれがわかる。

「なのに……」

「お前の姉はお前の力になりたいと、心から思っている」

　リンデは告げた。

「本来はお前を戦わせたくはない。だが、お前は戦う。あの黒妖精の言葉に、お前の姉は覚悟を決めた。だからこそ、自らが拒こばんできた巫女みことしての力を再び用いる気になったのだ。お前にならわかるな？」

「お姉ちゃんが……」

「お前の姉はお前の迷いに気づいている。それを話せ。そのためにこうしたのだ」

「俺の……迷い」

「お前はお前の姉にその心を隠かくし通せると思っているのか？」

　クラウスは言葉に詰つまる。

「お前の姉はお前の悩なやみに気づいている。それはお前の行こう為いが……神を殺したということが、お前が思う以上に、多くの者に影えい響きようを与あたえていた。そのこと自体だ」

「それは……」

　取り繕つくろおうとして、クラウスにはそれができなかった。

　表情を変えぬまま、しかし、じっと自分を見上げている姉から目を離すことができない。

「……そのとおりだよ。お姉ちゃん。テュールは神を殺すことが世界を壊こわすと言った。世界を砕くだくと言った。俺はそんなことは恐おそれていなかった」

「だけど」と、クラウスは首を横に振った。

「スズリやフリッツは理由はどうあれ、俺に賭かけると言う。俺が自分の命を賭けるのはいいんだ。だけど、こういうのは違う。あいつらは、俺と一いち蓮れん托たく生しようのお姉ちゃんやマナとは違うはずだ。俺にはそれを背せ負おうことなんてできない」

「戦乙女との戦い。お前の策で戦乙女を仕留めることができなかった。そして、多くの戦士が命を落とした。それでもなお、生き残った彼らがお前に賭けるという。お前はそれを気に病やんでいる。お前の姉はそう考えている」

「そんなことは……。あの時、俺たちは勝てない可能性もあると覚悟を決めていた。策が通用しなければ、死人が出ても逃にげるということにしていたんだ。あの戦いを気に病むはずなんて……」

「逆に言おう。今、お前にはトールを討うつ必殺の策、雷らい神じんを搦からめ捕とる虚幻がある」

　クラウスの言葉を遮さえぎり、リンデは言い放つ。

「だが、その策はお前一人では仕し掛かけることができない。だから、お前は他のものを巻き込み、死なせることを恐れている。お前の姉はそれに気づいている」

　クラウスは何か言い返そうとしながらもそれができなかった。

「お前は優しい。死に瀕ひんした魔ま狼ろうのことですら、これ以上戦わせていいものか迷っている。お前の姉はわかっているぞ。どう思う、マーナガルム」

　唐とう突とつに言ったリンデは資料室の入り口へと視線を投げた。

　ガタリと物音がする。

　そこには本棚の陰かげに隠れるようにマナがいた。彼女は気まずげな顔をしたあと、咳せき払ばらいして、クラウスたちの前に姿をさらす。

「お前、いつから？」

「ずいぶん前からいたんだろ？　魔狼は案外、クラウスのことを見ている。心配もしている。お前の姉もそれに気づいている」

「そんなわけがあるか」

　マナはプイと顔を背ける。

「たまたま通りかかったら、貴様らが話しているのを見ただけだ。虚幻とかいうのの、捨て駒ごまにされるわけにはいかないから、立ち聞きしていたまでだ」

　忌いま々いましげに舌打ちする。

「傷のほうは大丈夫なのか？　お前が全快してないと勝てる戦いにも勝てない」

「魔狼を舐なめるな。肉もたらふく食べたしな」

　マナは腕うでをグルグルと回してみせる。

「だが……今の話。貴様こそ大丈夫なのか？」

　低い声で言った。

「トールとの戦い、無様なところを見せたと思っている。腸はらわたが煮にえくり返る事実だが、アタシだけでは勝てないとも思う。もはや、封ふう印いんを解くことすらできない。だが、貴様の虚幻があれば……それを仕掛けるためなら、アタシはこの牙きばで何としても奴に喰らいついてみせる」

　マナの眼まな差ざしは真しん剣けんだった。

　その眼差しがフリッツたちや、スズリ、そして、戦乙女との戦いで死んだブルーノたちの姿を呼び起こす。

　戦乙女との戦いで、クラウスは戦乙女の強さを読み違え、多くの死を招いた。

「お前の姉はこう考えている。望むと望まないとにかかわらず、周囲の者は巻き込まれる。それが避さけられぬなら、彼らのために、彼らと共に力を尽つくすのも、ひとつの道ではないか？　クラウスは本当はわかっているはずだ」

「だけど、俺は……」

「やはり迷っているのか、クラウス」

　マナが歩み寄り、クラウスの胸むなぐらをつかみ上げた。

　彼女の顔が吐と息いきがかかるほど間近にある。銀色の髪かみが揺ゆれた。

「アタシは貴様と契けい約やくを結んでいる。神はすぐそこだ。この戦いでお前が死ぬなら、アタシだって追われて、封ふうじられる。貴様が迷ったところで、アタシたちの運命は繫つながっている。肩かたを並べて戦うしかない。はなはだ不本意だがな」

　胸むな元もとをつかむ彼女の手に力が入った。

「やるんだろ？　やれ！　さもなければ、貴様を今ここで殺して代わりを探す」

　クラウスはマナの手からわずかな震ふるえを感じた。

「……っ！」

　クラウスは気づく。彼女の瞳にはわずかだが、感情の揺れがある。マナはトールに恐れを抱いだく。一いち撃げきで致ち命めい傷しようと言える傷を負わされた相手を恐れないわけがない。それでも、マナは本能的とも言える恐れを強きよう靱じんな精神力で抑おさえ込んでいる。

　マナが自分を信じている。信じようとしていることがクラウスにはわかる。敗北の恐きよう怖ふを押し殺して、クラウスに賭けようとしている。

「クラウス。お前の姉は考える。スズリが言ったとおりだ。もはや状じよう況きようは変わらない。逃のがれることはできない。それならば……お前の姉も、魔狼も、黒妖精も、《銀ぎん狼ろう騎き士し団》とやらも、その全すべてをお前に賭ける。ならば、お前がするべきことはなんだ？　お前が乗り越こえるべきことはなんだ？」
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「俺が乗り越えるべきこと……か」

　リンデが見せた覚かく悟ごと、トールへの恐怖を押し殺し、その上でクラウスを奮い立たせようとするマナの姿。そして、自分を希望として集つどい、神に挑いどもうとするフリッツたちや、自らのためとはいえ、クラウスに全てを賭けるスズリ。

　それらの姿が自分の中の何かを断たち切るのを、クラウスは確かに感じた。

　マナの瞳の中で、彼の唇くちびるの端はしが上がる。

「殺すと脅おどされちゃ……俺はマナに従うしかないな。失敗したら、マナのせいだな」

　鼻で笑い、言った。

「アタシのせいにするな」

「お前のせいだ。お前が……お前たちがいるから勝機がある。だから、俺は戦う。虚きよ幻げんを仕掛けることができる。そんな発想に至る……。罪な奴らだ」

「減らず口を」

　マナは苦く笑しようし、クラウスを投げ出す。

　床ゆかに尻しりをぶつけ、悶もだえながらも、クラウスはマナを見上げる視線を外さない。

「トールに怯おびえていたくせに、言うじゃないか」

「ふざけるな。アタシは生まれてこのかた、恐怖などしたことはない」

　立ち上がろうとするクラウスにリンデが手を貸す。助け起こしてくれる姉の目にはいまだかすかながらも光が煌きらめいていた。

　いつもの姉とは違ちがう薄うすい表情の中、その瞳の奥に、クラウスは確かにリンデの想おもいを見た。彼女はクラウスに問いかけている。

「そうだね。お姉ちゃん」

　クラウスはよろけながらも立ち上がった。

「認めるよ。神を殺した。このことで、俺は全てを巻き込んでいくことになる。逃れることはもうできない。だから、そうなることを覚悟するしかない。いや、覚悟するんだ」

　マナを見れば、彼女はフンと鼻を鳴らして牙を見せた。

　微び笑しようを返し、クラウスはリンデに向き直る。

「勝つために、生き残るために戦う。全てを覚悟する。だから、お姉ちゃんに宿る何かが消えるまでに訊ききたいことがある。俺の思うとおりなら、俺たちはトールに勝つことができる」

「預言の力をもってお前のもうひとつの剣けんとなる。それがお前の姉の望みだ」

　リンデが頷うなずく。その瞳ひとみから光は徐じよ々じよに薄れていきつつあった。

「……教えてほしい、お姉ちゃん。トールはお姉ちゃんのみが神を殺せると言った。なら、俺が今からする問いには意味があるはずだ」

　クラウスは問う。そして、答えを得た。




　　　　◆　◆　◆




　朝になれば地下世界の全てが輝かがやきを増す。岩がん盤ばんの天てん井じようと世界樹ユグドラシルの根が這はう地平の壁かべが照らし出す地下世界の朝の光の下、ブロック大だい工こう房ぼうの前にクラウスは立っていた。

　リンデやマナと並んで立つ彼の前には、フリッツたち《銀狼騎士団》の戦士たちと、スズリがいる。

「どうしたの？　クラウスくん。改まって、みんなを呼び出して」

　そう言ったスズリはほとんど寝ねていないのか、その顔には疲つかれが滲にじんでいた。

　フリッツは不思議そうにクラウスを見ている。

「悪いな」

　クラウスは背筋を伸のばした。赤い外がい套とうを羽織った彼はスズリやフリッツを見回す。その顔にいつもの軽い調子はない。彼はゆっくりと口を開いた。

「トールと戦うことを決めた」

　クラウスは告げた。

「え？　でも、兄貴。もとから七日後の約束で……。戦うのは決まってたはずじゃ？」

「確かにそのとおりだ。だけど、俺には迷いがあった。だけど、今はもう決めた。俺はトールと戦う。そして、奴やつを討うつ」

　クラウスはフリッツを見み据すえる。

「ところで、俺たちはトールには勝てない」

「い、いきなり、何言うんすか!?　前後おかしいっすよ!?」

　フリッツたちがざわめく。

「正確に言えば、俺とマナだけじゃ勝てない。そう言っているんだ。だけど、俺には雷らい神じんを討つための策がある。奴を殺す虚幻の牙は確かに存在する」

　クラウスは一歩前に出た。

「そのためには、虚幻の牙をトールに突つき立てるには、お前たちの力を借りる必要がある」

「ちょ、ちょっと待ってくださいっすよ、兄貴!?　俺たちは最初からそのつもりっすよ!?」

「いや、勝てる策はあると言ったけど、これはあくまで俺の読みが合っていたらの話だ。俺の推測が正しくて、虚幻の策がはまって……それでもなお死人が出る可能性は高い。それに準備の段階から力を貸してもらう必要がある。スズリにだって、今以上の負担を強しいることになる。さらには俺の目的は他ほかでもない。お姉ちゃんと俺が生き残ることだ。マナの目的もただ自分のために神を殺すこと。お前たちは神から逃れれば、奴らが追ってくることはない。スズリもこの地下世界を諦あきらめれば命までは奪うばわれない。だけど」

　クラウスは深々と頭こうべを垂れる。

「それでも……力を貸して欲しい。無む理り強じいなんてできない。だが、俺は……手を貸して欲しいと勝手なことを言う」

　しばらくの間、クラウスは頭を下げたままでいた。強い願いの表れ。彼らへの懇こん願がん。ただそれだけではなく、顔を上げ、反応を見ることを恐おそれているのだという自覚があった。

　月喰くらいの魔ま狼ろうであるマナを一撃で打ち倒たおし、街を半はん壊かいさせたトールの強さを彼らは目もく撃げきしている。

　そんなものとの戦せん闘とうを強いるなど、普ふ通つうなら拒きよ否ひする願いだ。本当なら、甘い言葉を並べ立てれば、彼らを乗せることはできた。それもまた虚幻師として間ま違ちがっていない。だが、そうはしなかったし、したくなかった。だからこそ、クラウスは恐れる。

「何言ってるんすか、兄貴」

　フリッツはあっさりと言った。

「結局は戦乙女の時と同じっすよ。いや、あの時よりも分はいいじゃないっすか」

　フリッツの言葉に、クラウスは頭を上げた。

「俺らは全員、戦うつもりっすよ」

　彼の言葉を戦士たちは肯こう定ていする。笑う者、武器を叩たたくもの、雄お叫たけびを上げる者もいた。

「どうせ、俺たちだけじゃどうにもならないってことは身に染しみてるんすから。そもそもが、俺らは奴らに一いつ矢し報むくいたいだけっす。俺らも自分の目的のためにやってるんすよ」

　フリッツは半ば呆あきれたように言う。

「それに、死んだとしても、今の死の国ヘルヘイムの状況なら、戻もどってくることができるかもしれないっす」

　仲間たちの中にいる死者を指して、フリッツは言う。青白い顔をしたその男は無言のまま頷いてみせた。

　だが、クラウスは死の国から出ようとすることは、ブルーノを滅ほろぼした魂たましいを喰らう黒こく竜りゆうが徘はい徊かいする荒こう野やを旅することだと知っている。

　フリッツもまた知っているはずなのに、彼は強気の表情を崩くずそうとはしなかった。

「スズリさんはもう散々言ったわよ。クラウスくんのためにならなんだってするって。これは決して自分の欲よく望ぼうのためじゃなくて、本当にクラウスくんの力になりたいからで……だって、ここでトールに負けたら、霧きりの工こう房ぼう街の王室派が息を吹ふき返しちゃうもの！　クラウスくんのためよ」

「お前も正直でいいな」

　クラウスは苦笑した。

「ありがとう。心から感謝する」

　そう言うと、彼はマナやリンデを振ふり向いた。

　リンデは胸の前で震ふるえる拳こぶしを握にぎりしめている。だが、もう神に挑いどむことを止めようとはしない。

　マナは不敵に笑う。魔狼は自分を死の淵ふちに追い込んだ雷神への恐れなど、おくびにも出さない。

「ならば」

　クラウスはマナたちに並び、言った。

「神界最強の雷神トールは俺の虚幻の中にいる！　虚幻と魔狼の牙きば……それに人と黒妖精が束ねた刃やいばが雷いかずちを打ち破る！」

　高らかに宣言する。
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「ぐぁぁぁ！　退たい屈くつだ！」

　巨きよ軀くをゴロゴロと転がして、あくび混じりに愚ぐ痴ちを放ち、寝そべったまま、樽たるをつかんで酒をあおり、焼いた豚ぶたのもも肉を一口で食いちぎる。

　霧の工房街から離はなれた古い建物の陰かげ。もはや屋根も崩れ、今はもう黒妖精ドヴエルグたちに廃はい棄きされたそこに、トールはいた。そして、退屈に濁にごった目で岩盤の空を見上げる。

「また、クラウスのところに行くか？　いや、だがなぁ……。それで奴の策とかうっかり見てしまったら、楽しみもなくなるしなぁ」

　あまりにもあまりな神の姿を、ユーディットは行ぎよう儀ぎよく座ったままで見ていた。彼女は寝ね転ころんで腹を搔かいているトールの姿を前に、渋しぶい顔を隠かくせない。

「やれやれ……。やっぱり七日とか待つんじゃなかったぜ。あと、丸一日あるんだぜ」

　待ち遠しそうにトールはクラウスがいるはずの大工房を有する市街のほうに目をやる。

　だが、その視界は白い霧に遮さえぎられていた。時刻は朝方、霧の工房街がある南方区には、その名のとおりの深い霧が立ち込める時間だ。

「まあいい。あと一日。それだけの辛しん抱ぼうだ。ひと眠ねむりでもしてれば……」

　トールの言葉が止まり、その眉まゆがピクリと動いた。

「トール様？」

　応こたえず、トールは跳はね起きた。

　後ずさりながら、転がしていた《雷らい槌ついミョルニル》を握りしめる。

　そして、逆の手でユーディットの腰こしをひとつかみにした。

「え？」

「ちょっとばかりぶん投げるぜ！」

「ぶん投げ……え？　えぇっ!?」

　言葉のとおり、トールはユーディットを空へと投げた。

　屋根のない建物から空高くまで投げ飛ばされたユーディットは驚おどろきの声を上げながらも、空中でその背から翼つばさを広げ、はためかせる。

「トール様、何を!?」

「降りてくるなよ、ユーディット！」

　叫さけぶと、トールはその口を押さえる。

「毒だ！」

「毒!?　霧にまぎれてですか!?」

　トールは強きよう烈れつな異い臭しゆうと共に目や口に刺し激げきを感じ始めていた。霧の中で毒の煙けむりが焚たかれていることを彼は察していた。

　口元を覆おおう手を離す。その下にあった唇くちびるがニヤリとした笑えみを形作る。

　トールの周囲に黄金の光が散った。

「おらぁぁぁぁぁぁっ!!」

　咆ほう哮こうを上げ、トールは《雷槌ミョルニル》を振りかぶった。そして、呪アわンれドしヴ黄ア金リの鉄てつ槌ついを大地へと叩きつける。

　彼が放った黄金の雷らい光こうをまとった鉄槌が石造りの建物の床ゆかを打ち、それを瞬しゆん時じに粉ふん砕さい、砕くだけた床の下、大地自体が陥かん没ぼつし、周囲に辛かろうじて残っていた壁がことごとく崩れ、吹き飛んだ。

　トールたちを吞のみ込もうとしていた霧が彼を中心として散る。

　だが形のない白い霧は元の状態に戻ろうとするかのように、トールの足元に漂ただよい、ほどなくその視界を再びかすませた。

　霧の向こうを睨にらむトールの右みぎ腕うで、鋼鉄の籠こ手てに包まれ、ミョルニルを握るそれが、鉄の軋きしみを響ひびかせた。

「約束の日の前日に奇き襲しゆうを仕し掛かける。しかも、まずは毒による攻こう撃げきかよ！」

　ミョルニルの一いち撃げきは廃はい墟きよもろともに毒の煙を吹き飛ばしていた。もう異臭も刺激も感じない。

「クラウス！　卑ひ怯きようなことを……！」

　ユーディットが怒いかりの声を上げた。

「いや、ユーディット。よく考えたらよ。あいつは七日と約束してはいないんだ。七日以内に俺を殺すと言っていたわけだ」

　トールの声はどこか弾はずんでいた。

「あの時点でこうするつもりだったな。野や郎ろう」

　地下スヴアルト世界アルフヘイムの光をも吞み込み、自分の手ですらまともに見えない。トールはそんな濃のう厚こうな霧の中へと自ら足を踏ふみ入れた。

「狙ねらいは悪くないぜ。決戦の前日……そりゃ、ダレるか緊きん張ちようしているか。心に最も綻ほころびってやつができてる時だ。そこを突いてくるのは、奇襲として正しいぜ。だが、お前の放った毒は吹き飛ばした」

　トールは霧の向こうに複数の気配を感じ取る。数カ所から風に乗せて毒どく煙えんが流し込まれたのだと理解する。

「さあ、次はどう出る？」

　呟つぶやき、トールは訝いぶかしげに眉をひそめた。

　白い霧の向こうに潜ひそむ気配が動く。だが、それらは明らかにトールから遠ざかっていく。

「……退ひくのか？　それはそれで思いきりがいいな」

　トールは空を振り仰あおいだ。霧で煙けむる空には翼を広げて舞まうユーディットの姿がある。

「トール様。わたくしが空から奴やつらを追いますわ。弓で狙そ撃げきすれば、人間如ごとき……」

「いや、手は出すな」

「しかし……」

「こいつは俺とクラウスとの……いや、奴が言った虚きよ幻げんって奴との戦いだ。邪じや魔まするなら、お前だって殴なぐり倒すぜ」

　そこまで言って、トールはわずかに言葉を止める。それから「ユーディット」と、改めて戦乙女ヴアルキユリアの名を呼んだ。

「……お前の身は心配するな。お前はあのことを知った。だが、親父おやじの奴がお前を殺そうとするなら、俺が護まもってやる」

「ト、トール様……そんなもったいないお言葉を……」

「なぁに。俺は奴を殺せないが、奴も俺を殺せない。だが、万が一、俺がクラウスに敗れたら……」

　まるでそれすら望むかのように口元に笑みを浮うかべる。

「その時は奴らと共に行くのもお前の生きる道のひとつだ」

「そんなことわたくしは……！」

「選ぶのはお前だぜ。まあ、いい。どうなるかは、これからの戦いが決めるわけだ！　見ていろ、戦乙女ユーディット！　雷らい神じんの戦いくさを!!」

　言い捨てると、トールは霧の中を進んでいく。

　既すでにそこに敵の気配はない。

　ミョルニルを手にしたトールは肩かたで霧を搔き分けながら走る。

　巨きよ体たいながらもトールの動きは素す早ばやい。むしろ、その巨軀は人間など比べ物にならないほどの動きを見せ、距きよ離りを一気に踏とう破はする。

　まだ少し距離はあるものの、霧の彼方かなたには工房街の街並みと大だい工こう房ぼうの威い容ようが黒く滲にじんでいた。

　トールは速度を緩ゆるめる。霧の中、街並みの陰にトールはいくつもの殺気を、鋭えい敏びんに感じ取っていた。

「いるんだろ？　牙を研といでいやがるんだろ？　いいぜ。一人では挑まない。そういうところもいいぜ！　さあ、次は何を仕掛ける!?　終わりじゃあねえだろ！」

　その声に応えたのは鳴り響く轟ごう音おんだった。

　霧きりを散らし、地下世界に響き渡わたった爆ばく音おんと共に鋼鉄の塊かたまりが飛来する。

「炎の国ムスペルヘイムの火か砲ほうかよ!?」

　トールの周囲に砲ほう撃げきが着ちやく弾だんし、岩が砕けて飛び散り、爆ばく風ふうと瓦が礫れきが彼を襲おそう。

　さらにその一発がトールに直ちよく撃げきした。

　分厚い胸に鉄の砲ほう弾だんが食い込み、ミシミシと音を立てる。

　だが、トールは爆風にも砲弾にも一歩も怯ひるむことなく、防ぼう御ぎよはおろか、たじろぎすらしなかった。

　むしろ、その笑みを増し、赤い目を爛らん々らんと輝かがやかせて前へ出ようとする。

　そこへ声が響いた。

「今だ！　矢を射かけろ！」

「クラウスか！　ようやく来たな！」

　好敵手と認めた敵の声に歓かん声せいを上げたトールへと無数の矢が容よう赦しやなく降りそそぐ。
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　立ち込める濃厚な霧の中、クラウスは市街の外れに近い建物の上に陣じん取どっていた。

　赤い外がい套とうをまとう彼はその陰に隠かくれ、霧の中、街の外に浮かび上がる黒い影かげを睨みつけている。

　夜のうちに大工房へと住人を避ひ難なんさせ、静まりかえった街に、砲ほう声せいに続き、弓ゆ弦づるの音がいくつも響く。

　クラウスと同じように、街の大通り沿い、入り口付近の建物にはフリッツたちが潜んでいた。大通りにはスズリが手配した火砲が設置してあるが、最初の一発を撃うつことしか考えてはいない。そして、神を相手に、その威い力りよくも期待はしていなかった。火砲は戦乙女すら討うつことができなかったのだ。

「本命はこっちだ」

　クラウスのすぐ傍そばにも《銀ぎん狼ろう騎き士し団》の戦士の一人がいた。

　矢や継つぎ早に矢をつがえて射る。その鏃やじりからは暗い緑色の液体が滴したたり落ちている。

「こんな矢で奴を仕留めることができないのはわかってる。だけど、奴の皮ひ膚ふが鋼鉄でできていないのは、あの生傷でわかる。なら……雨のように降りそそぐ矢なら、かすり傷さえ負わせれば、毒を流し込むことはできるはず」

　クラウスの外套の裾すそをギュッとつかむ者がいた。

　彼の傍かたわらにはリンデがいる。不安を押し殺すように唇を嚙かみしめる彼女の瞳ひとみには、まだ神を目の前にした時の輝きはない。いつもの姉がいた。

　彼女はクラウスと共に霧の中の雷神を見つめている。

「たかが毒。本来なら神を殺せる保証なんてない。だけど、この手は有効なはずだ。お姉ちゃんの預言は、あいつが世界蛇じやの毒で死ぬというものだった」

　姉に対して優やさしく語りかける。

「死の国ヘルヘイムでのテュールとの戦いで、お姉ちゃんが言った神の死因……神ラ々グのナ黄ロ昏クで起こらなかったはずの過去。それに沿って、テュールの片かた腕うでを切り落としたことはあいつの姿を変えた」

　その身を腐くさった狼おおかみのように変へん貌ぼうさせ、理性を失い荒あれ狂くるったテュールの姿はクラウスの脳のう裏りに深く刻まれている。

「マナと俺の契けい約やくは血と血を交かわすことで、俺とマナをひとつの存在として疑ぎ似じ的に、呪じゆ的に結びつけることだった。義ぎ腕わんを動かそうとする時も、その血肉によって、呪的な処理を行う。本来、失われるはずのテュールの右腕の代わりに、俺は左ひだり腕うでを切り落としたが、奴には変化があった。そして、あの変貌はそれまで理性的だったテュールに大きな隙すきを生んだ。世界蛇の毒なんて手に入るわけはなかったけど、ただの蛇毒も呪じゆ術じゆつ的な意味では有効だ。それはマナも認めていた。あの夜、お姉ちゃんに確かめた時、お姉ちゃんも、トールを殺したのは蛇毒だと言い切ってくれた」

　戦いを決めた夜、クラウスは決意を込めて、自ら巫女みことしての力を発揮していたリンデにそれを尋たずねていた。その答えはクラウスが思い描えがいていたとおりだった。

　同時に思った。神を殺すことができるのはリンデだけ。トールの言葉が意味するのは、つまり、そういうことなのではないか？

「俺はお姉ちゃんがくれた言葉を信じる」

　降りそそぐ矢の中でトールの影が動き出す。だが、彼が《雷らい槌ついミョルニル》を投じる様子はない。

「そうだ。ミョルニルは標的をどこまでも追って、殺す。だけど……あいつはその目で見たものしか打てない。この霧の中じゃ、まだ力を発揮することはできないはずだ。それだけじゃない」

　クラウスは強気の笑えみを見せた。

「雷神だから、雷かみなりを操あやつるのかもしれないけど、この地下世界じゃ、あいつはそんな力を使ってもいない。せいぜい、周りに稲いな妻ずまを飛ばしてるぐらいだ。地下世界の霧の中での戦い。あいつは自ら鎖くさりに捕とらわれたも同然だ」

「おい！　クラウス！」

　霧の中から声がした。空気を震ふるわせて届く、降りそそぐ矢の中にもかかわらず楽しげなそれは間ま違ちがいなくトールの声だった。

「この霧も虚幻ってやつか？　うまい手だ。俺の弱みをよくわかってやがる。やりづらいにもほどがあるぜ！　だがな！」

　濃のう霧むの内で黄金の輝きが散った。深い霧の中でなお、その煌きらめきは強く、さらに輝きを増していく。

「お前はひとつ見落としてねえか！」

　霧を貫つらぬくほどに激しい輝きが地下世界を染め上げた。

　同時に濃こい霧を突つき破り、稲妻をまとう鉄てつ塊かいがまっすぐに空へと飛ひ翔しようする。岩がん盤ばんの天てん井じようを目がけて、地下世界の空を駆かけるそれは《雷槌ミョルニル》だ。

　クラウスは目を見張る。

　ミョルニルの一いち撃げきが地下世界の空を叩たたく。そこにあるものは地上と地下を隔へだてる岩盤の空だ。

　それが大きく粉ふん砕さいされ、岩の塊が落下する。

　それに交じり、ミョルニルがトールのもとへと舞い戻もどる。

　トールは止まらない。その手から続けざまにミョルニルが放たれた。轟音が鳴り響ひびき、岩盤が抉えぐれ、地下世界全体が揺ゆれ動く。岩盤の天井に大きな亀き裂れつが生じた。

　岩塊は街にすら落ちてくる。《銀狼騎士団》の戦士たちの悲鳴が聞こえた。クラウスの上にも瓦礫が落ちてくる。

　クラウスはリンデを護まもるように彼女の上へ身を乗り出しながら、続けざまに打ちつけられるミョルニルを見上げる。

「あいつ……まさか」

　そして、地下世界を覆おおう岩盤の空が破れた。

　天井や壁かべに宿る光ではない、クラウスにとって馴な染じみ深い光が、ミョルニルによって生じた裂さけ目から差し込んでくる。それはまだ淡あわい朝の光ながら、まぎれもない太陽の光だった。

「おらぁぁぁぁぁっ!!」

　さらに大地が震える。

　トールがミョルニルで大地を殴なぐりつけていた。

　その一撃が巻き起こした風圧が霧を吹ふき飛ばす。

　だが、トールが野営地にいた時とは違ちがい、今度は霧はもとのようには戻らなかった。

　霧は上空へと巻き上げられ、穿うがたれた天井の穴から外へと吐はき出される。

　地下世界を染め上げていた濃のう厚こうな白の色が薄うすれた。もはや霧は街も雷らい神じんも覆い隠してはくれない。

　破れた空からそそぐ日の光の下、砕くだいた大地を踏ふみしめて、巨きよ軀くの雷神が立つ。

「改めて訊きいてやるぜ。俺がこの地下世界自体を作り替かえたら、その策は通用するのか？　そいつを、お前は見落としてないか？」

「そんなことできるなんて思うわけないだろ。あいつ、バカか」

　啞あ然ぜんとするよりも、もはや呆あきれ果てた顔でクラウスは言った。

「だけど、まだ距きよ離りはある……！　矢を射かけろ！　霧が晴れたんだ。かえって狙ねらいが定まる。今のうちにやれ！」

　クラウスの号令でまた一いつ斉せいに矢が降りそそいだ。

　トールは動かず、かわそうとも防ごうともしない。

　だが、クラウスは気づいた。

　彼の周囲に雷らい光こうが散る。黄金の稲妻は迫せまり来る矢がトールに到とう達たつする前に焼き、灰かい塵じんと化す。彼の周囲には稲妻に弾はじき返された矢の残ざん骸がいが積もっていた。

「当たっていないのか……！　最初から、一本も」

「終わりか？　クラウス」

　トールの筋肉が脈動し、その太い腕が大きく振ふりかぶられた。

　鉄の籠こ手てで《雷槌ミョルニル》を握にぎりしめ、トールが吼ほえた。
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　トールは渾こん身しんの力を込めて《雷槌ミョルニル》を投じた。

　彼は既すでに建物の陰かげにクラウスの赤い外套を捉とらえていた。

　一いつ切さいの容よう赦しやも躊ちゆう躇ちよもなく、全身全ぜん霊れいをもって投じられた呪われし黄金は、落らく雷らいにも似た轟ごう音おんを上げて建物もろともに外套を貫き、周囲を爆ばく散さんさせた。

　だが、それを睨にらむトールの眉まゆ根ねに皺しわが寄る。

「……？　手て応ごたえがねえ」

　ミョルニルは間違いなく、クラウスがいる周辺を粉砕し尽つくしていた。

　だが、そこに吹き上がる瓦が礫れきの中に、人体が散らした血肉は存在しない。代わりに撒まき散らされたのは、ちぎれた赤い布と、粉こな微み塵じんになった木もく片へんと藁わらの束だった。

「……案山子かかしだと!?　どこまで小細工が好きなんだ！」

　瓦礫の山を押しのけて、ミョルニルが現れる。そして、トールのもとへ戻ろうと動く。

　それと共に、トールは気づく。

　赤い布を巻いた案山子が立てられているのは、今しがたトールが叩き潰つぶした建物だけではなかった。街のあちこちにいくつもの案山子が一気に姿を現す。赤い布が外套の如ごとく翻ひるがえる。

「つまらねえ真似まねだが、やってくれるな！　俺の手を封ふうじるには悪くないぜ！　それなら、ことごとくをぶっ潰すまでだ！」

「させると思うか、雷神!!」

　その時、トールが立つ街の入り口にほど近い建物の陰かげから一人の少女が飛び出した。

　銀色の髪かみをなびかせ、地を蹴けり、放たれた矢のようにトール目がけて一直線に走るのは、マナだ。

　真新しい胸当てを着けた彼女の手には既に《双そう牙がハティ》がある。

　トールのもとにはいまだミョルニルが帰き還かんしてはいない。そして、全速力で駆けるマナの速度は封ふう印いんを解かれていない今でも、空を行くミョルニルよりも速かった。

《双牙ハティ》を握りしめて突とつ進しんするマナと、トールの距離が一気に詰つまる。

「……っ!?」

　だが、唐とう突とつにマナは真横へ跳とんだ。

　直後、破れた空から降りそそいだ黄金の稲妻が彼女が数瞬しゆん前までいた場所を抉る。さらに続けざまの稲妻が幾いく筋も輝かがやき、次々とマナへと襲おそいかかった。

「もうひとつの雷の槌つちだ！　かわせるか、魔ま狼ろう！　全部かわして、俺に迫れよ！」

「うるさいぞ、雷神！」

　驚きよう異い的な反射神経で稲妻を読みきり、かわしながら、それでも、マナは最少の動きと、最短のルートで、トールとの距離を詰めていく。

「本物の稲妻だと!?　人間め！　こんなもの予定に入っていないだろ！　何が虚きよ幻げんだ！　間ま抜ぬけが！」

　毒づきながらも、マナはトールを《双牙ハティ》の間合いに捉えた。

「だが、におう。貴様の稲妻とかいうのは、野に落ちる稲妻と同じにおいがする。そんなものを魔狼が食くらうか！」

「なんだそりゃ!?　野性の勘かんかよ！」

　ミョルニルはまだトールのもとに届かない。

　踏み込みと共に繰くり出したマナの斬ざん撃げきがトールを襲った。

　牙を打ち鳴らす鋸のこぎり刃ばがトール自身が周囲へ放つ稲妻の防ぼう御ぎよに嚙かみつき、それを喰らう。

「稲妻も喰らうかよ!?　大喰らいが！」

　そして、《双牙ハティ》がトールの肩かたに食い込む。

　牙の刃やいばが肉を引き裂き、咀そ嚼しやくし、血肉を散らせる。

　だが、次の瞬しゆん間かん、目を見開いたのはマナのほうだった。

　トールは斬撃をまともに受けながらも退ひかない。むしろ、マナへ向かって踏み込んだ。

　そのことが《双牙ハティ》の斬撃を浅くする。それでも、蠢うごめく牙は確実に彼の肉体を貪むさぼっていた。

　構うことなくトールはマナへと鋼鉄の籠手で覆われた拳こぶしを叩き込む。

「くそっ!?」

　マナはとっさに退いた。しかし、雷神の鉄てつ拳けんはわずかに彼女をかすめる。

　ただそれだけでマナの身体からだは風に巻かれた枯かれ葉はのように吹き飛ばされて、地面を転がった。すぐさま跳はねるように身を起こすが、脇わき腹ばらに走る激痛に顔をしかめる。

「かすっただけだぞ……」

　マナは自分の骨が罅ひび割われたのを感じていた。

　うめいたマナの眼前で、トールは帰還したミョルニルを受け止めようと手を伸のばす。

「さあ、本番はここから……っ!?」

　その時、トールは気づいた。自分のもとに戻ってくる鉄てつ槌ついに、赤い布がはためくのが見える。斬きり込んで来たマナに気を取られていたが、そこにはクラウスの赤い外がい套とうが翻っていた。

「マナが囮おとりかよ！　だがな！」

　雷らい鳴めいが鳴り響き、破れた空から稲いな妻ずまが飛来する。

「同じ手が通じると思うか！」

　その一撃はまだ空中にあったミョルニルを打った。

「いいや。二に番ばん煎せんじは客を喜ばさないって、教えてくれた人がいてね」

　クラウスの声がした。

　雷かみなりが鉄槌を打つ直前、赤い外套は自らミョルニルを離はなれていた。

「お前……っ!?」

　トールが目を見張る。

　間かん一いつ髪ぱつでミョルニルから身を離したのは、クラウス自身だった。

　外套だけではなく、今度は彼自身がミョルニルにしがみついていたのだ。

　空中に身を躍おどらせ、クラウスは赤い外套をはためかせる。鉄槌を打った雷光に、そこから伸びる両の腕うでが鈍にぶく輝いた。

　クラウスには両りよう腕うでがあった。それは新たな鋼鉄の義腕だった。テュールのものとは違い、彼の身長に即そくしたものだ。

　無骨ではあるものの、装そう甲こうはさほど厚くはない。だが、五指が存在し、それぞれが軋きしみを上げながらも駆く動どうし、大きく手を広げる。

　落下し、地面に叩たたきつけられ、転がりながら、クラウスはその義腕で地を打ち、勢いを活かして膝ひざ立だちになる。

　トールから離れた位置で、彼は左の義腕を彼に突つきつけるように伸ばした。

　稲妻に打たれながらも戻もどってきたミョルニルを受け止めた直後のトールがそちらを見る。クラウスの義腕の肘ひじから先が真下に折れた。その断面ともいえる部分に、ぽっかりと穿たれた穴が覗のぞく。それはテュールの義腕に仕込まれていたものに似つつも、もっと小型の砲ほう門もんだった。

　トールが反応するよりも前に、爆ばく音おんを上げて、一発の砲ほう弾だんが放たれた。

　掌てのひらに収まる程度の小型の砲弾はトール自身ではなく、彼が立つ砕けた地面を打ち、同時に破は裂れつする。

　直後、禍まが々まがしい暗緑色の煙けむりが吹き上がり、トールを包み込んだ。

「また毒かよ！」

　ミョルニルの一ひと振ふりがまとわりつく毒どく煙えんを一いつ蹴しゆうする。

　その時には、クラウスは後ろへ跳はね飛び、トールとの距離をさらに離していた。彼は左ひだり腕うでの砲門をトールから逸そらさない。

　そのまま砲ほう撃げきの反動に備えるように膝を突き直す。

「次は何だ？」

「楽しんでくれよ」

　砲門から炎ほのおがあふれ出た。燃え盛る炎は塊かたまりを成し、砲ほう口こうへと凝ぎよう縮しゆくされていく。

　そして、炎えん塊かいはトール目がけて放たれた。爆炎が雷神へと襲いかかり、彼を吞のみ込む。

　吹ふき上がった炎の弾だん丸がんの衝しよう撃げきに、クラウスの左腕が肩かた口ぐちの接合部位を残し、根本から外れた。人間では耐たえきれない衝撃を殺すため、もともと、そういうふうに作られていたのだ。

　それでもなお、クラウスは反動で後方へ吹き飛び、固い地面の上を派手に転がる。

　地に叩きつけられ、苦痛を堪こらえながらも、彼は炎に包まれたトールを睨む。

「どうだ？　テュールの義腕の機構を使ったものだ。この義腕の内部は、あれを流用している。人の手によるものじゃない。神が用いるために作り上げられた呪われし黄金。これなら、同じ神にだって通用するはずだ」

　クラウスは口には出さず、スズリに心の内で感謝する。

　彼女はこの数日、ほとんど睡すい眠みんを取ることなく、突とつ貫かん作業でこの義腕を仕上げた。シンドリ大だい工こう房ぼうにあった薬品の中からここまで使ってきた毒を準備してくれたのも、彼女とその部下の黒妖精だ。

　さらには囮の案山子を大量に作り上げるために、フリッツたち《銀ぎん狼ろう騎き士し団》も尽じん力りよくしてくれた。

　スズリや《銀狼騎士団》の協力なしで、この一いち撃げきは為なし得なかった。

　力を束ねたその結果をクラウスは炎の向こうに見た。
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　大工房の廊ろう下かに、スズリは突っ伏ぷしていた。

　街から伝わってくる揺ゆれと空に鳴り響ひびく轟音に、彼女はゆっくりと顔を上げる。

　彼女の顔には深い疲ひ労ろうの色がある。

「始まったわね」

　再び床ゆかに頰ほおをつけて呟つぶやいた。

「信じてるわよ、クラウスくん。だから、スズリさんがんばったわ。できるのは、ここまでだったけど……」

　また大地が揺れた。

「勝って。わたしのために。あなたのために」




　　　　◆　◆　◆




　晴れていく炎の中から姿を見せたものは、鋼鉄の籠こ手てだった。

　いまだ残る炎塊を大きな掌が一息に握にぎり潰す。

　クラウスは声も出ない。

　マナがかすかにうめく。

　トールは健在だった。むしろ、クラウスの放った火か砲ほうは彼の籠手を焼くことすらできていない。

　クラウスが用いるために威い力りよくが落とされているとはいえ、力を解放しないマナを戦せん闘とう不能直前に追い込んだ炎が一いつ切さい通用していなかった。

　ここまでの戦闘で彼が受けた傷は、マナの《双牙ハティ》による肩口のものだけだ。それもまた深手とは言いがたい。

「いい手だったとは思うぜ？　だが、力が足りないな。例えば、お前たちにテュールほどの力があれば、今、ここで俺にトドメを刺させたかもしれないのにな」

　心底残念そうに言ったトールは既すでにクラウス目がけて、ミョルニルを振ふりかぶっていた。

「残念だが……こいつでお別れだ！」

　不ふ可か避ひの一撃が放たれる。

「クラウス!?」

　マナが声を上げた。地を蹴けり、走ろうとするものの、トールから受けた一撃が彼女の動きを鈍らせていた。雷らい光こうをまとったミョルニルが左の義腕を失ったクラウスに迫せまる。

「いいや、まだお別れじゃない」

　彼はそれを睨にらみ、右の鉄てつ腕わんを突き出した。クラウスは後ろに跳とぶ。

　同時に前へ突き出した彼の腕が左腕同様に肩の接合部から外れた。

　そこへ《雷らい槌ついミョルニル》が到とう達たつする。

　ミョルニルの一撃に鉄腕がひしゃげ、曲がり、瞬しゆん時じに粉ふん砕さいされた。

　だが、ミョルニルはそこで進しん撃げきをやめる。外された義腕を破は壊かいしながらも、貫かん通つうすることなく空中で翻ひるがえり、トールのもとへと舞まい戻ろうとする。

「悪いな、スズリ。一いつ生しよう懸けん命めい作ってくれたのに」

　クラウスは呟く。戻ってくるミョルニルと、腕を失いつつも、トールの一撃から逃のがれたクラウスの姿を見て、トールは目を丸くした。

「ミョルニルのもうひとつの性質。それは標的を追つい尾びはするが、追つい撃げきはしないことだ。一回打てば、主あるじのもとへ帰る。だから、あの時、マナは殺されなかった」

「一撃打てば相手は普ふ通つう死ぬからな！　そんな破り方をしたのは、お前が初めてだぜ！」

　楽しそうに言うと、トールはその手に帰ってきたミョルニルをつかむ。

「だが……！　次は捨てるものがねえだろ。お前はまた両腕を失い、マナは俺を殺しきれない」

　トールの声に寂さびしさが混じる。

「よくやったと思うぜ。だが、お前でも、俺を殺すことはできずか……」

　その時、トールの身体がよろめいた。

「……っ!?」

　膝を折りそうになりながらも踏ふん張る。

「なんだ、これは……」

　そして、激しく咳せき込む。その口からボタボタと血がこぼれた。

　地に落ちた自らの血潮をトールは信じられない目で見ていた。

「……毒かよ」

　トールはうめく。

「だが、いつだ？　いつ、俺に仕し掛かけた？　最初の奇き襲しゆうで毒を軽く吸った以外は……毒矢もお前の毒の煙えん幕まくも全すべて蹴け散ちらしたはずだ。最初の毒がここまで強力なものだったとは思えねえ」

「お前は知らないかもしれないが……」

　クラウスは言った。

「それ全てが囮だ。だけど、やっと効いてくれたみたいでホッとしてる」

　言いながら、クラウスはトールの足元を指した。

　彼の死角になる場所に小さな煙えん幕まく弾だんがひとつ転がり、薄うすい煙を発していた。それはいまだわずかに残る霧きりの中に溶とけるように混じっていく。

「仕掛けたのはさっきだ。砲ほうから放ったいかにも毒々しい煙と、火砲にまぎれて転がしておいた」

「火砲まで囮だと？　だが、臭においなんぞしなかったぜ。今もしない」

「それはそうだ」

　クラウスは再び両腕を失いながらも、辛かろうじて残っている肩かただけをすくめる。

「最初の毒や、義腕からの毒煙はお前に気づかれるように……毒がそういうものだと思い込むようにわざと強きよう烈れつな臭いや色をつけておいたんだ。毒自体は今、お前の周りを漂ただよっている奴やつが一番強い。マナにつけられた傷や、お前にもともとある傷からも毒が入り込んでいるはずだ」

　トールの息が荒あらい。まとわりつく毒を振り払はらおうと、ミョルニルを振り上げて、彼は動きを止めた。

「……俺がここで戦うことも予測してたのかよ」

　彼はこれまで散々に打ち砕くだいた地面へと目を落とす。

「そのとおり。フリッツたちに仕掛けておいてもらったんだ」

　クラウスは今度はトールの足元を指した。

　トールが完かん膚ぷなきまでに粉砕した地面には砕けた壺つぼらしいものの破は片へんが散乱している。その内からあふれた液体がわずかに残っているものの、それもみるみるうちに蒸発していく。

「お前は知らないかもしれないが、空気に混じりやすいように処理した毒だ。お前は霧を払うために、毒を退けるために、自ら毒を噴ふき上げていたんだ」

「そして、お前たちは風上を選んで戦っていたってわけかよ」

　トールは倒たおれぬようにと、自らの膝をつかむ。唇くちびるの端はしから血がまた一ひと滴しずく落ちた。

「本当なら世界蛇じやの毒を使うべきだったのだろうけど、そんなもの手に入るはずがなかった」

「そりゃ、あいつの屍しかばねは今、人界ミズガルズの防ぼう壁へきのひとつになっているからな。巨きよ人じんどもの侵しん入にゆうを防ぐための」

「だから、俺は蛇毒をもとに魔ま法ほうの薬として強化されたものを、この策に使わせてもらった。テュールの腕うでを落とした時のように。マナと俺との契けい約やくのように。義腕と肉体を結びつける時のように。それが呪じゆ術じゆつ的な意味を持つなら、何らかの意味はある。そのはずだ」

「もっとも……」と、クラウスは付け加える。

「念のため、解毒剤ざいを血管に直接入れておいたのだけど……それでも、俺にはちょっと影えい響きようがあるみたいだ。ここが風上でも」

　クラウスは膝ひざをつき、頭を押さえる。

　苦しい息の中、しかし、その目はトールを睨んだままだった。

「なるほど……。なるほどな！　こいつがお前の戦い方か！　自分もろとも、自らを囮おとりにしてまでも、虚きよ幻げんってやつを仕掛ける！　おもしろい！　おもしろいぜ、クラウス！」

　激しく吐と血けつし、その身を震ふるわせながらトールは叫さけんだ。血走った目はクラウスと、その傍かたわらに立つ少女を見ていた。マナではない。いつの間にか、リンデがクラウスの横に来ている。巫女みことして預言を授さずかる時と同じ、神を眼前にした光が宿っていた。

「お姉ちゃん……。奴に、俺の虚幻が効いたってことか」

　頷うなずき、リンデは前へ出た。

「歪ゆがんだ運命の糸。もつれた過去と現在と未来。今、それは断たち切られた」

　リンデの瞳ひとみからあふれた光が、彼女の身体からだにまとわりつき、全身が煌きらめく。

　彼女は毒に冒おかされ、咳き込むトールへとその手を伸のばした。

　どこからか、カラカラと糸車が回るような音がする。

　それに誘いざなわれるかのように、トールの身体から煌めく黄金の糸があふれ出た。

　リンデの宿す煌めきと同質のそれは幾いく重えにももつれ、トールの身体へと絡からみついている。

「歪み。ノルニルの紡つむぐ糸を歪めた報むくい。偽いつわりによって滅ほろぼされた者たちの呪じゆ詛そ。逃れえぬ運命は動き出す」

　トールから出現した金の糸はリンデの指先へと伸びていく。

　もつれていた糸が徐じよ々じよに解ほどけ、リンデの指から手に、手から腕へと這はい上っていく。

　それはまるでリンデ自身が糸を巻き取っているかのようだった。

「その雷いかずちの全てを継つがせるべきだった者よ。尽つきるべき命の身代わりに、お前を継ぐべき者を捧ささげ、正々堂々と戦うべき仇きゆう敵てきを騙だまし、打ち殺した者よ」

　解けた糸が結びついたトールの姿はまるで操あやつり人形のようだった。

「誇ほこりを失い、それでもなお戦いに飢うえ、死を求めてさまよう憐あわれな神よ。今こそ、滅びがお前を捉とらえる。罪も呪詛も穢けがれも、その全てが舞い戻もどる。ノルニルの定めし未来はもはや止められはしない」

　リンデは手にした黄金の糸を空へと投げた。糸は虚こ空くうへと溶けるように消える。同時にトールの身から伸びるものも、リンデに絡んでいたものも、全ての糸と光が失われた。

「神はここに滅びへと回帰する」

　彼女は言い放ち、よろめくと、その場へ倒れ込む。

　腕を失ったクラウスに代わり、マナが彼女を受け止め、地に寝ねかせた。

「ぐぉぉ……！」

　激しく吐血し、トールが悶もだえる。

「やはり……始まるのか」

　クラウスはそれを見つめていた。

「おぉぉぉぉぉぉぉぉっ!!」

　トールが破れた空を仰あおぎ、絶ぜつ叫きようした。

　膨ふくれ上がった筋肉が蠢うごめき、皮ひ膚ふを突つき破り、蛇の鱗うろこがせり出してくる。

　それが身体全体を覆おおうように広がっていく中、顔の骨格自体がゴキゴキと嫌いやな音を立てて変形し始める。

　赤い髪かみが抜ぬけ落ち、鱗に覆われた顔は数秒を待たず、蛇のそれに似たものへと変わっていた。血をあふれさせ、蛇そのものの牙きばがせり出した口から伸びた舌は先が二つに裂さけていく。

　ミョルニルを握にぎりしめる鉄の籠こ手てが内から弾はじけ飛んだ。

「こいつは……」

　マナがうめく。

　ミョルニルを握るものは、もはや手ではない。そこにあったものはドロドロと腐くされた人間のものに似た頭だった。それが鉄てつ槌ついの柄えに喰らいついている。頭にわずかに残っていた赤い髪がズルリと落ちる。

「ヨルムンガンド……！　マグニ、モージ！」

　苦しい息の中、血ち反吐へどと共にトールはその名を絞しぼり出す。もはや爬は虫ちゆう類るいのそれと化した目がクラウスを見た。

　蛇そのものの頭ながら、彼が確かに笑ったことに、クラウスは気づく。

「俺は……死ぬようだな。だが……!!」

　蛇と化したトールの肉体がクラウスたちのほうへと足を踏み出す。

「九歩退いて死ぬ？　退いてなど死んでやるかよ!!」

　叫ぶと共に、血に混じり、牙からこぼれ落ちた毒液が彼自身の胸むな元もとを溶かす。

　その状態でもトールは前進する。

「死ぬまでに……俺は殺す。お前らを殺す！　嫌なら抗あらがえよ！　最さい期ごまで殺やろうぜ!!　クラウス!!　マナ!!」

　そして、トールが人の頭の形をした腕で、ミョルニルを振ふりかぶろうと動く。

「今だ、マナ！　予定どおり行け！」

　クラウスは叫んだ。

「勝てる保証なんてないぞ！」

「俺の剣けんはお前だけだ。なら、黙だまって振るわれろ！」

「バカが！　だが、乗ってやる！」

　マナが《双牙ハティ》を振りかざした。だが、その一いち撃げきが振り下ろされたのはトールではなかった。彼女はクラウスの背中を牙の鋸のこぎり刃ばで斬きりつけた。

「う、ぐ、あぁぁぁ！」

　声を上げて、クラウスが崩くずれ落ちる。

　傷自体は浅い。だが、確実に皮が裂け、肉が抉えぐられていた。

《双牙ハティ》の蠢く刀身がそれを咀そ嚼しやくし、取り込んでいく。

　直後、マナの身体が青白い光を放つ。

　青い燐りん光こうを帯びた銀の髪が大きく広がり、その双そう眸ぼうに血潮の鮮あざやかさに似た強い赤しやつ光こうが滲にじむ。両手両足を覆う鎧よろいは狼おおかみそのものの爪つめにも似た形状へと変へん貌ぼうを遂とげる。

　握りしめた《双牙ハティ》の立ち並ぶ牙の刃やいばがより強く激しく蠢き、ガチガチと音を立てた。

「この程度の血肉じゃ、もって十数秒だ！」

　マナは告げる。

「十二分だろ。やってみろ」

　クラウスが言うよりも早く、マナは地を蹴けっていた。

　岩の大地を割り砕き、青白い燐光を尾おのように引いて、マナはトールとの距きよ離りを一いつ瞬しゆんで詰つめ切る。

「トール。お前は知らないかもしれないが」

　蛇毒に冒おかされ、動きの鈍にぶった彼はまだミョルニルを振り下ろすことができていなかった。

　そこへマナの《双牙ハティ》が襲おそいかかる。

「神を殺すのはお姉ちゃんだけじゃない。お姉ちゃんと、俺の虚幻……そして、魔ま狼ろうの力だ!!」

　魔狼が咆ほう哮こうを上げ、牙の斬ざん撃げきがトールの全身を覆う鱗を容易たやすく砕き、肉を抉る。

「まだだ!!」

　投じようとしていたミョルニルをトールはマナへと叩たたきつけた。

　だが、彼女はその動きを察し、深入りすることなく、いち早く身を引いていた。

　ミョルニルが空を切り、軽かろやかに身をかわしながら放った《双牙ハティ》が再びトールの身を裂く。

　さらに繰くり出されるトールの攻こう撃げきに対して、マナは真正面からは打ち合おうとしない。

　その四し肢しをしなやかに脈動させて、舞まい踊おどるかのような動きで、精せい彩さいを欠くトールの打だ撃げきをかわし続け、その隙すきをついて浅い攻撃を繰り返す。

「テュールの時もそうだった。ああなってしまった神は平静さを欠く。その状態で、しかも毒で弱った相手になら、毒に冒されて弱った奴相手なら、まともに打ち合わなければ、勝機はある」

　背の傷の熱さを感じながら、クラウスはマナとトールの戦いを見み据すえる。

「ははっ……！　俺とは正面から打ち合わねえか！　お前の戦い方も、クラウスに似てきたじゃねえか！」

　トールの全身が切り裂かれ、血をしぶかせた。

　血と毒にまみれた蛇じや頭とうの雷らい神じんはそれでもなお楽しそうだった。

「ならば、だ！」

　トールは高々と《雷らい槌ついミョルニル》を振り上げた。

「こいつ……！」

　その動きはもはやマナの攻撃を無視したものだった。そこに防ぼう御ぎよの意思はない。

　隙というにもあまりにも大きな隙を作りながら、トールの目はマナではなく、クラウスを見ていた。鱗を弾き飛ばしながら、全身の筋肉が膨れ上がる。

「いくぜ、クラウス!!」

　ゴボリと血の塊かたまりを吐はきながら、トールは渾こん身しんの力をこめて、クラウスへとミョルニルを投じようとする。

　クラウスにはもう身代わりにする腕はなく、毒の影響を受けた身体には動ける体力も残っていなかった。そもそも、一度投じられたミョルニルから逃のがれることはできない。

　地に伏ふしたまま、クラウスはうめいた。

　リンデを置いて、死ぬわけにはいかない。

　そう思い、足あ搔がこうとしながらも、クラウスはもはやミョルニルを防ぐ術すべがないことを悟さとっていた。

「ここまで……」

「ふざけるな！　アタシがさせると思うか!!」

　クラウスの諦てい観かんを断ち切るように、マナが振り下ろされるミョルニル目がけてその身を滑すべり込ませた。彼女はその双剣をひとつにまとめた。

「嚙かみ砕くだけ!!　《魔ま顎がくハティ》!!」

　巨きよ大だいな鋏はさみのような、あるいは狼の顎あごにも似た禍まが々まがしい牙が剣けんが、手から離はなれる直前の《雷槌ミョルニル》に喰らいつく。

「正面からはダメだ！」

　クラウスが叫さけんだが、彼女は構うことなく《魔顎ハティ》と《雷槌ミョルニル》を嚙み合わせる。トールの動きが止まった。

　真下から喰らいついた《魔顎ハティ》が軋きしむが、二つの力は拮きつ抗こうしていた。

　だが、直後、《魔顎ハティ》に亀き裂れつが生じる。

「くっそ！　まだだ、《魔顎ハティ》!!　まだ!!」

　マナが吼ほえた。

　銀色の髪から青白い光が飛散し、その瞳を燃やしていた光すら消える。もはやクラウスの肉体を生いけ贄にえとした力は失われ、マナの力は再び封ふうじられていた。

　牙の剣は数瞬しゆんを待たず崩ほう壊かい、ミョルニルが全すべてを押しきる。

「がぁっ！」

　マナの身体からだが吹ふき飛び、クラウスの前へ転がった。

　マナを退けたトールは止まらない。彼女の妨ぼう害がいで投げ損そこねたミョルニルをもう一度振るおうとしていた。毒で弱ったその身は動きこそ鈍いが、確実に動いている。

　対して、マナはクラウスをかばうように立ち上がった。

「バカはよせ！」

　クラウスは目を見張る。

「うるさい！」

　マナは振り向くことなく叫んだ。

「リンデを置いて死ぬ気か！　それに、お前なしじゃ、アタシは……！」

　もはや力を失った身体を無む理り矢や理りに動かして、マナは折れ砕けた牙の剣を振り上げた。

「……マナ。お前、まさか!?」

　クラウスにはマナが次にする行動がわかってしまった。

「やめろ!!」

　叫んだが、マナは止まらなかった。

　彼女は折れたその剣を自らの胸に突き立てた。蠢く牙の刃が胸当てを砕き、肉を引き裂き、赤い血潮を散らせる。刃は砕けているものの傷は浅くない。クラウスが血肉を捧ささげるために負った傷よりもずっと深い。その証しよう拠こにボタボタと赤い血が流れ落ちる。

「クラウス！　貴様をここでは殺させない！」

　次の瞬しゆん間かん、マナの身体の内から消えていた青白い燐光が吹き上がった。双眸には再び赤い炎ほのおが燃え上がる。

「アタシは……！　貴様と一いつ緒しよに奴やつらと戦う！　殺す!!」

　マナが咆哮を上げた。

　放たれたそれはもはや人のものではなく、魔狼の咆哮そのものだった。
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「自分自身を生贄としての呪じゆ術じゆつ……」

「オーディンだってやったことだろ！　できて当然だ！」

　ボタボタと血を流しながら、マナの肉体が変わっていく。その変化はこれまでで最も激しかった。

　青白い輝かがやきを放つ髪が逆立ち、牙が伸のび、鉤かぎ爪づめの籠手と鉄てつ靴かは彼女の身とひとつになるかのように変化する。

　身を屈かがめたマナはその両の腕うでの鉤爪で地を抉り、まさしく獣けものの様相を露あらわにした。

　遠とお吠ぼえが響ひびき、人とも獣とも形容しがたい姿と化して、マナが地を蹴る。

　派手に土を噴ふき上げながら、青白い光を放つ魔ま狼ろうはトール目がけて突とつ撃げきする。

　その牙きばがギリリと音を立てた。

　マナは《双牙ハティ》の一本を咥くわえている。それを横に構え、燃える瞳ひとみの軌き跡せきを残しながら駆かける。

「おもしろい……！」

　トールが血ち反吐へどを吐きながら、蛇の顔で言った。

「おもしろいぜ!!　これが魔狼!!　月喰くらいの魔狼かっ!!」

　そして、トールがミョルニルを振ふり下ろす。

　クラウスへと投じようとした雷槌とマナの牙剣が三度嚙み合った。

　牙剣に亀裂が生じ、そして、砕ける。

　だが、トールの巨きよ軀くが揺ゆらいだ。

　ミョルニルは弾はじき返され、雷神が後ずさる。

　それを彼自身が信じられないというように、爬は虫ちゆう類るいのものとなり果てた目で見た。

　蛇の鱗うろこに覆おおわれた胸むな板いたが血ち飛沫しぶきを噴き上げた。

　折れ砕けながらもミョルニルを弾き返した《双牙ハティ》がトールの胸を引き裂さいていた。確実に骨を断たち、内臓を抉えぐるほどの傷が穿うがたれる。

　トールの横を駆け抜ぬけて、マナが振り向く。

　彼女が駆けた後には、大量の血が流れ落ちていた。

　牙を剝むき出し、荒あらい息を吐き出す。

　徐じよ々じよにその身体から魔狼の光が消え失うせていく。

　再びトールへと襲おそいかかろうと足を踏ふみ出したところで、マナは前のめりに崩くずれ落ちた。

「まだ、だ……！　アタシは！」

「ク、クク……」

　その時、トールが喉のどの奥で笑った。

「くはっ！　はははははははははっ!!」

　そして、自ら叩き壊こわした岩がん盤ばんの空を見上げて彼は声を上げて笑う。

　蛇と化し、毒に冒おかされ、自らの毒で身を溶とかしながらも、彼の声は爽さわやかなものだった。

　トールの笑いが不意に止まった。

「……楽しかったぜ」

　その言葉と共にトールの手からミョルニルが落ちた。

　トールの鉄てつ槌ついは彼の眼前に落ち、岩を砕いてめり込む。

　砕けた岩盤から覗のぞく空を見上げたまま、トールは動かない。

「あいつ……」

　その身から光を失ったマナが呟つぶやいた。

　クラウスもまた気づく。

　トールは死んでいた。

「……お前の願いはかなったのか」

　彼の死に顔を見て、クラウスは言った。

　蛇の異形と化しながらも、最さい期ごまで戦いの中にあった雷神はやけに満足げだった。
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　羽音が聞こえた。

　まともに立ち上がることができないまま、クラウスは地下スヴアルト世界アルフヘイムの空を見上げる。

　胸の傷を押さえ、空を振り仰あおいだマナもまた苦しげな吐と息いきを漏もらす。辛かろうじて膝ひざを突ついたが、それ以上起き上がることはできないでいた。血も止まってはいない。

　空を舞まうのは戦乙女ヴアルキユリアユーディットだった。

「雷らい神じんの仇あだ討うちか？」

　マナの手の中で牙剣の鋸のこぎり刃ばが蠢うごめく。

「こいつ、まだやるつもりっすか!?」

　さらに街から駆けつけてきたフリッツたちが各おの々おのの武器を構え、クラウスたちをかばうように立つ。

　それを見下ろし、ユーディットは手にしていた剣けんを鞘さやに納めた。

「不本意ですわ」

　不ふ愉ゆ快かいさを隠かくそうともせずに言うと、彼女は敵意がないことを示すように両手を広げた。

「しかし、課せられた役割は果たしますわ」

　翼つばさをはためかせ、滞たい空くうし、クラウスたちを見下ろして彼女は言う。

「トール様からの伝言ですわ。万が一、自分が敗れた時。望んでいた戦いの中での死を授さずかることができた時……。まさか、このようなことになるなんて……」

「トールが残した言葉……。それはつまり……」

「そう。あなたの姉、リンデに関して……。トール様は約束を果たします。残るのはクラウス、マーナガルムでいいでしょう。聞けば後あと戻もどりはできません」

「……フリッツ。お姉ちゃんを連れて下がってくれ」

「そんな、でも……」

　迷いながらもフリッツたちはそれに従い、「気をつけて」と言い残し、気を失ったリンデを連れて街の方へと退ひいた。

　彼らが離はなれるのを待ち、ユーディットはゆっくりと口を開く。

　その表情には無念が刻まれていた。

「トール様はわたくしにおっしゃいました」

　ユーディットは語る。

「神界アースガルズの神々は本来、滅ほろぶべき運命にありました」

「……神ラ々グのナ黄ロ昏クの戦いか。預言を授かった時のお姉ちゃんがたびたび口にしてる」

「この世界の運命……神々の運命すら、全すべてが定められています。それは絶対。偉い大だいなる神々であろうとも、抗あらがおうとしても、いずれ定められた形に行きつく。神々が行きつく先、それこそが滅びでした。対して、オーディン様はなお抗うことを選びました。運命が変えられないなら、運命を授ける者を排はい除じよする。そう考えたのですわ」

「……まさか、それが運命の女め神がみノルニル？」

　ユーディットはそれを肯こう定ていする。

「いや待て。女神というなら、ノルニルもまた神だろ」

「神界の神々はアース神族。ノルニルはそれとは別の……もっと古い神々。神と呼んではいますが、それとも別種の者。数多くが存在する……ゆえに運命ノのル女神ンではなく、運命のノル女神たちニルだと、トール様はおっしゃいました」

「……それで、奴らはノルニルをどうしたんだ？」

　傷が痛むのか、マナがかすれた声で問う。

「全てを幽ゆう閉へいしたそうですわ。それによって、神々は運命から解き放たれ、未来はその手に委ゆだねられました。それから、トール様たちは自らを滅ぼす原因を排除していったそうです」

「滅ぼす原因。それが……フアェタンシリのル父や邪じや神しんロキか……」

「そこまではわかった」

　クラウスは問う。

「だが、それがお姉ちゃんと何の関係がある？　神を前にした時のお姉ちゃんの変化はなんなんだ？　それに……お姉ちゃんだけが神を殺せるというのは……」

「その様子だと、もう察しはついているのでしょう？」

　クラウスは応こたえられない。それこそが肯定に等しかった。

「あなたの姉、ジークリンデが授かる預言。あれは封ふうじられたノルニルのものですわ。リンデはわずかですが、ノルニルの血を引いています。だから、神の……運命の女神の巫女みことして、その言葉を授かる素養がある。封じられているがゆえに、ノルニルの預言に自我はない。しかし、本来、定められし運命が立ち戻もどれば、運命の糸車は回る」

「だから、運命を歪ゆがめた神々を滅びへと誘いざなうために……神々の前でお姉ちゃんは変わる」

「そして、もともとの滅びと同じ道を辿たどらせることで、その運命をもとに戻す……つまりは、神々に滅びを与あたえるということか」

「おそらくはテュール様やトール様の変化はそういうことなのでしょう。これまで歪めてきたことによって、滅ぼした者たちの呪じゆ詛そが顕けん現げんする……。本来は契けい約やくや約束を破ることも、騙だまし討うちも、戦士として恥はじるべき殺せつ生しようも、全てが呪詛として滅びへと繫つながるものなのです」

　ユーディットは立ったまま死んでいるトールの亡なき骸がらを一いち瞥べつする。

　蛇へびに変わった身体からだと、人の頭となった腕うで。彼は醜みにくく変じていた。

「ゆえに……神々を殺すことができるのは、今、あなたの姉だけ……。それがあなたの姉が狙ねらわれる理由ですわ」

　そこまで言って、ユーディットは翼をはためかせた。

「わたくしが承うけたまわっていた伝言はそれだけですわ。これで……トール様の遺ゆい言ごんを伝える務めは果たしました」

　ユーディットは悲しげに目を伏ふせる。

「テュール様とトール様の仇かたきを討とうとするべきでしょう。しかし、わたくしではマーナガルムを倒たおすことができません。それに、オーディン様にこのことをご報告する義務もあります。臆おく病びようの誹そしりを受けても、ここは退かせていただきます」

「待て」

　呼び止めたのはクラウスだった。

　ユーディットは警けい戒かいを露あらわに彼を見下ろす。

「なんですの？」

「お前はまだ俺たちと戦うつもりなのか？」

「これは異なことを。わたくしは戦乙女。主あるじの敵と刃やいばを交えるのは当然のこと」

「お前は知ってはいけないことを知ってしまった」

　クラウスの言葉にユーディットは視線を逸そらす。

「……神々奴らがこのことを知ったお前を生かしておくとは思えない。殺されるぞ」

　ユーディットは無言でそれを肯定する。

「それに……お前はもう戦乙女である目的を失っている」

　クラウスの言葉にユーディットの表情がかすかだが動く。

「トールは言っていた。お前は国を護まもろうと身を捧ささげ、戦乙女になった。だが、もう護るべき者は皆みな死んで、死者のエイン軍勢ヘリアルに加わっている。そして、お前も殺される。それでもオーディンに従うのか？」

「わたくしにどうしろと？　あなたたちと共に戦えとでも言うのですか？」

「だとしたらどうする？」

　ユーディットはほんの少し言葉を止めた。

　うつむいた彼女の顔に寂さびしげな影かげがよぎる。

　彼女は遠く、フリッツたちが去って行ったほうを見る。

「姉を護ろうとするあなたの気持ち。少しは理解できますわ。しかし……」

　彼女は大きく翼をはためかせた。

「わたくしは戦ヴ士アのル宮ハ殿ラの主に仕える戦乙女。その使命を果たしますわ」

「ユーディット！」

　言い残し、戦乙女は空高くへと飛び去って行く。

　彼女はもう振ふり向かず、クラウスもそれ以上は何も言わない。

　地にうずくまったままで、破れた空の彼方かなたへ姿を消す戦乙女を見送っていた。




　　　　◆　◆　◆




　クラウスたちの前で岩がん盤ばんが道を譲ゆずるように開いていく。

　その向こうから差し込んでくる光は数週間ぶりに見る本物の太陽の光だった。氷の国ニヴルヘイムの曇どん天てんの空、雪が降りしきる下でも、それは眩まばゆいものに見える。

　赤い帽ぼう子しをかぶり、同じ色の外がい套とうを揺ゆらしながら、クラウスはその中へ歩み出た。

　派手な赤い色に隠されているものの帽子にも外套にも穴を塞ふさいだ跡あとが残る。

　今の彼には鉄の両りよう腕うでがあった。それはトールとの戦いで装着していたものとほぼ同じ形をしている。

　彼のあとに続き、リンデが太陽のもとへ足を踏ふみ出し、あくび混じりにマナが続いた。

　さらにフリッツが姿を見せる。

「名残なごり惜おしいわ」

　彼らの後ろ、岩の陰かげに隠れて、スズリがいた。

　肌はだの全てを覆おおい隠す衣服の上には、分厚い外套をまとい、フードまで深くかぶっている。黒妖精ドヴエルグにとって害になる太陽の光を防ぐための服装だ。

　彼女はその上で直接の光を避さけるため、自ら開いてきた岩の隙すき間まの中にいる。

「やっぱり名残惜しいの！　寂しいの！」

　そのはずが、スズリは唐とう突とつに太陽のもとへ走り出て、クラウスの胸に飛び込んだ。

「クラウスくん！　行かないで！」

「そういうのはもういいだろ。お前の目的は果たしたんだ」

　その顔を鉄の腕で乱暴に押しのけ、クラウスはため息いきをつく。

「トールまでもを倒したんだ。神々あいつらの支配からの脱だつ却きやくを目指す黄金派にとっては、十分都合のいい展開になっただろ」

「うぅ……。それだけが目的で近づいたなんて思われると、スズリさん悲しいわ」

　すり寄ろうとするスズリをクラウスは断固近づけない。

「わたし、実はクラウスくんのことが……」

　フードの下、白い頰ほおをわずかに朱しゆに染めて、彼女は眼鏡の奥の瞳ひとみでクラウスを上うわ目め遣づかいに見上げる。

「お前が俺を利用したがってることを、ベラベラと喋しやべっていなければ、グラッときたかもな。お姉ちゃん相手ほどじゃないが」

「それも本当のわたしだけど、これもほんとうのスズリさんなの！　信じて！」

「無理過ぎる」

　しばらく押し合ったあと、スズリは小さく吐と息いきして身を離した。

　彼女はチラリとリンデのほうに目をやる。

　スズリとリンデは顔を合わせると苦く笑しようした。

「……しょうがないわね。今はそれでいいわ」

「また、そんな思わせぶりなことを」

「それに、クラウスくんのおかげで、最高の研究材料も手に入ったもの。今はそれで我が慢まんできるわ！　だって、あのトールの持つ呪アわンれドしヴ黄ア金リよ！　ミョルニルを握にぎるための鉄の籠こ手てヤールングレイプル、それにトールの力を増していた鉄の帯メギンギョルズ！　これを研究すれば、スズリさん、偉大なるご先祖様に追いつけるかも……ううん。追い抜ぬいちゃうかも！　嗚呼ああ、これもクラウスくんが死にそうになってトールを倒してくれたおかげ……」

「やっぱり自分の欲よく望ぼう優先じゃないか」

「《雷らい槌ついミョルニル》を手に入れられなかったのは残念だわ。マナ様でも持ち上げられないなんて」

　その言葉に露ろ骨こつに顔をしかめたマナが舌打ちする。

「ふん。封ふう印いんさえ解けていれば、持ち上げることぐらいはできるはずだ。クラウスの脚あしを一本切り取れば、工こう房ぼうまで運べるぞ」

「クラウスくん!?　脚一本でいいって!!」

「こっちを見るな」

　クラウスが後ずさり、彼をかばうようにリンデが立ちはだかる。

　プルプルと震ふるえながら、リンデが小さな両手を広げた。

「……言っておくが、アタシは本気で言ってないからな」

「本気じゃないの？」

「スズリ。俺は魔ま狼ろうよりもお前のほうが怖こわい」

　クラウスは大げさに肩かたをすくめた。

「まあ、ミョルニルはあれでいいと思う。そのまま、奴の墓標になったんだ」

　クラウスはわずかに言葉を切る。

　蛇の異形と化しながらも満足げだったトールの最さい期ごが彼の脳のう裏りをよぎる。

　なんとも言えない整理できない感情をクラウスは押し殺し、もう一度口を開いた。

「ともかく、思うところはあるけど、本当に世話になった。この義腕は今度こそ大切に使わせてもらう」

「黒妖精。貴様がその修理に手間取るから、また出発が遅おそくなった」

「しかたないわよ。もともと、テュールの義腕の内部機構を流用していたのに、右みぎ腕うでのほうは木っ端ぱ微み塵じんになっちゃったんだもの……。一から作り直したら、ただ動くだけの義腕でも時間がかかっちゃうわよ。スズリさん、あまり寝ねなかったもん」

「知るか。黒妖精の味を確かめてみるぞ」

「やめて！　黒妖精なんて、太陽に当たると石になっちゃうんだから絶対まずいわ！　食べちゃダメ！　やめて！　お願いします！　マナ様！　あ、いけないわ！　太陽がまぶしい！」

　スズリが岩いわ陰かげに逃にげ戻る。

「……とにかく、動けるようになったなら、行くぞ。モタモタしている時間などない」

「そうだな」

　マナの言葉にクラウスは肩からかけた荷物を担かつぎ直し、リンデの手を握った。

「本当に行くんすね、兄貴……」

　フリッツが名残惜しそうに言う。ボロボロと涙なみだがこぼれた。彼についてきた数人の《銀ぎん狼ろう騎き士し団》の戦士たちも口々に別れを惜しむ。

「本当に行ぐんずねぇぇ」

「気持ち悪い。泣くな」

「だっで、兄貴、すげえんすもん！　死人出さずにあのトールを殺したんすよ!?　ありえないっすよぉ！」

「それは偶ぐう然ぜんだ。ミョルニルの余波でひどい怪け我がをした奴も出てる」

「霧きりの工房街の天てん井じよう、どうやって塞ごう……って、議論も紛ふん糾きゆうしているわ」

　スズリが口を挟はさんだ。

「それはトールが無む茶ちや苦く茶ちやなのが悪い」

「それでも、兄貴は俺の英えい雄ゆうっすよぉぉ！　一生ついていきたいっす！」

「だから、それは断ったはずだ。お前は怪我人が治るのを待って、《銀狼騎士団》をまとめないといけないし……いや、お前がまとめるのには不安が残るけど……」

　クラウスはかぶりを振る。

「ここからの旅はお前たちには関係ない。俺とお姉ちゃんとマナの目的のため……生き残るための旅なんだ」

　彼は曇天の空を見上げた。分厚い雲の向こうは見通すことができない。

「俺たちはもう神々との戦いを避けることができない。だから……旅を続ける。俺とお姉ちゃんと、マナは」

　帽子を下げて、クラウスは彼らに背を向ける。

「ありがとう。心から感謝しているよ」

　その言葉をクラウスは別れの言葉として告げた。




　　　　◆　◆　◆




　スズリとフリッツたち《銀狼騎士団》は地下世界へと去って行った。

《銀狼騎士団》はしばらくは霧の工房街の復興に協力するらしい。

　降りしきる雪と肌を切り裂さくような寒さの中、クラウスは久々に地上へ戻もどったという実感を覚えていた。

　赤い外套の前を合わせ、彼は考えを巡めぐらせる。

　その横にはマナがいた。

　彼女は何も言わずに、クラウスと同じほうを見ている。

「……何故なぜだ？」

　しばらく沈ちん黙もくしたあと、クラウスは言った。

「何の話だ？」

「トールとの戦いの最後だ。何故、お前はあんな真似まねをした」

　クラウスの脳裏をよぎるものは自らに剣けんを突つき立てるマナの姿だった。

「確かに……魔狼が自分自身を生いけ贄にえにすれば、俺なんかから引き出すよりも大きな力を得られる。だが、下手をすれば死んでいた。しかも、長時間の戦せん闘とうができなくなる下策だ。あの場でお前が身をかわして、俺がミョルニルに打たれて死んでも、神を殺すために必要なお姉ちゃんは健在だったはずだ」

　クラウスは息をつく。

「俺のために命を張る必要がどこにあった？」

　マナが眉まゆを動かす。

「神を殺すために必要なのはお姉ちゃんの力。ユーディットの言葉を信じるなら、ノルニルの預言。それにお前の……魔狼の力だ。俺にはもうお前の力を解放する生贄としての価値も……」

「リンデとアタシだけじゃない」

　マナはクラウスの言葉を遮さえぎった。

「貴様も言ったはずだ。神を殺せるのは、貴様と貴様の姉、それにアタシだと」

「……お前」

　フンと鼻を鳴らし、マナは牙きばを見せて笑う。

「あんなこと二度とやりたくはないがな」

　胸むな元もとの傷に触ふれる。魔狼ゆえの回復力で傷自体は塞ふさがっていたが、ユーディットが去ったあと、しばらくの間、意識を失うほどの重傷だったのを、クラウスは知っている。

　その時、クラウスの腰こしに触れる者がいた。

　リンデだった。桃もも色いろの髪かみの少女は無言のままに、クラウスを見上げてニコニコと笑っている。

「それに……だ」

　マナはクラウスのほうは見ないまま、どこか戸と惑まどうように言った。

「アタシは貴様に死なれると困る。失いたくないと思った」

　クラウスが眉を上げる。

　マナはその顔を背そむけた。

「まあ……。正面勝負しかできないお前には虚きよ幻げんが必要だしな」

　そう言ったクラウスの腰をバシン！　と、リンデが叩たたいた。

「お姉ちゃん!?　なに!?　『そういう意味じゃない!?』って、何!?　『クラウスは知らないかもしれないけど、違ちがう』って、どういうこと!?」

「何をしているんだ……」

　呆あきれた顔で振ふり向いたマナは頰ほおを搔かく。

　白い頰にはかすかに朱しゆの色がある。

「まあいい。これからどうする気だ」

　マナがため息いき混じりに問う。

「そうだな。まあ、予定どおりに、だ……って、お姉ちゃん、まだ叩くの!?　なんて優やさしい叩き方なんだ!!」

　叩かれながら、クラウスは空を見上げた。

「もう神々との戦いは避さけられない。お姉ちゃんが生きている限り、奴やつらは来る」

　曇どん天てんの空の向こうにある何かを見つめるようにしてクラウスは言った。

「少しでも力が欲しい。だから、お前の封印を解く方法を探す。空にあるという妖よう精せい界アルフヘイムに向かおう。妖精アールヴは神々ほどではなくとも、魔ま法ほうに精通すると聞いた」

「神々に勝まさる魔法の使い手などいない。封印を解く方法などないかもしれないぞ」

「それでも行くしかない。少しでも可能性がある場所を目指す」

　クラウスはわずかだが唇くちびるの端はしを上げる。

「俺とお前とお姉ちゃんで神を殺すしかないんだ。だろ？」

　マナは応こたえず、フンと鼻を鳴らすと、心地ここちよい微び笑しようと共に歩き出した。

　そのあとにクラウスとリンデが続いた。

　クラウスの脳のう裏りをテュールから続く、神々との戦いの記き憶おくがよぎる。

　神々を殺したことで、世界は動き出してしまった。

　リンデの存在は世界からすれば害悪なのかもしれず、テュールがいったとおり、世界は壊こわれ始めたのかもしれない。だが、そこから逃のがれることはできない。

　これからも多くの者を巻き込むだろう。その時は、巻き込んだ者たちのためにも戦う。

　犠ぎ牲せいを覚かく悟ごして、そうならないために万ばん事じを尽つくす。

「俺の虚幻で……。マナとお姉ちゃんの持つ全すべての力で、あいつらと戦う」

　クラウスは決意を込めて、二人に聞こえぬ声で呟つぶやいた。

「神を滅ほろぼしてでも……世界を壊してでもだ」

　雪に煙けむる曇天の空。そこにほんのわずかだができた隙すき間まから光が差し込んでいるのを、クラウスはまぶしげに見上げた。







　あとがき







　お久しぶりです。八や薙なぎ玉たま造ぞうです。

『神話殺しの虚幻騎士フエイク・マスターⅡ』手に取っていただき、ありがとうございます。

　今回も絶対に信じてはいけない北ほく欧おう神話！　なので、あまり信じないようにしてください。堂々と噓うそをつきます。

　以下、微び妙みようにネタバレがありますのでご注意ください。

　二巻の敵は『アベンジャーズ』のソーでお馴な染じみ、雷らい神じんトール。神全員分ぐらい強いとか適当なことを言われる最強の神です。

　で、トールというと、すごく好きな神話エピソードがあるのですけど、本編で使えなかったので、あとがきに書こうと思います。

　ある時、トールは武器である雷らい槌ついミョルニルを巨きよ人じんに盗ぬすまれます。巨人は返して欲しければ、女神フレイヤを嫁よめによこせと調子に乗ります。

　そこで、神々は何を思ったのか、トールを女装させて、「これがフレイヤです」と、送り込みます。しかし、がさつなトールは結けつ婚こん式の場でガツガツ喰くうわ、目つきが完全に人殺しの目をしてるわで、バレそうになります。そこを狡こう猾かつな邪神ロキがフォロー。

　巨人がうっかりミョルニルを近くに持ってきたところでそれを手にして、「フレイヤだと思った？　残念！　トールだよ！」と、巨人どもを皆みな殺ごろしにするというお話で。

　まあ、女装エピソードって、神話だとけっこうあるんですが（ヤマトタケルの女装奇き襲しゆうエピソードとか）よりにもよって、筋骨隆りゆう々りゆうでヒゲのオッサンなトールにそれをさせるというのがおもしろ過ぎます。いや、ヤマトタケルの女装も「長身過ぎるだろ！」というツッコミはあるのですが。

　なお、虚幻騎士版トールの初期案で、「色々あって、そのまま女装してる。口調はお姐」って設定しようとしたら「ダメに決まってんだろ!?」って言われました。いいと思うんだけど!?　本気になると脱ぬぐんですよ！　ダメですか!?　ですよね！

　……とか書いてたら、パズドラのトールに、うっかりこの女装エピソード版の進化が実装されていて、ちょっとどうかしてるんじゃない!?　と、爆ばく笑しようしました。興味のある方は検けん索さくなどかけてみてください。パズドラは女装というか女体化してますけどね！　ほんと大だい丈じよう夫ぶか!?　トール持ってるので育てます。カワイイ。

　さておき。出版にあたり、多くの方のお世話になりました。

　イラストを担当していただいた、有あり坂さかあこさん。多た忙ぼうな中、カッコイイイラストをありがとうございました！　クラウスの表情が好きです。

　担当の宮みや川かわさん。今回も色々お世話になりました。今後もよろしくお願いします。

　それから、出版に関わっていただいた全ての皆みな様さま、手にしていただいた読者の皆様、本当にありがとうございます！

　それでは、またお会いできることを祈いのりつつ、失礼します。





実写版るろ剣けんの変態的殺陣たてにドキドキしてきた翌日　八薙玉造　　
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